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●執筆者等の役職・職位は 2024 年 10 月 31 日現在、大学広報課が把握している範囲で表示しています。
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「嗚呼天我を棄てさるか、我業の成否此一挙にあり」
（〔函館紀行〕、『新島襄全集　５』p.9）



「同志社創立者新島襄海外渡航の地」碑前祭
2024年6月14日（金）11時から、函館市大町において、「同志社創立者新島襄海外渡
航の地 碑前祭」が執り行われました。
柳井望学校法人同志社法人事務部長による司会のもと、一同で讃美歌を斉唱しまし
た。続いて、八田英二総長・理事長による式辞が述べられ、次いで髙井暁函館市観
光部次長による挨拶がありました。その後、一同でDoshisha College Songを斉
唱、最後に、八田英二総長・理事長並びに髙井暁観光部次長による献花が行われま
した。
そよ風吹く心地よい晴天の中、約５０名の校友や函館市民の方々が集い、校祖新島
襄の熱い思いに心寄せる貴重な機会となりました。
日頃から碑のお世話をいただいている函館市並びに同志社校友会函館クラブの皆様
に、心から御礼を申し上げます。
2025年には同志社創立150周年を迎えます。記念事業の一環として、函館市（6月
14日）、札幌市（6月15日）で記念講演会を予定しております。詳細は下記「創立150
周年記念ホームページ」をご参照ください。2025年4月頃、掲載予定です。
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同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
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https://150th.doshisha.ed.jp



立教大学と相互協力・連携に関する協定を締結
2024年5月7日、立教大学池袋キャンパスにおいて、同志社大学と立教大学との相
互協力・連携に関する協定書の調印式が行われました。
両大学はキリスト教主義、またキリスト教に基づく教育を掲げ、これまでも教育研
究における価値観を共有する関係を構築し、双方の学生、教職員による交流が行わ
れてきました。このたび、両大学が紡いできた関係をより強固なものとし、双方の
発展に寄与すること、また学生、教職員による交流にとどまらない広範な連携を目
的として相互協力・連携に関する協定を締結しました。
協定書調印式の後には、協定締結を記念した小原学長と西原総長との対談も行われ、
今後の連携やキリスト教主義教育について意見交換がなされました。

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten



『国立大学法人奈良先端科学技術大学院大学と
包括協定を締結』

2024年6月27日

国立大学法人奈良先端科学技術大学院大学と本学は、両大学の強み・特色を活かし、
相互に連携協力するため包括協定を締結しました。
本協定は、グローバル社会に貢
献できる人材の育成に向け、学
生及び教職員の交流の推進、教
育及び研究に関する協力等、広
く連携を図り、両大学の更なる
充実・発展に資することを目的
としています。
両大学の連携の推進により、幅
広い教養と科学技術分野の専門
知識を土台とした多様な分野で
活躍できる次世代女
性リーダーの育成を
はじめ、研究、人材
育成、地域社会への
貢献など、さまざま
な分野での相乗効果
が期待されます。

同志社女子大学創立150周年記念ロゴマークが決定しました
同志社女子大学は、2026年10月24日に創立150周年を迎えます。
この節目にあたり本学では、在学生が授業内で記念ロゴマークの制作に取り組み、
上川有紗さん（学芸学部メディア創造学
科4年次生）が制作したデザインに決定し
ました。この記念ロゴマークは、今後開
催される周年関連イベントや各種印刷物、
ホームページ、大学グッズなどに広く活
用してまいります。
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「中学校２年生夏期研修旅行」
コロナの影響により宿泊研修行事が中止となっていましたが、昨年度より形を替え
て、中学２年生の研修旅行が復活しています。従来の唐松岳登山だけでなく、広島、
南信州、和歌山の各研修旅行より、各自が行き先を選択する形となりました。
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広島研修

唐松登山

南信州研修



中学・高校　体育祭
5月9日（木）に高校体育祭を、5月10日（金）に中学体育祭を、北河内の街を見晴る

かす広々とした第1グラウンドでそれぞれ開催しました。
両日とも5月にしては珍しくやや肌寒い中でのスタートとなりましたが、日中に

は気温も上がり、体育祭日和となりました。徒競走や借り人競争、騎馬戦や綱取り
などの学年種目のほか、チアダンスや応援合戦、クラブ対抗リレーなどで会場は盛
り上がり、フィナーレを飾るクラス対抗リレーでは、多数ご来場くださった保護者
の皆さんからも温かく大きな声援が送られる中、選手が全力で駆け抜けていました。

中学では生徒会が、高校では自治会が中心となり体育祭の準備に取り組みました。
各クラブ部員の尽力などもあり、両日とも成功裡に終えることができました。
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「花の日礼拝・福祉の日の行事」
６月14日（金）午前中、生徒が持ち寄った花を栄光館の壇上に並べ、講師の先生

を招いて花の日礼拝を守りました。午後には、高校１年生はその花を花束にして、
老人ホームや養護施設など24か所に分かれて訪問しました。高校３年生は体育館
で車椅子バスケットの体験と交流、中学全学年と高校２年生は栄光館で助産師によ
る講演会『大切にしていいんだよ、自分のからだとこころ』を聞きました。
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高校生　球技大会
2024年6月13日

各学年クラス男女別総当たりでの形式で、ドッジボールを行いました。過ごしやす
い天候の中、熱い戦いが繰り広げられました。新しいクラスになり間もない中、そ
れぞれのチームで作戦を立て、クラスの仲はより一層深まりました。優勝したチー
ムには表彰状が送られました。

オープンスクール
2024年6月15日

オープンスクール来場者へ、歓迎の思いを込めてパフォーマンスを演じるアメリカ
ンフットボール部チアリーダーと吹奏楽部の生徒たち。学生らしい活気あふれるパ
フォーマンスに会場は盛りあがりました。また、ボランティア生徒による校内の案
内を行いました。来場者も生徒たちも、充実した雰囲気の中、オープンスクールの
幕を閉じることができました。
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初等部：『京都府私立小学校連合会合同音楽会』
2024年6月1日

毎年6月に開催されている合同音楽会に、DIAでは初等部4年生とDIAアンサン
ブル(初等部・国際部有志による室内楽団)が出演しました。音楽を通して、京都で
学ぶ様々な学校の子どもたちと交流する良い機会となりました。初等部4年生は
《Music Is…》(Andy Beck　作詞/作曲)、DIAアンサンブルは《ハンガリー舞曲
第5番》(ブラームス 作曲/藤盛祐輔 編曲)を演奏しました。

国際部：『DISK Graduation』
The graduation ceremony(commencement) was held on June 26th 
(Wednesday).
We all celebrated departure day from the bottom of our heart.
Have a great life, graduates! Also, please come visit DISK anytime!
Go, go, go in peace. Be strong! Mysterious Hand guide you!



「なかよし遠足」
5月2日になかよし遠足を実施し、1年生、6年生が京都・若王子山にある校祖新島
襄先生の墓参を行いました。当日は晴天に恵まれ、児童たちの笑顔にあふれた遠足
となりました。新1年生が同志社小学校での歩みをスタートしたばかりの時期に、
6年生が1年生に同志社の歩みを語り伝えるとともに、児童同士がお互いを知り深
くつながるきっかけとなりました。
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遠足
2024年5月17日

快晴の青空の下、年中・年長組は宝ヶ池公園へ、年少組は親子で子どもの楽園へ
遠足に行きました。年少組にとっては入園して初めての行事であり、親子一緒に遊
具で遊び、芝生でかけっこやふれ合い、ゲームなどを楽しみました。年中・年長組
は各1名ずつペアになって行動しました。宝ヶ池では、サギやコイ、アメンボなど
いろいろな生き物を見つけましたが、中でもたくさんの亀が甲羅干しをしている様
子に子ども達は大喜びでした。電車に乗ったり、公園内で散策したり、少し長い距
離でしたが、年長組が声を掛け優しく手を引きながら関わる姿が見られ、お互いに
親しみを深める機会となりました。
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花の日礼拝
2024年6月4日

各家庭から子ども達が持ち寄った花束や鉢を前に、花の日礼拝を行ないました。
いつも私たちを守ってくださり、豊かな自然やすべてのものに命を与えてくださる
神様へ感謝のお祈りを捧げました。礼拝後には、学内や近隣のお世話になっている
方々に感謝の言葉とともに花束をお届けに行きました。皆さんに喜んで受け取って
いただき子ども達も嬉しく思うと共に、周りのいろいろな方々に大切にされ助けて
いただいていることを改めて感じる一日となりました。



Interview

インタビューの２人
イラストレーター

村
む ら

本
も と

ちひろさん

私の
志

卒業後システムエンジニアを経て、好きだったイラストを描こうと上京。現在、書
籍の装画や広告を中心に幅広く制作活動を続けています。創造力の源は好奇心。き
れいだな、面白いなと感じたものは根気よく調べます。そんなリサーチ力や私の存
在を知ってもらうための発信力は、情報メディア学科で身についたのかなと思います。

1982 年大阪府生まれ。2001 年、同
志社女子大学学芸学部日本語日本文学
科（当時）入学、２年次修了後に学芸
学部情報メディア学科（現・メディア
創造学科）に転科、2006 年同学科を
卒業。卒業後は大阪府内でシステムエ
ンジニアとして勤務後、2009 年、東
京へ移住。Pallet Club School、山田
博之イラストレーション講座卒業。透
明水彩を中心としたアナログイラス
ト、デジタルイラストなどを制作し、
大手企業の広告・パッケージ、書籍の
装画など、幅広い分野で活躍中。著書
に『おとなのステキなぬりえ BOOK　Time for healing ～癒しの時間～』（啓文社）など。



Interview

インタビューの２人
柑橘専門農園社長

伊
い

藤
と う

彰
あ き

浩
ひ ろ

さん

私の
志

1980 年和歌山県生まれ。2004 年、
同志社大学経済学部卒業と同時に酒
類専門商社に就職。2006 年に帰郷
し、３代目の父が経営するみかん生
産・卸売の伊藤農園に入社。以降は
経営の安定を目指してブランディン
グや６次産業化に取り組み、地元産
の柑橘類を加工した多様な商品を国
内外へ発信。2023 年、代表取締役
社長に就任。同年、経済誌「Forbes 
JAPAN」の企画「スモール・ジャイ
アンツ・アワード」でローカルヒー
ロー賞に選出。

有田みかんの産地で柑橘の生産・加工・販売を行う会社の４代目です。早い段階で
農業の６次産業化に取り組み、地域と共に成長できる喜びを感じています。うちの
100％ピュアジュースは果皮を使わないので苦味がなく、すっきりと飲みやすいですよ。
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０
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志

社
中
学
校
の
岩
倉
へ
の
移
転
と
同
志
社
高
等
学
校
と
の
統
合
等
は
一

貫
教
育
体
制
の
充
実
を
追
い
求
め
た
結
果
で
し
ょ
う
。
専
門
職
大
学

院
や
独
立
研
究
科
の
開
設
も
高
度
な
教
育
・
研
究
活
動
の
展
開
を
待

望
す
る
声
が
背
景
に
あ
り
ま
し
た
。

１
５
０
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て

同
志
社
総
長
・
理
事
長 

八
田
　
英
二

4



18
歳
人
口
の
増
加
や
大
学
進
学
率
の
上
昇
は
高
等
教
育
機
関
に
規

模
の
拡
大
を
強
く
求
め
ま
し
た
。
教
育
施
設
・
設
備
の
拡
充
を
図
る

べ
く
、
同
志
社
大
学
は
京
田
辺
校
地
を
開
設
し
、
１
９
８
６
年
の
１
，

2
年
次
教
育
の
全
面
移
転
、
１
９
９
４
年
の
工
学
部
教
育
の
統
合
移

転
へ
と
大
き
く
舵
を
切
り
ま
し
た
。
背
景
に
は
都
市
部
の
一
部
区
域

で
の
大
学
等
の
教
室
の
新
設
・
増
設
を
規
制
す
る
「
工
業
（
場
）
等

制
限
法
」
の
存
在
が
あ
り
ま
し
た
。
１
９
９
１
年
の
大
学
設
置
基
準

の
大
綱
化
、
続
く
２
０
０
２
年
の
「
工
業
（
場
）
等
制
限
法
」
の
廃

止
、
学
部
・
学
科
新
設
に
関
す
る
規
制
緩
和
等
に
よ
り
、
同
志
社
大

学
で
は
政
策
学
部
を
始
め
と
し
た
8
学
部
の
新
設
、
1
，
2
年
次
文

系
学
部
教
育
の
今
出
川
校
地
回
帰
も
実
現
し
ま
し
た
。

同
志
社
女
子
大
学
で
も
１
９
８
６
年
の
京
田
辺
校
地
へ
の
一
部
移

転
と
短
期
大
学
部
の
開
設
、
現
代
社
会
学
部
を
始
め
と
し
た
新
学
部

の
開
設
な
ど
、
新
た
な
構
想
が
次
々
と
具
体
化
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
短
期
大
学
部
は
廃
止
さ
れ
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
6
学
部
・
5

研
究
科・1
専
攻
科
を
擁
す
る
総
合
女
子
大
学
と
し
て
高
度
な
教
育・

研
究
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

２
０
０
年
の
大
計
に
向
け
て

少
子
化
の
進
行
に
よ
り
、
わ
が
国
は
人
口
減
少
と
い
う
深
刻
な
事

態
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
学
校
教
育

市
場
も
縮
小
す
る
一
方
で
す
。
入
学
定
員
未
充
足
の
大
学
の
割
合
は

昨
年
度
に
は
53
・
3
％
に
ま
で
上
昇
し
た
と
私
学
事
業
団
は
公
表
し

て
い
ま
す
。
学
生
募
集
を
停
止
し
た
学
校
、
統
廃
合
・
再
編
の
ニ
ュ

ー
ス
が
巷
に
は
流
れ
て
い
ま
す
。
定
員
未
充
足
に
加
え
て
、
こ
れ
か

ら
の
教
育
機
関
に
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
Ｄ
Ｘ
化
、
脱
炭
素
へ
の
対
応
、

多
様
性
の
寛
容
・
受
容
と
い
っ
た
新
た
な
課
題
に
も
不
断
に
挑
戦
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
対
応
を
誤
れ
ば
、
他
に
後
れ
を
と
り
、
致

命
的
な
結
果
と
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

２
０
２
５
年
に
同
志
社
は
記
念
す
べ
き
１
５
０
周
年
を
迎
え
ま
す
。

い
く
つ
も
の
記
念
事
業
や
行
事
は
既
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
オ
リ
ジ

ナ
ル
賛
美
歌
、
記
念
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
、D

oshisha N
ew

 D
ay 

2023

は
好
評
を
博
し
ま
し
た
。
記
念
事
業
委
員
会
の
も
と
、
引
き

続
き
多
く
の
事
業
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
節
目
の
１
５
０
周
年
で

す
が
、
単
な
る
通
過
点
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
過
去
を
振
り
返
り
、
現

在
を
見
つ
め
直
し
、
未
来
へ
の
展
望
を
定
め
る
好
機
と
と
ら
え
る
べ

き
で
し
ょ
う
。

知
・
徳
・
体
の
三
位
一
体
の
均
整
の
取
れ
た
人
物
育
成
を
目
指
し
、

キ
リ
ス
ト
教
主
義
を
徳
育
の
基
礎
と
す
る
同
志
社
は
、
こ
れ
か
ら
も

良
心
教
育
に
よ
る
人
物
育
成
を
追
求
し
て
ま
い
り
ま
す
。
か
つ
て
経

験
し
た
こ
と
が
な
い
ほ
ど
の
教
育
環
境
が
激
変
す
る
現
在
、
創
立
２

０
０
周
年
に
向
け
て
教
育
シ
ス
テ
ム
を
ど
の
よ
う
に
再
編
成
・
再
構

築
し
て
い
く
の
か
、
大
き
な
決
断
が
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。
１
５
０
周

年
を
機
に
、
教
職
員
や
校
友
・
同
窓
を
始
め
、
関
係
者
全
員
が
情
報

を
共
有
し
、
夢
を
語
り
合
い
、
未
来
の
同
志
社
の
姿
を
見
定
め
、
環

境
を
整
備
し
、
協
働
し
て
歩
み
続
け
る
こ
と
が
必
要
で
し
ょ
う
。
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　　　　　　　　　　私の志

Interview

情
報
メ
デ
ィ
ア
学
科
で
の
学
び
と

漫
研
で
描
き
続
け
た
日
々
が
土
台
に

—
—

女
子
大
学
で
一
度
、
転
科
を
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。

村
本 

読
書
が
好
き
で
国
語
や
英
語
が
得
意
だ
っ
た
の
で
日
本
語
日

本
文
学
科
に
入
学
し
ま
し
た
が
、
私
の
関
心
と
合
致
し
た
ゼ
ミ
が
な

い
よ
う
に
感
じ
た
ん
で
す
。
そ
の
と
き
情
報
メ
デ
ィ
ア
学
科
（
現
・

メ
デ
ィ
ア
創
造
学
科
）
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。
ア
ド
ビ
の
ソ
フ
ト
や

マ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
新
し
い
事
を
自
由
に
学
べ
る
ら

し
い
と
知
っ
て
、
今
ま
で
と
１
８
０
度
違
う
こ
と
を
や
っ
て
み
た
く

な
っ
た
ん
で
す
。
漫
画
が
好
き
で
同
志
社
大
学
の
漫
画
研
究
会
に
所

属
し
、
と
き
に
は
フ
ォ
ト
シ
ョ
ッ
プ
も
使
い
な
が
ら
作
品
を
描
い
て

漫
画
制
作
に
取
り
組
ん
だ
学
生
時
代
。
社
会
に
出
て
も
そ
の
情
熱
を
抱
き
続

け
、
と
き
を
経
て
商
業
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
の
世
界
で
才
能
を
開
花
さ
せ
た

卒
業
生
が
い
ま
す
。
消
費
者
の
心
に
届
く
表
現
を
生
み
出
す
ご
苦
労
な
ど
に
触

れ
な
が
ら
、
ク
リ
エ
イ
タ
ー
の
志
を
伺
い
ま
し
た
。

異
色
の
経
歴
を
持
つ
ク
リ
エ
イ
タ
ー

行
動
力
と
創
造
力
で 

企
業
と
消
費
者
の
心
を
結
ぶ

村む
ら
本も
と

ち
ひ
ろ
さ
ん
（
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
）

私の
志

6



　　　　　　　　　　私の志

Interview
い
ま
し
た
か
ら
。
情
報
メ
デ
ィ
ア
学
科
は
周
り
が
創
作
意
欲
の
盛
ん

な
人
た
ち
ば
か
り
で
、
と
て
も
刺
激
に
な
り
ま
し
た
。

—
—

卒
業
後
、
大
阪
で
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
３
年
間
さ
れ
た
後
、

東
京
へ
行
か
れ
ま
し
た
。

村
本 

当
時
の
仕
事
が
、
私
に
は
あ
ま
り
向
い
て
い
な
い
よ
う
に
感

じ
た
ん
で
す
ね
。
私
生
活
で
も
い
ろ
い
ろ
我
慢
し
て
体
裁
を
整
え
て

生
き
て
い
る
と
、
自
分
自
身
に
辻
褄
が
合
わ
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
だ
20
代
だ
し
、
一
度
自
分
の
や
り
た
い
事
だ
け
を
す
る
時
期
を
設

け
よ
う
と
思
っ
た
ん
で
す
。
東
京
に
は
出
版
社
も
多
い
し
、
情
報
発

信
の
チ
ャ
ン
ス
も
多
い
で
す
か
ら
。
と
い
っ
て
も
当
時
は
趣
味
で
描

い
て
い
た
だ
け
だ
っ
た
の
で
、
向
こ
う
見
ず
な
決
断
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
最
初
の
５
年
ほ
ど
は
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
な
が
ら
描
き
続
け
、

さ
ま
ざ
ま
な
展
示
に
参
加
す
る
な
ど
し
て
い
ま
し
た
。

—
—

何
か
転
機
が
あ
っ
た
の
で
す
か
。

村
本 

山
田
塾
で
学
べ
た
こ
と
で
す
ね
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
ど

う
す
る
家
康
」
の
劇
中
イ
ラ
ス
ト
を
全
部
描
か
れ
た
、
山
田
博
之
さ

ん
が
主
宰
し
て
お
ら
れ
る
イ
ラ
ス
ト
塾
で
す
。
自
分
の
あ
る
が
ま
ま

で
描
い
て
い
か
な
い
と
い
つ
か
は
破
綻
す
る
か
ら
、
既
に
持
っ
て
い

る
個
性
を
活
か
す
方
法
を
教
え
て
く
だ
さ
る
と
こ
ろ
に
共
感
し
ま
し

た
。
具
体
的
な
営
業
手
法
な
ど
も
教
え
て
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
、

２
０
１
９
年
頃
か
ら
よ
う
や
く
イ
ラ
ス
ト
で
独
り
立
ち
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

—
—

大
変
失
礼
な
質
問
で
す
が
、
美
術
系
の
大
学
や
専
門
学
校
で
学

ん
で
お
ら
れ
な
い
こ
と
は
不
利
に
な
ら
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

村
本 

逆
に
、
そ
れ
が
原
動
力
に
も
な
り
ま
し
た
。
人
一
倍
頑
張
ら

な
い
と
仕
事
は
来
な
い
な
と
。
だ
か
ら
デ
ザ
イ
ナ
ー
さ
ん
の
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
に
出
て
み
た
り
、
積
極
的
に
人
脈
を
築
い
た
り
し
て
、
私
を

見
つ
け
て
も
ら
う
努
力
を
重
ね
た
つ
も
り
で
す
。

個
性
を
大
切
に
し
な
が
ら

消
費
者
の
気
持
ち
に
届
く
絵
を
模
索

—
—

ご
自
身
ら
し
い
表
現
や
個
性
は
、
ど
の
よ
う
に
育
て
て
い
か
れ

た
の
で
し
ょ
う
か
。

村
本 

漫
研
時
代
は
ス
ト
ー
リ
ー
物
や
女
の
子
の
絵
を
描
い
て
い
た

の
で
す
が
、
人
物
画
が
あ

ま
り
得
意
で
は
な
か
っ
た

の
で
、
動
植
物
を
描
き
始

め
た
ら
評
価
し
て
も
ら
え

る
よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す

ね
。
一
方
で
、
一
つ
の
絵

の
中
に
物
語
性
を
込
め
た

「
一
枚
絵
」
が
い
い
な
と

思
う
よ
う
に
な
っ
て
い
き

ま
し
た
。
た
だ
、
デ
ジ
タ

ル
で
描
く
と
い
つ
ま
で
も

ア
ン
ド
ゥ
が
で
き
て
終
わ

り
が
な
い
よ
う
に
感
じ
、

雑誌・書籍などの装画。食品関係の絵は手に取りたく
なるシズル感を意識しているそう。

7



　　　　　　　　　　私の志

Interview
ア
ナ
ロ
グ
の
透
明
水
彩
に
惹
か
れ
て
い
き
ま
し
た
。
昔
は
グ
リ
ム
童

話
の
『
お
ど
る
12
人
の
お
ひ
め
さ
ま
』（
ほ
る
ぷ
出
版
）
の
よ
う
な
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
絵
本
が
す
ご
く
好
き
だ
っ
た
の
で
、
そ
う
い
う
世
界

を
表
現
し
た
い
と
い
う
願
望
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

—
—

現
在
の
お
仕
事
ぶ
り
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

村
本 

書
籍
の
装
画
と
企
業
広
告
が
半
々
ぐ
ら
い
で
す
。
書
籍
の
仕

事
は
比
較
的
時
間
を
い
た
だ
け
ま
す
が
、
広
告
の
仕
事
は
忙
し
い
で

す
ね
。
例
え
ば
商
品
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
イ
ラ
ス
ト
だ
と
、
デ
ザ
イ
ナ
ー

さ
ん
の
頭
の
中
に
完
成
図
が
あ
る
の
で
、
私
は
い
わ
ば
そ
れ
を
描
き

出
す
ツ
ー
ル
に
な
り
ま
す
。
缶
ビ
ー
ル
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
担
当
し
た

と
き
は
、
水
彩
絵
の
具
１
色
だ
け
を
使
っ
て
リ
ア
ル
な
絵
を
描
い
て

ほ
し
い
と
い
う
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
毎
日
ホ
ッ
プ
を
１
個

描
い
て
は
デ
ー
タ
化
し
て
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
見
せ
る
や
り
取
り
を
４
日

ほ
ど
続
け
、
Ｏ
Ｋ
を
い
た
だ
い
て
全
体
を
描
き
上
げ
、
バ
イ
ク
便
に

原
画
を
渡
し
て
終
わ
る
ま
で
が
１
週
間
で
し
た
。

—
—

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
も
重
要
に
な
り
ま
す
ね
。

村
本 

よ
り
良
い
制
作
を
行
う
に
は
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
や
デ
ザ
イ
ナ

ー
の
意
図
を
正
し
く
汲
み
、
私
か
ら
も
発
信
し
な
が
ら
、
円
滑
な
や

り
取
り
を
進
め
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
に
は

引
っ
込
み
思
案
な
人
も
多
い
の
で
す
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

と
い
う
点
で
は
情
報
メ
デ
ィ
ア
学
科
で
培
う
こ
と
が
で
き
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
思
い
つ
い
た
ア
イ
デ
ア
や
こ
な
れ
て
い
な
い
絵
を
提

案
し
、
意
見
を
聞
き
な
が
ら
詰
め
て
い
く
作
業
は
、
水
中
で
必
死
に

水
を
か
き
続
け
る
白
鳥
み
た
い
な
も
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
毎
回
苦

し
み
ま
す
が
、
そ
れ
で
喜
ん
で
も
ら
え
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

—
—

今
も
苦
し
む
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

村
本 

あ
ま
り
苦
し
む
と
、
自
分
が
な
ぜ
絵
を
描
き
た
か
っ
た
の
か

が
分
か
ら
な
く
な
っ
て
、
し
ん
ど
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
だ
か

ら
最
近
は
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
さ
ん
に
寄
せ
過
ぎ
な
い
よ
う
に
し
よ
う

と
は
思
っ
て
い
ま
す
。
自
分
の
テ
リ
ト
リ
ー
を
一
定
程
度
保
ち
つ
つ
、

そ
こ
か
ら
ち
ょ
っ
と
出
る
の
は
い
い
け
れ
ど
、
全
然
違
う
と
こ
ろ
を

冒
険
す
る
と
、
自
分
の
絵
が
グ
ダ
グ
ダ
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
か
ら
。

—
—

苦
し
く
て
も
描
き
続
け
る
原
動
力
は
何
で
し
ょ
う
か
。

村
本 

好
奇
心
で
す
。
好
奇
心
に
従
っ
て
物
事
を
深
く
調
べ
、
表
現

方
法
を
考
え
る
。
今
思
う
と
情
報
メ
デ
ィ
ア
学
科
は
、自
分
か
ら「
こ

れ
を
や
り
た
い
」
と
い
う
強
い
意
志
を
示
せ
ば
、
手
厚
く
サ
ポ
ー
ト

し
て
く
だ
さ
る
場
所
で
し
た
。
そ
の
環
境
で
過
ご
し
、
自
分
か
ら
行

動
を
起
こ
し
た
結
果
の
成
功
体
験
の
積
み
重
ね
が
、
今
の
私
の
背
中

を
押
し
て
く
れ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
失
敗
も
あ
る
け
れ
ど
、

続
け
て
い
け
ば
何
と
な
く
形
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
多
い
で
す
。

絵
本
で
ひ
ら
い
た
新
境
地

—
—

絵
本
も
手
が
け
ら
れ
た
そ
う
で
す
ね
。

村
本 
今
年
７
月
、東
京
書
籍
か
ら
出
版
さ
れ
た
ば
か
り
の
『TH

E 
SEA

 TU
RTLE　

ウ
ミ
ガ
メ
』
と
い
う
、
小
学
生
向
け
の
英
語
の
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　　　　　　　　　　私の志

Interview
絵
本
に
描
か
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
小
学
校
の
英
語
教
科
書

で
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
の
物
語
の
絵

を
担
当
し
た
ら
良
い
評
価
を
い

た
だ
き
、
そ
こ
か
ら
派
生
し
た

お
話
で
す
。
ま
だ
英
語
の
文
章

を
あ
ま
り
読
め
な
い
お
子
さ
ん

が
読
む
か
も
し
れ
な
い
の
で
、

絵
だ
け
で
も
楽
し
そ
う
と
思
っ

て
も
ら
え
た
ら
と
考
え
て
、
海

の
色
を
ペ
ー
ジ
ご
と
に
変
え
た

り
、
魚
を
水
族
館
で
研
究
し
た

り
し
て
描
き
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
に
、
種
子
を
も
ら
っ
て
膨
ら
ま
せ
る
の
は
好
き
で
す
ね
。
広
告
の

仕
事
だ
と
デ
ザ
イ
ナ
ー
さ
ん
が
構
図
ま
で
き
っ
ち
り
決
め
ま
す
が
、

今
回
の
絵
本
で
は
大
ま
か
な
ラ
フ
し
か
な
く
、
ほ
と
ん
ど
お
ま
か
せ

み
た
い
な
感
じ
で
し
た
。
そ
う
い
う
や
り
方
は
初
め
て
だ
っ
た
の
で
、

ど
こ
ま
で
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
が
却
っ
て
分
か
ら
ず
、
非
常
に
悩

み
ま
し
た
。
で
も
、
期
待
し
て
い
た
だ
け
る
の
は
嬉
し
い
で
す
。

—
—

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
と
し
て
の
志
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

村
本 

動
植
物
を
描
い
て
い
る
と
き
は
、
世
の
中
に
は
ま
だ
知
ら
な

い
も
の
や
き
れ
い
な
も
の
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
ん
だ
よ
、
と
い
う
よ
う

な
面
白
さ
を
伝
え
ら
れ
た
ら
い
い
で
す
ね
。
今
回
の
絵
本
な
ら
、
絵

を
き
っ
か
け
に
子
ど
も
た
ち
が
魚
に
つ
い
て
調
べ
、
習
性
を
知
っ
て

く
れ
た
ら
楽
し
い
な
と
。
志
に

な
る
か
ど
う
か
は
分
か
り
ま
せ

ん
が
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
と

い
う
の
は
、
消
費
者
と
ク
ラ
イ

ア
ン
ト
さ
ん
と
の
橋
渡
し
を
す

る
存
在
だ
と
思
い
ま
す
。
ど
れ

だ
け
立
派
な
商
品
で
も
、
良
さ

や
価
値
が
消
費
者
に
伝
わ
ら
な

い
と
買
っ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
文
章
や
写
真
、
イ

ラ
ス
ト
が
ク
ッ
シ
ョ
ン
的
な
存

在
と
し
て
あ
る
の
だ
と
思
う
と
、

責
任
重
大
な
気
も
し
ま
す
。

—
—

読
者
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

村
本 

叶
え
た
い
事
が
あ
る
の
な
ら
、
途
中
に
休
み
が
入
っ
た
と
し

て
も
、
続
け
て
い
れ
ば
必
ず
形
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
私
の
仕
事
に

つ
い
て
言
え
ば
、
私
の
生
き
方
が
作
品
に
も
表
れ
る
と
思
う
の
で
、

自
分
が
楽
し
く
生
き
な
い
と
周
り
を
楽
し
く
で
き
な
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
好
奇
心
を
大
切
に
し
て
、
楽
し
く
生
き
て
い
き

た
い
で
す
ね
。

（
２
０
２
４
年
７
月
29
日
、
東
京
に
て
）

英語教科書の表紙と原画
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　　　　　　　　　　私の志

Interview
伊い

藤と
う

彰あ
き

浩ひ
ろ

さ
ん
（
伊
藤
農
園
４
代
目
社
長
）

父
が
作
り
出
し
た
１
０
０
％
ジ
ュ
ー
ス
を
原
点
に
、
明
治
中
期
創
業
の
み
か
ん

問
屋
を
20
億
円
企
業
に
育
て
た
卒
業
生
を
紹
介
し
ま
す
。
挫
折
を
乗
り
越
え
た

成
長
の
背
景
に
は
、
「
志
」
の
大
切
さ
に
気
づ
い
た
転
換
期
が
あ
り
ま
し
た
。

有
田
み
か
ん
の
魅
力
を
世
界
へ
発
信

地
域
農
業
と
共
に
歩
み
な
が
ら 

家
業
を
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
展
開
中

父
の
信
念
を
肝
に
銘
じ

Ｕ
タ
ー
ン
し
て
会
社
再
生
へ

—
—

ご
実
家
の
伊
藤
農
園
の
沿
革
を
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

伊
藤 

１
８
９
７
年
に
み
か
ん
問
屋
と
し
て
創
業
し
、
農
家
さ
ん
か

ら
み
か
ん
を
買
っ
て
東
京
や
大
阪
の
市
場
に
売
る
、
流
通
の
役
割
を

担
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
農
協
が
誕
生
し
発
展
し
て
い
く
中
で
み

か
ん
問
屋
の
役
割
が
薄
れ
て
い
き
、
生
き
残
り
が
厳
し
く
な
っ
て
い

き
ま
し
た
。
ど
の
地
域
も
少
子
高
齢
化
の
影
響
で
元
気
を
失
っ
て
い

く
中
で
、
私
が
小
学
生
の
頃
、
父
が
み
か
ん
ジ
ュ
ー
ス
を
作
り
始
め

た
ん
で
す
。
み
か
ん
栽
培
で
は
、
ど
う
し
て
も
２
、
３
割
は
規
格
外

私の
志
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　　　　　　　　　　私の志

Interview
品
が
出
ま
す
。
当
時
で
キ
ロ
約
２
０
０
円
の
売
値
が
、
ち
ょ
っ
と
見

た
目
が
悪
い
だ
け
で
キ
ロ
２
円
ぐ
ら
い
に
な
る
。
し
か
も
買
い
取
っ

て
も
ら
い
に
農
協
に
運
ぶ
だ
け
で
、
人
件
費
や
ガ
ソ
リ
ン
代
を
考
え

れ
ば
赤
字
で
す
。
そ
れ
が
農
業
経
営
を
圧
迫
し
、
み
か
ん
の
適
正
価

値
を
無
駄
に
し
て
い
る
の
で
は
と
い
う
疑
問
か
ら
、
規
格
外
品
を
買

い
取
っ
て
始
め
た
ジ
ュ
ー
ス
作
り
で
し
た
。
規
格
外
品
に
目
を
つ
け

て
と
い
う
発
想
で
は
な
く
、
も
っ
と
高
い
値
段
で
取
り
引
き
を
し
て

付
加
価
値
が
つ
け
ら
れ
る
形
を
考
え
た
の
が
出
発
点
で
し
た
。
自
分

た
ち
が
生
き
残
る
た
め
の
事
業
転
換
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
地
域
と

共
に
成
長
し
な
け
れ
ば
自
分
た
ち
の
成
長
は
絶
対
に
な
い
と
い
う
信

念
が
、
父
に
は
ず
っ
と
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

—
—

卒
業
後
は
酒
類
専
門
商
社
に
就
職
さ
れ
ま
し
た
。

伊
藤 

食
に
関
心
が
あ
っ
た
の
と
、
父
の
ジ
ュ
ー
ス
作
り
も
関
係
し

た
と
思
い
ま
す
。
飲
食
店
に
対
す
る
総
合
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
会
社
だ

っ
た
の
で
、
営
業
の
実
践
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
と
、
ど
ん
な
お
店
が
ち
ゃ

ん
と
収
益
を
上
げ
て
お
客
さ
ん
に
認
め
ら
れ
る
の
か
を
学
び
ま
し
た
。

当
時
の
経
験
は
今
で
も
大
い
に
生
き
て
い
ま
す
。

—
—

有
田
に
戻
ら
れ
た
経
緯
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

伊
藤 

僕
は
大
学
在
学
中
も
就
職
後
も
、
百
貨
店
の
催
事
な
ど
で
ジ

ュ
ー
ス
の
販
売
を
時
々
手
伝
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
お
客
さ
ん
が

う
ち
の
商
品
を
す
ご
く
美
味
し
い
と
言
っ
て
く
だ
さ
る
。
父
の
作
る

商
品
が
認
め
ら
れ
、
必
要
と
さ
れ
て
い
る
実
感
を
得
ま
し
た
。
け
れ

ど
、
全
然
売
れ
て
い
な
い
。
ど
う
す
れ
ば
も
っ
と
売
れ
る
か
な
と
考

え
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
で
父
が
体
調
を
崩
し
て
「
帰
っ
て
こ
な

い
か
」
と
声
を
か
け
て
き
た
。
当
時
は
自
分
が
本
当
に
や
り
た
い
も

の
も
見
つ
か
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
僕
に
で
き
る
事
が
あ
り
そ
う

だ
な
と
思
い
、
２
０
０
６
年
に
帰
郷
し
ま
し
た
。

突
進
し
す
ぎ
て
離
れ
た
人
心

真
の
再
生
は
全
社
挙
げ
て
の
「
志
」
づ
く
り
か
ら

—
—

伊
藤
農
園
に
戻
ら
れ
て
か
ら
、
会
社
の
再
生
に
は
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ま
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

伊
藤 

当
時
は
パ
ー
ト
従
業
員
が
10
人
ほ
ど
で
、
売
上
は
１
億
円
程

度
。
最
初
は
食
に
非
常
に
関
心
の
高
い
層
を
メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

し
て
、
漠
然
と
売
上
10
億
円
と
い
う
目

標
を
立
て
て
突
き
進
み
ま
し
た
。
た
だ

し
安
売
り
や
、
商
品
価
値
を
損
な
う
よ

う
な
売
り
方
は
せ
ず
、
父
が
大
切
に
し

て
い
た
芯
と
な
る
部
分
は
守
り
ま
し
た
。

—
—

順
調
に
進
み
ま
し
た
か
。

伊
藤 
10
億
を
超
え
た
あ
た
り
か
ら
、

皆
が
つ
い
て
き
て
い
な
い
こ
と
を
痛
感

し
ま
し
た
。
志
が
な
け
れ
ば
誰
も
つ
い
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　　　　　　　　　　私の志

Interview
て
こ
な
い
こ
と
に
気
づ
い
た
ん
で
す
。
２
０
１
１
年
か
ら
は
新
卒
採

用
も
始
め
ま
し
た
が
、
働
き
方
よ
り
も
売
上
優
先
で
突
っ
走
っ
た
た

め
か
、
採
用
し
た
社
員
の
約
半
数
は
い
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で

会
社
の
存
在
意
義
や
自
分
た
ち
が
働
く
目
的
を
し
っ
か
り
皆
で
考
え

て
経
営
理
念
を
固
め
、
行
動
指
針
「
ク
レ
ド
」
を
設
定
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
規
模
を
拡
大
し
て
父
が
大
切
に
し
て
き
た
地
域
貢
献
を
継
続

す
る
た
め
に
も
、
経
営
理
念
に
共
感
し
、
志
を
持
っ
て
働
く
人
た
ち

の
集
ま
り
に
し
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
。
そ
の
た
め
の
取
り
組
み

に
ず
っ
と
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
毎
日
の
朝
礼
で
行
う
ク
レ
ド
ト
ー

ク
も
そ
の
一
つ
で
す
。
行
動
指
針
に
自
分
の
仕
事
を
関
連
づ
け
、
自

分
が
行
っ
て
い
る
取
り
組
み
を
１
分
ほ
ど
話
し
て
も
ら
い
、
次
の
当

番
の
人
は
そ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
や
感
想
を
述
べ
る
。
ず
っ
と
続
け

て
い
る
と
行
動
指
針
が
社
員
に
浸
透
し
、
会
社
全
体
の
思
考
と
行
動

の
ス
ピ
ー
ド
、
循
環
も
非
常
に
速
く
な
り
ま
し
た
。

—
—

そ
の
中
で
も
大
切
に
し
て
お
ら
れ
る
事
は
何
で
す
か
。

伊
藤 

美
味
し
さ
で
す
。
み
か
ん
の
す
べ
て
を
有
効
に
利
用
し
、
素

材
の
味
を
最
大
限
に
生
か
す
こ
と
で
す
。
合
理
性
や
効
率
と
い
う
発

想
で
は
な
く
、
と
に
か
く
美
味
し
さ
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
て
作
る
。
父

は
職
人
気
質
な
の
で
、
美
味
し
い
も
の
を
作
る
こ
と
が
ゴ
ー
ル
で
す
。

僕
は
、
そ
の
価
値
を
も
っ
と
い
ろ
ん
な
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
。

そ
ん
な
２
人
の
信
念
を
両
輪
で
徹
底
さ
せ
て
、
こ
こ
ま
で
成
長
で
き

ま
し
た
。
現
在
は
１
０
０
種
近
い
商
品
を
展
開
す
る
一
方
で
海
外
進

出
に
も
力
を
入
れ
、
フ
ラ
ン
ス
の
ミ
シ
ュ
ラ
ン
の
星
付
き
レ
ス
ト
ラ

ン
か
ら
評
価
を
得
た
こ
と
を
契
機
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
取
引
も
拡

大
し
て
い
ま
す
。
お
陰
様
で
２
０
2
３
年
に
は
売
上
20
億
円
を
達
成

し
、
現
在
は
地
域
か
ら
加
工
用
柑
橘
を
約
２
０
０
０
ト
ン
仕
入
れ
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

次
は
農
業
複
合
施
設
を
作
っ
て
有
田
を
活
気
づ
け
た
い

—
—

地
域
と
共
に
成
長
し
た
い
と
い
う
お
父
様
の
思
い
は
、
見
事
に

受
け
継
が
れ
て
い
る
の
で
す
ね
。

伊
藤 

地
域
農
業
の
根
幹
部
分
に
、
何
か
し
ら
力
添
え
が
で
き
た
か

な
と
思
い
ま
す
。
た
だ
規
格
外
品
の
課
題
が
改
善
さ
れ
て
も
、
そ
れ

が
農
業
の
継
続
に
は
直
結
し
ま
せ
ん
。
廃
業
を
選
択
さ
れ
た
農
家
さ

ん
も
非
常
に
多
く
、
耕
作
放
棄
地
が
年
々
増
え
て
い
ま
す
。
み
か
ん

畑
は
ち
ょ
っ
と
放
置
す
る
と
、
す
ぐ
森
み
た
い
に
な
り
、
獣
の
住
処

に
な
っ
て
他
の
畑
ま
で
荒
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
廃
業
し
て
み
か

ん
を
作
ら
な
い
と
い
う
選
択
は
で
き
て
も
、
畑
を
放
置
す
れ
ば
他
に

も
っ
と
悪
い
影
響
が
出
る
。
そ
こ
で
伊
藤
農
園
の
安
定
的
な
原
料
確

保
と
地
域
の
み
か
ん
畑
の
維
持
・
存
続
と
い
う
両
方
の
目
的
で
、
耕

作
放
棄
地
を
毎
年
積
極
的
に
買
っ
て
き
ま
し
た
。

—
—

今
後
の
展
望
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

伊
藤 

今
ま
で
は
み
か
ん
の
価
値
を
国
内
外
に
発
信
し
て
き
ま
し
た

12



　　　　　　　　　　私の志

Interview
が
、
次
は
逆
に
有
田
に
人
を
呼
び

込
み
、
み
か
ん
と
い
う
コ
ン
テ
ン

ツ
を
活
か
し
て
皆
さ
ん
に
こ
こ
で

楽
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
で
、
さ
ら

に
地
域
貢
献
が
で
き
れ
ば
と
い
う

思
い
が
あ
り
ま
す
。

—
—

具
体
的
な
計
画
は
お
あ
り
で

す
か
。

伊
藤 

夢
は
、
み
か
ん
を
テ
ー
マ

に
し
た
農
業
複
合
施
設
「
伊
藤
農
園
ビ
レ
ッ
ジ
」
の
建
設
で
す
。
畑

で
農
業
体
験
を
し
て
、
自
分
で
育
て
た
み
か
ん
を
自
社
工
場
で
ジ
ュ

ー
ス
や
マ
ー
マ
レ
ー
ド
に
加
工
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
し
た
り
、

レ
ス
ト
ラ
ン
で
み
か
ん
を
テ
ー
マ
に
し
た
ス
イ
ー
ツ
や
ラ
ン
チ
が
楽

し
め
た
り
。
こ
の
辺
は
タ
チ
ウ
オ
な
ど
、
海
産
物
も
非
常
に
美
味
し

い
ん
で
す
。
そ
う
い
う
地
元
の
食
材
を
楽
し
め
る
ホ
テ
ル
レ
ス
ト
ラ

ン
で
一
泊
し
て
、
お
土
産
も
買
っ
て
帰
っ
て
も
ら
え
る
施
設
を
作
り

た
い
で
す
ね
。
す
べ
て
伊
藤
農
園
で
す
る
の
か
、
地
域
の
人
た
ち
と

協
業
す
る
の
か
は
今
後
の
話
で
す
が
、
こ
れ
ら
の
実
現
を
通
し
て
、

も
っ
と
地
域
に
貢
献
し
て
成
長
し
て
い
き
た
い
で
す
。
そ
の
第
一
弾

と
し
て
今
年
４
月
に
レ
ス
ト
ラ
ン
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
結
局
目

指
す
と
こ
ろ
は
、
里
山
の
豊
か
さ
を
提
供
で
き
る
会
社
な
ん
で
す
。

誰
か
が
歩
い
て
足
跡
が
つ
き
、
畦
道
の
よ
う
な
も
の
が
で
き
て
い
く
。

そ
こ
に
は
人
の
温
か
み
が
乗
っ
か
っ
て
い
る
。
作
ら
れ
て
は
い
る
け

れ
ど
自
然
を
感
じ
ら
れ
る
豊
か
さ
を
提
供
し
た
い
と
い
う
思
い
の
中

で
、
ビ
レ
ッ
ジ
構
想
が
育
ち
ま
し
た
。
と
に
か
く
和
歌
山
を
、
こ
の

有
田
を
み
か
ん
で
も
っ
と
活
気
あ
ふ
れ
る
地
域
に
し
て
、
皆
で
幸
せ

に
な
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

—
—

読
者
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

伊
藤 

僕
に
と
っ
て
は
や
は
り
、
10
億
円
の
分
岐
点
が
非
常
に
大
き

か
っ
た
で
す
。
ひ
た
す
ら
数
字
と
規
模
を
追
っ
て
い
た
時
期
と
、
従

業
員
の
幸
せ
や
地
域
の
発
展
を
本
当
に
念
頭
に
置
い
て
や
っ
て
い
る

今
と
で
は
、
自
分
自
身
の
考
え
方
も
組
織
自
体
も
ガ
ラ
ッ
と
変
わ
り

ま
し
た
。
同
じ
志
を
持
つ
メ
ン
バ
ー
の
集
ま
り
に
な
っ
て
い
く
こ
と

で
組
織
は
も
ち
ろ
ん
強
く
な
り
ま
す
が
、
僕
自
身
も
そ
れ
に
よ
っ
て

一
個
の
芯
を
持
て
る
よ
う
に
な
り
、

強
さ
を
身
に
つ
け
ら
れ
た
と
思
い

ま
す
。

（
２
０
２
４
年
７
月
31
日
、
和
歌

山
県
有
田
市
に
て
）

一帯に広がる石垣階段型のみかん畑

柑橘をバラエティ豊かに楽しめる直営レストラン
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座談会座談会  STEAM 教育座談会

同
志
社
大
学	

理
工
学
部	

教
授

大
久
保	

雅
史　

同
志
社
小
学
校	

理
科	

教
諭

川
﨑	

公
美
子　

同
志
社
中
学
校
・
高
等
学
校	

教
頭	

技
術
科	

教
諭

沼
田	

和
也　

同
志
社
大
学	

文
化
情
報
学
部	

教
授

阪
田	

真
己
子　

近年STEAM教育が注目されており、文部科学省でも、STEMに加え、芸
術、文化、生活、経済、法律、政治、倫理等を含めた広い範囲でAを定義し、
各教科等での学習を実社会での問題発見・解決に生かしていくための教科等横
断的な学習を推進している。

本座談会では、異なる教育課程の教員が、それぞれの教育段階における、
STEAM教育への取り組みや考え方について意見交換を行い、互いの取り組み
を学びつつ、今後の同志社のSTEAM教育について展望を語り合った。

◆特◆集

草創期より文理双方の視点を備えていた
同志社だからこそ

ＳＴＥＡＭ教育をリードしたい
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特
集

阪
田
●
近
年
、
Ｓス

テ

ィ

ー

ム

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
テ
ー
マ
と
し
て

多
く
の
教
育
機
関
が
取
り
組
み
、
急
速
に
認
知
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

も
と
は
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
と
い
い
、
ア
メ
リ
カ
で
始
ま
っ
た
理
系
の
人
材
を

増
や
す
た
め
の
政
策
で
し
た
。
そ
こ
へ
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
や
芸
術
分

野
を
含
め
て
Ａ
を
入
れ
、
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。
本
日
は
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育
の
現
場
の
お
話
を
伺
い
な
が
ら
、

法
人
内
の
取
り
組
み
を
共
有
し
、
同
志
社
な
ら
で
は
の
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ

教
育
の
夢
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
く
機
会
と
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
同
志
社
大
学
文
化
情
報
学
部
の
学
部
長
を
し
て
い
ま
す
の
で
、

本
日
は
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
の
中
で
も
文
理
融
合
の
立
場
か
ら
お
話
し
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
で
は
、
簡
単
に
自
己
紹
介
を
お
願
い
し
ま
す
。

川
﨑
●
同
志
社
小
学
校
で
理
科
の
専
科
を
担
当
し
て
お
り
、
自
然
科

学
に
関
す
る
こ
と
全
般

に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
と
の
出
合

い
は
２
０
１
７
年
で
す
。

本
日
お
ら
れ
る
沼
田
先

生
が
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
キ
ャ

ン
プ
を
同
志
社
中
学
校

で
実
施
さ
れ
た
と
き
、

偶
然
通
り
か
か
っ
て
興

味
を
持
ち
ま
し
た
。
そ

れ
以
降
、
沼
田
先
生
の
お
手
伝
い
を
し
な
が
ら
、
小
学
校
で
も
で
き

る
だ
け
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
の
要
素
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
な
お
私
は
６

年
生
の
理
科
の
教
科
書
（
啓
林
館
）
で
も
、
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育
に
つ

い
て
執
筆
し
て
い
ま
す
。

大
久
保
●
同
志
社
大
学
理
工
学
部
情
報
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
学
科
に

所
属
し
て
い
ま
す
。
全
学
の
学
部
生
対
象
の
正
課
科
目
で
あ
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
科
目
の
検
討
部
会
に
関
わ
り
、
日
本
伝
統
織
物
研
究
所
の

龍
村
周
氏
と
共
に
京
都
の
伝
統
織
物
を
支
援
す
る
科
目
を
十
数
年
間

担
当
し
て
い
ま
す
。
法
人
同
志
社
で
は
、
現
在
同
志
社
一
貫
教
育
探

求
セ
ン
タ
ー
の
所
長
で
す
。
ま
た
京
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
で
２
０
０
３

年
秋
か
ら
続
け
て
い
る
同
志
社
ロ
ー
ム
記
念
館
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
も

関
わ
り
、
現
在
、
同
志
社
創
立
１
５
０
周
年
事
業
で
、
同
志
社
の
キ

ャ
ン
パ
ス
を
バ
ー
チ
ャ
ル
空
間
に
再
現
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「D デ
ィ- -v

バ
ー
ス

erse

」
を
学
生
と
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

沼
田
●
同
志
社
中
学
校
で
技
術
を
教
え
て
い
ま
す
。
技
術
科
と
い
え

ば
、も
の
づ
く
り
で
す
よ
ね
。
私
の
大
き
な
取
り
組
み
の
一
つ
は「
ア

ジ
ア
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
キ
ャ
ン
プ
」
で
す
。
日
本
の
も
の
づ
く
り
が
販
路

を
求
め
て
ア
ジ
ア
に
広
が
っ
た
こ
と
に
な
ら
い
、
同
志
社
中
学
と
ア

ジ
ア
諸
国
の
子
ど
も
た
ち
が
交
流
し
て
国
際
感
覚
を
養
い
な
が
ら
、

科
学
技
術
を
学
ぶ
授
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
二
つ
目
は
「
学
び
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
、
年
間
４
０
０
近
く
企
画
を
作
っ
て
い
ま
す
。
子

ど
も
の
学
び
は
学
校
の
授
業
の
中
だ
け
で
閉
じ
ず
、
一
般
社
会
や
地

阪田 真己子 氏
同志社大学 文化情報学部 教授
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域
社
会
に
コ
ミ
ッ
ト
す
る
も
の
で
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
思
い
か

ら
、
地
域
の
方
に
も
ご
協
力
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

阪
田
●
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
国
禁
を
犯
し
て
ア
メ
リ
カ
に
行

っ
た
新
島
先
生
は
、
日
本
人
と
し
て
最
初
に
大
学
を
卒
業
し
た
人
に

な
り
ま
し
た
。
与
え
ら
れ
た
学
位
は
理
学
士
（Bachelor of 

Science

）、
つ
ま
り
自
然
科
学
で
す
。
新
島
先
生
は
、
ア
メ
リ
カ

で
学
ん
だ
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
と
科
学
、
そ
し
て
キ
リ
ス
ト
教
を
調
和

さ
せ
て
日
本
に
導
入
す
る
こ
と
を
決
意
し
、
１
８
７
５
年
に
人
文
科

学
、
自
然
科
学
、
キ
リ
ス
ト
教
に
関
わ
る
科
目
を
組
み
合
わ
せ
た
総

合
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
設
計
し
て
同
志
社
英
学
校
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
ま
す
。
い
わ
ば
、
新
島
先
生
自
身
が
、
今
で
い
う
文
理
融
合
、
ま

さ
に
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育
の
パ
イ
オ
ニ
ア
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
ま
た

彼
が
ハ
リ
ス
理
化
学
館
を
作
っ
た
の
は
１
８
９
０
年
で
す
が
、
日
本

で
科
学
教
育
・
研
究
の
機
関
名
あ
る
い
は
建
造
物
の
名
称
に
理
化
学

と
い
う
言
葉
を
使
っ
た
の
も
、
こ
の
ハ
リ
ス
理
化
学
館
が
最
初
だ
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
草
創
期
の
経
緯
を
踏
ま
え
れ
ば
、

同
志
社
と
い
う
総
合
学
園
が
日
本
の
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育
の
一
つ
の
拠

点
と
し
て
、
こ
の
教
育
を
先
導
す
る
立
場
に
あ
る
と
言
っ
て
も
過
言

で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
は
改
め
て
、
先
生
方
の
実
践
例
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

学
部
・
学
科
の
枠
を
越
え
た

実
践
型
・
参
加
型
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
科
目

大
久
保
●
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
科
目
を
正
課
科
目
と
し
て
始
め
た
の
は
２

０
０
６
年
で
し
た
。PBL

（Project Based Learning

）
は
世

界
的
に
見
る
と
、
ア
メ
リ
カ
の
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
が
最
初
に
取

り
組
ん
だ
も
の
で
、
学
部
科
目
で
は
な
く
、
機
械
工
学
の
大
学
院
で

開
講
さ
れ
た
科
目
で
し
た
。
機
械
工
学
の
学
生
と
経
済
学
部
な
ど
他

学
部
の
学
生
が
集
ま
り
、
一
つ
の
テ
ー
マ
に
対
し
て
回
答
を
見
つ
け

て
い
く
も
の
で
す
。
例
え
ば
空
き
缶
を
潰
す
機
械
を
作
る
。
機
械
工

学
の
学
生
だ
け
だ
と
金
に
糸
目
を
つ
け
ず
に
面
白
い
も
の
を
作
ろ
う

と
し
ま
す
が
、
そ
こ
に
経
済
の
思
考
が
入
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
コ
ス

ト
と
い
う
別
の
視
点
が
加
わ
り
ま
す
。
こ
れ
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
科
目

の
一
番
良
い
点
で
す
。
ま
た
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
科
目
と
は
別
で
、
同

志
社
ロ
ー
ム
記
念
館
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
同
志
社
大
学
と
同
志
社
女

子
大
学
や
法
人
内
中
高
の
学
生
や
生
徒
た
ち
が
、
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
て
、

広
く
社
会
に
文
化
の
創
造
・
発
信
を
行
う
活
動
で
す
。
こ
れ
は
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
科
目
よ
り
早
く
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
学
部
・
学
科
を
問
い
ま
せ
ん
。
多
様
な
立
場
、
背
景
を

持
つ
学
生
が
集
ま
り
一
つ
の
目
標
に
た
ど
り
着
く
プ
ロ
セ
ス
を
経
験

す
る
こ
と
は
、
社
会
か
ら
求
め
ら
れ
て
い
る
人
間
力
を
養
う
こ
と
に
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な
る
と
思
い
ま
す
。
自

分
達
の
活
動
を
他
者
に

ど
う
説
明
し
た
ら
伝
わ

る
の
か
、
自
分
が
そ
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
で

求
め
ら
れ
て
い
る
ス
キ

ル
は
何
な
の
か
。
自
分

に
与
え
ら
れ
た
役
割
、

立
ち
位
置
を
明
確
に
し

て
、
そ
こ
か
ら
発
言
し
、

他
者
に
伝
え
る
た
め
の
ス
キ
ル
や
素
養
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
科
目
や
同
志
社
ロ
ー
ム
記
念
館
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
意
義

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

同
志
社
中
学
で
は
ア
ジ
ア
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
キ
ャ
ン
プ
や

宇
宙
探
求
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
多
方
面
で
実
施
中

阪
田
●
人
類
学
者
ジ
ョ
セ
フ
・
ヘ
ン
リ
ッ
ク
が
言
う
に
は
、
人
類
が

他
の
動
物
よ
り
も
、
も
し
優
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
一
つ
あ
る
と
す
れ

ば
、
そ
れ
は
文
化
を
持
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
と
。
文
化
と
は
互
い

に
学
び
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
何
世
代
に
も
わ
た
っ
て
積
み
重
ね
ら

れ
て
き
た
人
類
の
叡
智
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
ま
す
。
大
久
保
先
生

が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、
ま
さ
に
多
様
な
価
値
観
を
持
つ
人
同
士

が
出
会
い
、
話
し
合
い
を
し
て
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
る
か
ら

こ
そ
、
人
類
の
叡
智
と
し
て
の
文
化
が
生
ま
れ
て
い
き
ま
す
。
Ｓ
Ｔ

Ｅ
Ａ
Ｍ
と
い
う
言
葉
が
で
き
る
ず
っ
と
前
か
ら
同
志
社
は
、実
践
型・

参
加
型
を
重
視
し
た
Ｐ
Ｂ
Ｌ
（Project Based Learning

）
や

探
究
型
の
学
習
を
行
う
な
ど
、
総
合
知
の
育
成
と
言
っ
て
も
い
い
理

念
が
前
提
に
あ
っ
た
の
か
な
と
思
い
ま
す
。
次
は
沼
田
先
生
、
ま
ず

ア
ジ
ア
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
キ
ャ
ン
プ
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

沼
田
●
教
育
方
法
に
つ
い
て
海
外
の
実
践
例
に
関
心
を
持
っ
て
き
た

中
で
、
10
年
ほ
ど
前
、
教
育
学
者
の
韓
国
視
察
旅
行
に
同
行
し
ま
し

た
。
そ
こ
で
現
地
の
先
生
方
と
の
交
流
が
始
ま
り
、
授
業
の
交
換
を

始
め
た
の
が
ス
タ
ー
ト
で
す
。
そ
こ
か
ら
刺
激
を
い
た
だ
き
、
さ
ら

に
台
湾
や
イ
ン
ド
と
も
授
業
交
流
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今

ま
で
例
え
ば
ロ
ボ
ッ
ト
製
作
、
理
想
の
ア
ジ
ア
ン
ハ
ウ
ス
の
模
型
作

り
、
巨
大
飛
行
機
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。
問
題
は

資
金
面
で
し
た
が
、
大
阪
府
の
ア
ー
テ
ッ
ク
と
い
う
教
材
会
社
に
ご

賛
同
い
た
だ
き
、
ス
タ
ッ
フ
の
派
遣
や
教
材
提
供
な
ど
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
次
世
代
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
と
い
う
思
い

で
一
緒
に
動
い
て
い
ま
す
。

阪
田
●
学
び
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
ど
ん
な
事
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ

ま
す
か
。

沼
田
●
今
取
り
組
ん
で
い
る
の
は
宇
宙
探
求
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

大久保 雅史 氏
同志社大学 理工学部 教授
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同
志
社
の
４
つ
の
中
高
で
宇
宙
に
興
味
を
持
つ
先
生
た
ち
と
協
力
し

て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
合
同
授
業
や
ソ
ニ
ー
と
の
合
同
授
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。
今
年
１
月
、
生
命
医
科
学
部
の
渡
辺
公
貴
教
授
た
ち
が
開
発

さ
れ
た
小
型
ロ
ボ
ッ
ト
が
、
月
面
探
査
に
成
功
し
ま
し
た
ね
。
あ
の

ロ
ボ
ッ
ト
に
は
、
ソ
ニ
ー
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
の

作
っ
たS

ス
プ
レ
ッ
セ
ン
ス

PRESEN
SE

TM

と
い
う
基
板
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
と
、
ソ
ニ
ー
が
作
っ
た
子
ど
も
向
け
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
学
習
キ

ッ
ト
（KO

O
V

Ⓡ

）
を
使
い
、
技
術
の
授
業
で
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

を
や
っ
て
い
ま
す
。
最
近
の
教
育
玩
具
や
教
材
は
、
線
を
繋
ぐ
だ
け

で
動
く
よ
う
な
物
が
多
い
で
す
ね
。
で
もSPRESEN

SE

を
使
っ

て
部
品
１
個
を
光
ら
せ
る
だ
け
で
、
大
変
な
手
順
を
必
要
と
し
ま
す
。

こ
れ
が
逆
に
本
物
感
が
あ
り
、
生
徒
た
ち
は
手
ご
た
え
を
感
じ
て
い

ま
す
。
私
が
１
９
９
６
年
、
ア
メ
リ
カ
の
国
際
技
術
・
工
学
教
育
者

協
会
（ITEEA

）
に
行
っ
た
と
き
、
あ
の
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
が
ブ
ー
ス
を

作
り
、
子
ど
も
た
ち
に
宇
宙
を
学
ば
せ
る
教
育
サ
ー
ビ
ス
を
ア
ピ
ー

ル
し
て
い
ま
し
た
。
日
本
で
も
、
も
っ
と
宇
宙
に
つ
い
て
子
ど
も
た

ち
に
興
味
を
持
っ
て
ほ
し
い
。
半
導
体
の
研
究
で
も
い
い
し
、
新
し

い
宇
宙
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
と
い
う
視
点
で
も
い
い
。
ど
ん
な
角
度
か

ら
で
も
い
い
の
で
、
宇
宙
に
繋
が
る
事
に
子
ど
も
た
ち
の
目
を
向
け

た
い
。
同
志
社
ロ
ー
ム
記
念
館
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
も
、
こ
う
い
う
事

を
研
究
し
て
い
る
学
生
が
中
高
生
を
教
え
る
と
、
た
ぶ
ん
自
己
肯
定

感
が
上
が
る
と
思
い
ま
す
。

※ SPRESEN
SE

は
、
ソ
ニ
ー
グ
ル
ー
プ
（
株
）
ま
た
は
そ
の
関

連
会
社
の
登
録
商
標
ま
た
は
商
標
で
す
。

大
久
保
●
数
年
前
、
同
志
社
国
際
学
院
初
等
部
に
非
常
に
理
系
に
特

化
し
た
６
年
生
の
生
徒
が
い
て
、
大
学
で
何
か
で
き
な
い
か
と
一
貫

教
育
探
求
セ
ン
タ
ー
に
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
ロ
ー
ム
記
念

館
で
行
っ
て
い
た
、
模
擬
人
工
衛
星
を
製
作
す
るD

デ

ル

ク

ERC
 C

カ
ン
サ
ッ
ト

anSat

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
協
力
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の
生
徒
は
国
際
中

学
に
進
み
、
今
も
同
志
社
ロ
ー
ム
記
念
館
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
っ

て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
繋
が
り
が
も
っ
と
増
え
る
と
い
い
で
す
ね
。

小
学
校
で
は
身
体
的
感
覚
を
通
し
た
体
験
を
重
視
し
て

自
然
科
学
へ
の
扉
を
開
け
さ
せ
た
い

阪
田
●
川
﨑
先
生
、
小
学
校
で
は
い
か
が
で
す
か
。

川
﨑
●
小
学
校
で
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育
の
素
養
の
土
台
を
ど
の
よ
う
に

築
こ
う
か
と
考
え
た
と
き
、
そ
も
そ
も
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
の
Ａ
と
は
何
だ

ろ
う
と
考
え
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
理
数
系
教
育
の
基
礎
は
重
要
で
す

が
、
授
業
の
中
で
友
だ
ち
と
一
緒
に
五
感
を
味
わ
う
こ
と
が
、
何
よ

り
も
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
の
Ａ
に
繋
が
る
の
で
は
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
の

子
ど
も
た
ち
は
、
指
一
本
触
れ
る
だ
け
で
何
で
も
展
開
さ
れ
る
世
界

で
生
き
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
あ
え
て
理
科
の
授
業
で
は
、
ひ
も
を
結

ぶ
、
コ
イ
ル
を
巻
く
、
回
路
を
手
作
業
で
つ
な
い
で
豆
電
球
が
光
る
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か
ど
う
か
確
か
め
る
な
ど
、
手
を
動
か
す
活
動
を
積
極
的
に
取
り
入

れ
て
い
ま
す
。
い
ろ
ん
な
匂
い
を
嗅
い
で
み
る
こ
と
も
す
ご
く
大
事

で
す
し
、
自
分
の
体
験
に
基
づ
く
言
葉
を
使
っ
て
対
話
す
る
場
を
、

小
学
校
で
は
大
事
に
し
た
い
で
す
。

阪
田
●
実
践
例
を
い
く
つ
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。

川
﨑
●
最
近
の
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
の
実
践
例
と
し
て
は
、
５
年
生
を
対
象

に
「
Ｆ
１
カ
ー
大
研
究
」
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
理
工
学
部
の
大
窪

教
授
と
小
武
内
教
授
、
そ
し
て
機
械
研
究
会
の
学
生
の
方
に
来
て
い

た
だ
き
、
自
動
車
の
デ
ザ
イ
ン
と
走
行
性
の
関
係
や
、
も
の
づ
く
り

の
面
白
さ
を
学
ぶ
授
業
で
す
。
同
じ
く
５
年
生
は
「
岩
倉
川
生
き
物

多
様
性
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
岩
倉
川
で
の

生
き
物
調
査
の
結
果
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
、
地
域
や
世
界
へ
発
信
し

よ
う
と
い
う
試
み
で
す
。
ま
た
、
６
年
生
で
は
同
志
社
大
学
京
田
辺

キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪
れ
、
理
工
学
部
の
研
究
室
見
学
や
ロ
ケ
ッ
ト
製
作

と
打
ち
上
げ
実
験
に
挑
戦
す
る
サ
イ
エ
ン
ス
キ
ャ
ン
プ
を
実
施
し
て

い
る
ほ
か
、
金
沢
の
カ
エ
ル
デ
ザ
イ
ン
合
同
会
社
と
連
携
し
、
ご
み

か
ら
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
つ
く
る
技
術
を
体
験
し
な
が
ら
海
洋
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
に
つ
い
て
考
え
る
授
業
や
、
つ
く
る
ま
な
ぶ
京
都
町
家
科
学

館
と
連
携
し
て
、
岩
倉
川
の
流
水
を
利
用
し
た
水
力
発
電
装
置
を
作

っ
て
実
験
し
、
動
画
を
作
成
す
る
授
業
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
川

に
行
く
意
味
は
も
う
一
つ
あ
り
ま
す
。
川
底
に
は
い
ろ
ん
な
石
が
あ

り
、
流
れ
も
不
規
則
で
す
ね
。
最
初
は
自
分
で
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な

が
ら
一
歩
ず
つ
進
み
、
徐
々
に
コ
ツ
を
つ
か
ん
で
き
た
ら
、
子
ど
も

た
ち
は
流
れ
に
体
を
任
せ
る
感
覚
や
心
地
よ
さ
な
ど
、
人
間
本
来
の

様
々
な
感
覚
を
瞬
時
に
取
り
戻
し
ま
す
。
そ
う
し
て
や
っ
と
捕
え
た

生
き
物
に
は
、
興
味
や
愛
着
が
一
層
湧
き
お
こ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う

に
身
体
的
な
感
覚
を
呼
び
覚
ま
し
て
自
然
科
学
の
扉
を
開
け
る
の
が
、

小
学
校
の
任
務
か
と
思
い
ま
す
。

阪
田
●
大
学
、
企
業
、
科
学
館
な
ど
と
の
連
携
も
し
て
お
ら
れ
る
の

で
す
ね
。
お
隣
に
あ
る
中
学
校
と
は
い
か
が
で
す
か
。

川
﨑
●
中
学
の
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
キ
ャ
ン
プ
に
も
児
童
が
参
加
し
ま
す
。

さ
ら
に
今
後
は
、
多
様
な
学
部
の
先
生
方
に
教
え
に
き
て
い
た
だ
け

た
ら
、
大
学
の
知
識
や
智
恵
、
い
ろ
ん
な
最
先
端
の
学
術
を
、
小
学

生
が
自
分
の
事
と
し
て
取
り
込
ん
で
い
け
る
か
な
と
思
い
ま
す
。
以

上
か
ら
、
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ

教
育
の
小
学
校
で
の
意

義
と
は
、
小
学
生
自
身

が
未
来
像
を
狭
め
ず
、

何
者
に
で
も
な
れ
て
、

自
分
で
新
し
い
学
問
を

作
る
ぐ
ら
い
の
自
由
さ

や
可
能
性
を
い
っ
ぱ
い

感
じ
て
も
ら
う
と
こ
ろ

に
あ
る
と
考
え
て
い
ま

川﨑 公美子 氏
同志社小学校 理科 教諭
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す
。

大
久
保
●
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育
が
な
ぜ
必
要
か
と
い
う
と
、
今
後
Ａ
Ｉ

が
教
育
の
分
野
に
深
く
関
わ
っ
て
い
く
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
そ
の
中
で
、
将
来
Ａ
Ｉ
が
関
わ
れ
な
い
こ
と
は
何
か

と
考
え
た
と
き
、
例
え
ば
身
体
を
通
し
た
体
験
・
経
験
、
感
情
を
引

き
起
こ
す
こ
と
で
あ
る
と
か
、
倫
理
・
良
心
の
体
現
、
創
造
、
他
人

や
グ
ル
ー
プ
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
身
に
つ
け
る
こ
と
な
ど

が
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
。
今
、
川
﨑
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
て
く
だ
さ

っ
た
教
育
は
ま
さ
に
こ
れ
か
ら
最
も
重
要
に
す
べ
き
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。

阪
田
●
私
が
文
化
情
報
学
部
の
学
部
理
念
と
し
て
大
事
に
し
て
い
る

言
葉
に
「
冷
暖
自
知
」
が
あ
り
ま
す
。
水
が
熱
い
の
か
冷
た
い
の
か

は
、
自
ら
手
を
入
れ
な
い
と
分
か
り
ま
せ
ん
。
自
ら
の
五
感
を
駆
使

し
て
試
行
錯
誤
を
重
ね
、
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
り
、
思
い
描
い
て

い
た
結
果
と
違
う
結
果
が
出
た
と
き
こ
そ
、
そ
の
中
に
宝
が
潜
ん
で

い
る
こ
と
に
気
づ
く
こ
と
が
、
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育
の
醍
醐
味
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
先
生
方
は
、
義
務
教
育
の
中
で
様
々
な
チ
ャ
レ

ン
ジ
を
さ
れ
て
い
る
と
思
う
の
で
す
が
、
学
習
指
導
要
領
と
は
ど
の

よ
う
に
バ
ラ
ン
ス
を
取
っ
て
お
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

川
﨑
●
学
習
指
導
要
領
に
則
り
、
そ
の
延
長
線
上
で
実
践
し
て
い
ま

す
。
小
学
校
で
は
一
般
的
に
、
担
任
が
全
教
科
を
教
え
ま
す
の
で
、

教
科
書
は
教
科
横
断
型
を
意
識
し
て
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。
で
す
か

ら
小
学
校
の
学
習
指
導
要
領
と
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
は
、
実
は
相
性
が
良
い

の
で
す
。
例
え
ば
３
年
生
の
音
楽
の
授
業
は
「
春
の
小
川
」
で
始
ま

り
ま
す
が
、
国
語
の
教
科
書
に
も
「
春
」
の
読
み
物
が
載
り
、
理
科

で
は
「
春
の
生
き
物
」
の
観
察
を
行
い
ま
す
。
音
楽
の
授
業
で
「
春

を
感
じ
る
」
活
動
と
し
て
、
岩
倉
川
へ
散
策
に
出
か
け
て
い
ま
す
が
、

時
間
が
あ
れ
ば
理
科
の
教
員
も
同
行
し
ま
す
。
そ
こ
で
見
つ
け
た
生

き
物
を
虫
か
ご
に
入
れ
、
音
楽
と
理
科
と
い
う
複
数
の
視
点
か
ら
、

同
じ
児
童
に
同
じ
場
所
で
教
え
る
の
が
非
常
に
効
果
的
だ
と
思
い
ま

す
。
夏
休
み
の
理
科
の
自
由
研
究
も
非
常
に
大
事
に
し
て
い
ま
す
。

「
理
想
の
家
」
の
自
由
研
究
を

海
外
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
の
種
子
に
ま
で

発
展
さ
せ
た
例
も

沼
田
●
学
習
指
導
要
領
の
話
題
が
出
ま
し
た
が
、
実
は
私
た
ち
が
い

ま
行
っ
て
い
る
教
育
に
、
文
科
省
の
方
が
近
づ
い
て
き
て
い
る
の
だ

と
思
い
ま
す
。
文
科
省
と
各
都
道
府
県
教
育
委
員
会
の
代
表
者
と
の

会
議
に
私
学
代
表
と
し
て
参
加
し
た
際
、
ま
さ
に
僕
た
ち
が
考
え
て

い
る
内
容
に
近
い
事
を
話
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

阪
田
●
私
学
な
ら
で
は
、
あ
る
い
は
同
志
社
な
ら
で
は
の
発
想
が
社

会
的
に
も
認
知
さ
れ
、
浸
透
し
つ
つ
あ
る
と
思
っ
て
い
い
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
ね
。
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沼
田
●
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育
の
進
め
方
と
し
て
は
３
つ
あ
る
と
思
い
ま

す
。
川
﨑
先
生
が
話
さ
れ
た
よ
う
に
各
教
科
間
を
少
し
調
整
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
全
体
が
機
能
す
る
や
り
方
以
外
に
、
教
科
の
中
身
を
さ

ら
に
深
く
掘
り
下
げ
る
や
り
方
も
あ
り
ま
す
。
や
れ
ば
や
る
ほ
ど
内

側
が
太
り
、
内
容
が
形
式
を
壊
し
て
大
き
く
な
っ
て
い
く
。
あ
る
い

は
逆
に
無
理
や
り
大
き
い
殻
を
与
え
て
、
そ
こ
ま
で
成
長
を
促
す
や

り
方
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
紹
介
し
た
い
の
が
２
つ
目
の
や
り
方
を

用
い
た
「
ブ
リ
ッ
ジ
・
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
す
。
限
ら
れ
た
条
件
の
中

で
知
恵
と
工
夫
を
総
動
員
し
て
強
い
橋
の
模
型
を
作
り
、
自
分
た
ち

で
破
壊
試
験
を
行
い
、
強
度
を
評
価
し
合
う
コ
ン
テ
ス
ト
で
す
。
さ

ら
に
自
分
に
引
き
付
け
る
た
め
、
本
物
の
骨
材
や
レ
ン
ガ
を
使
っ
て
、

小
さ
い
で
す
が
人
が
乗
れ
る
橋
ま
で
作
り
ま
す
。
次
に
モ
ル
タ
ル
の

試
験
ピ
ー
ス
を
作
っ
て
、
ま
た
破
壊
試
験
を
行
い
ま
す
。
１
本
は
鉄

骨
代
わ
り
の
針
金
を
入
れ
、
１
本
は
針
金
な
し
、
も
う
１
本
は
針
金

な
し
で
塩
を
入
れ
て
み
る
。
や
る
前
か
ら
結
果
は
分
か
っ
て
い
ま
す

が
、
塩
を
入
れ
た
物
は
意
外
と
見
た
目
に
差
が
出
に
く
い
。
こ
こ
に

手
抜
き
工
事
の
生
ま
れ
る
余
地
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
経

験
を
し
て
お
く
と
、
そ
の
よ
う
な
ニ
ュ
ー
ス
に
対
し
て
疑
問
、
関
心

を
抱
け
る
よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
吊
り
橋
模
型
も

作
り
ま
し
た
。
明
石
海
峡
大
橋
に
連
れ
て
い
っ
て
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
方

た
ち
か
ら
話
を
聞
い
た
り
、
国
交
省
か
ら
専
門
家
に
来
て
い
た
だ
い

て
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
建
設
や
維
持
に
か
か
る
コ
ス
ト
面
の
苦
労
、
そ

れ
を
克
服
す
る
た
め
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
な
ど
も
話
し
て
い
た
だ
い
た

り
し
ま
し
た
。

大
久
保
●
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
が
大
き
い
で
す
ね
。
す
ご
い
。
単
に
技

術
の
学
習
や
発
展
だ
け
で
な
く
、
そ
の
先
に
経
済
、
文
化
、
社
会
が

見
え
る
の
が
い
い
。

川
﨑
●
沼
田
先
生
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
今
の
子
ど
も
た
ち
が
成
長

し
た
と
き
の
社
会
を
、
ア
ジ
ア
全
体
、
地
球
全
体
か
ら
考
え
て
お
ら

れ
る
の
を
強
く
感
じ
ま
す
。
50
年
後
の
ア
ジ
ア
や
地
球
で
多
様
な
国

か
ら
多
様
な
人
が
集
ま
っ
た
と
き
、
同
志
社
大
学
を
出
た
人
た
ち
が

上
手
に
束
ね
ら
れ
る
側
に
な
れ
る
と
い
い
で
す
ね
。

沼
田
●
同
志
社
小
学
校
で
は
「
道
草
教
育
」
を
し
て
お
ら
れ
ま
す
ね
。

中
学
校
の
自
由
研
究
で
も
似
た
事
を
し
て
い
る
ん
で
す
。

川
﨑
●
道
草
教
育
は
、
子
ど
も
が
自
ら
発
見
し
た
い
ろ
い
ろ
な
不
思

議
や
課
題
に
教
師
が
伴
走
し
な
が
ら
、
一
人
ひ
と
り
の
学
び
を
育
て

る
も
の
で
す
。

沼
田
●
そ
れ
に
つ
い
て
、
同
志
社
小
学
校
の
卒
業
生
で
も
あ
る
佐
伯

育
子
さ
ん
と
い
う
生
徒
の
事
例
を
紹
介
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
佐
伯
さ

ん
は
中
１
の
と
き
に
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
で
学
校
が
休
み
に
な
っ
た
た

め
、
こ
ん
な
に
ず
っ
と
家
に
い
な
い
と
い
け
な
い
の
な
ら
と
、「
居

住
空
間
に
お
け
る
人
々
の
幸
せ
に
つ
い
て
」
と
い
う
自
由
研
究
を
書

き
、
理
想
の
家
の
模
型
を
作
り
ま
し
た
。
そ
の
と
き
、
オ
ン
ラ
イ
ン

の
学
び
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
建
築
家
の
「
旅
と
建
築
」
と
い
う
話
に
興
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味
を
持
ち
、
自
身
も
建
築
家
が
作
る
よ
う
な
模
型
を
作
り
た
い
と
思

っ
て
、
中
２
に
な
る
と
白
川
郷
へ
行
き
ま
す
。
世
界
遺
産
で
す
か
ら

維
持
が
大
変
な
の
か
と
思
っ
て
地
元
の
方
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
と
、

そ
れ
よ
り
も
内
部
構
造
の
す
ご
さ
な
ど
を
誇
ら
し
げ
に
語
っ
て
く
だ

さ
っ
た
。
そ
こ
で
彼
女
は
、
合
掌
造
り
の
内
側
構
造
が
分
か
る
模
型

を
作
り
ま
し
た
。そ
う
し
て
提
出
し
た
自
由
研
究
の
タ
イ
ト
ル
は「
旅

で
出
会
い
た
い
建
築
」
で
し
た
。
さ
ら
に
中
３
に
な
る
と
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
バ
ラ
ラ
ッ
ト
と
い
う
街
へ
行
き
ま
す
。
そ
こ
で
見
か
け

た
レ
ス
ト
ラ
ン
に
特
別
な
も
の
を
感
じ
て
調
べ
る
と
、
バ
ラ
ラ
ッ
ト

が
ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ
に
湧
い
た
時
代
の
駅
舎
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

で
も
地
元
の
方
た
ち
は
歴
史
的
価
値
を
知
ら
な
い
。
彼
女
は
帰
国
後

こ
の
模
型
を
作
り
、
語
学
留
学
で
バ
ラ
ラ
ッ
ト
に
行
っ
た
際
、
そ
の

レ
ス
ト
ラ
ン
の
オ
ー
ナ
ー
に
会
っ
て
プ
レ
ゼ
ン
を
行
い
、
新
聞
社
の

取
材
ま
で
受
け
ま
し
た
。
地
域
に
住
む
人
々
が
こ
の
建
築
物
の
歴
史

的
価
値
を
知
り
、
そ
の
存
在
に
誇
り
を
持
っ
て
暮
ら
す
こ
と
が
人
々

の
幸
せ
に
繋
が
る
と
考
え
た
か
ら
で
す
。
い
わ
ば
郷
土
愛
を
育
て
る

た
め
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
の
一
つ
で
す
。
佐
伯
さ
ん
は
今

年
で
高
２
に
な
り
、
今
は
「
宗
教
と
建
築
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
教
会

建
築
を
研
究
し
て
い
ま
す
。

小
中
高
大
の
連
携
を
さ
ら
に
活
発
化
さ
せ
て

子
ど
も
た
ち
の
中
に
科
学
へ
の
情
熱
を
育
て
よ
う

阪
田
●
ま
さ
に
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育
の
象
徴
と
も
言
っ
て
い
い
エ
ピ
ソ

ー
ド
で
、
素
晴
ら
し
い
で
す
ね
。
川
﨑
先
生
、
小
学
校
の
道
草
教
育

に
つ
い
て
も
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
と
の
関
わ
り
を
伺
え
ま
す
か
。

川
﨑
●
先
ほ
ど
申
し
上
げ
た
以
外
に
、
も
う
一
つ
の
側
面
が
あ
り
ま

す
。
子
ど
も
同
士
が
徹
底
的
に
学
び
合
い
を
す
る
点
で
す
。
交
流
し

な
が
ら
対
話
を
し
、
未
熟
さ
を
互
い
に
絡
め
合
い
な
が
ら
、
共
に
道

草
を
す
る
の
で
す
。
そ
し
て
私
は
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
も
道
草
も
同
じ
教
育

法
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
ど
ち
ら
の
教
育
に
お
い
て
も
、
子
ど
も
の

発
想
を
否
定
せ
ず
共
に

面
白
が
っ
て
学
ぶ
教
師

の
存
在
が
大
事
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。
そ
う
す

る
こ
と
で
子
ど
も
自
身

の
気
づ
き
を
ど
ん
ど
ん

広
げ
た
り
深
め
た
り
し

て
い
く
こ
と
が
道
草
教

育
で
も
あ
り
、
Ｓ
Ｔ
Ｅ

Ａ
Ｍ
教
育
と
親
和
性
の

沼田 和也 氏
同志社中学校・高等学校 教頭 技術科 教諭
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集

高
い
点
で
す
。
た
だ
最
近
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
や
ゲ
ー
ム
、
生
成
Ａ
Ｉ

の
弊
害
が
、
こ
の
道
草
に
も
及
ん
で
い
ま
す
。
本
来
は
自
分
に
し
か

分
か
ら
な
い
不
思
議
を
追
求
し
て
ほ
し
い
の
で
す
が
、
外
か
ら
た
く

さ
ん
の
面
白
い
事
が
や
っ
て
く
る
。
道
草
で
何
を
し
よ
う
か
と
い
う

こ
と
さ
え
検
索
し
て
し
ま
う
。
そ
れ
を
な
ん
と
か
防
ぎ
た
い
で
す
。

阪
田
●
現
在
、
ど
こ
の
学
校
で
も
抱
え
て
い
る
問
題
で
す
ね
。
こ
れ

は
法
人
全
体
で
取
り
組
め
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
最
後
は
皆
さ
ん
に
、

同
志
社
の
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育
に
つ
い
て
夢
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

ょ
う
。

大
久
保
●
一
貫
教
育
探
求
セ
ン
タ
ー
の
所
長
と
し
て
は
、
い
わ
ゆ
る

受
験
対
応
で
は
な
い
、
法
人
同
志
社
の
共
通
理
念
に
基
づ
い
た
教
育

が
、
同
志
社
の
一
貫
教
育
の
一
つ
の
強
み
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
法

人
内
の
生
徒
を
対
象
と
し
、
科
学
技
術
へ
の
理
解
や
論
理
的
思
考
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
養
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
れ
ば
、
一
貫

教
育
の
一
つ
の
柱
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
先
生

方
に
も
ぜ
ひ
ご
協
力
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

川
﨑
●
小
学
校
で
身
の
回
り
の
自
然
現
象
の
不
思
議
さ
、
面
白
さ
を

徹
底
的
に
体
験
し
て
も
ら
い
、
大
学
卒
業
後
も
自
然
科
学
を
楽
し
み

な
が
ら
学
び
続
け
る
人
に
な
る
に
は
、
様
々
な
教
科
の
基
礎
学
力
も

必
要
に
な
る
で
し
ょ
う
。
苦
手
な
科
目
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
ら
を
身

に
つ
け
た
い
と
思
え
る
ぐ
ら
い
、
科
学
に
対
す
る
情
熱
を
子
ど
も
た

ち
の
中
に
育
て
た
い
で
す
。
加
え
て
中
学
校
・
高
校
や
大
学
の
先
生

方
に
、
世
の
中
に
は
こ
ん
な
に
面
白
い
研
究
や
分
か
ら
な
い
事
が
あ

る
ん
だ
よ
と
、
子
ど
も
た
ち
に
教
え
る
機
会
を
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

沼
田
●
今
、
国
境
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ボ
ー
ダ
ー
や
学
校
の
枠
を
越
え

て
ア
イ
デ
ア
を
シ
ェ
ア
し
、
一
緒
に
動
き
出
す
こ
と
が
大
事
だ
と
、

誰
も
が
う
す
う
す
分
か
っ
て
い
ま
す
。
土
壌
は
整
っ
て
い
る
と
感
じ

ま
す
。
だ
か
ら
中
学
校
で
も
、
大
学
生
に
来
て
も
ら
う
機
会
が
も
っ

と
あ
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

阪
田
●
そ
れ
が
同
志
社
の
一
貫
教
育
の
強
み
で
す
ね
。
子
ど
も
は
未

来
そ
の
も
の
。
そ
の
未
来
を
大
事
に
育
て
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
先
生

方
の
バ
ト
ン
を
大
学
の
我
々
は
繋
ぎ
、
子
ど
も
た
ち
を
社
会
に
送
り

出
す
責
務
を
果
た
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ぜ
ひ

お
力
を
お
貸
し
く
だ
さ
い
。
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
２
０
２
４
年
７
月
22
日
、
今
出
川
校
地
に
て
）
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合
唱
の
同
志
社 

―
創
立
１
５
０
周
年
記
念
事
業
全
同
志
社
合
唱
祭
に
寄
せ
て

同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー

る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
と
思
い
ま
す
。

　
合
唱
と
創
立
記
念
行
事
に
は
ど
の
よ
う
な
関
係
が
あ
る
の
か
。
資

料
を
た
ど
る
と
、
こ
の
関
係
を
考
え
る
ヒ
ン
ト
と
な
る
情
報
が
い
く

つ
も
登
場
し
ま
す
。
本
稿
で
は
、『D

oshisha Tim
es

』
の
前
紙

で
あ
る
『
同
志
社
時
報
』、『
同
志
社
校
友
同
窓
会
報
』、『
同
志
社
新

報
』（
以
下
、『
時
報
』、『
会
報
』、『
新
報
』
と
略
す
）
な
ど
を
た
よ

り
に
し
て
戦
前
の
資
料
を
中
心
に
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

 

創
立
記
念
音
楽
会
の
嚆
矢  

　

　
１
９
０
８
年
にD

oshisha C
ollege Song

が
誕
生
し
、
翌
年

に
校
歌
と
な
っ
た
こ
と
は
比
較
的
知
ら
れ
た
事
実
で
す
。
そ
の
7
年

後
、『
時
報
』
に
、
初
め
て
創
立
記
念
の
音
楽
会
の
情
報
が
具
体
的

に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
（『
時
報
』
第
１
３
８
号
、
１
９
１
７
年
1
月

1
日
発
行
）。
記
事
に
よ
る
と
、
創
立
記
念
の
一
連
の
行
事
が
開
催

 

全
同
志
社
合
唱
祭  

　

　
２
０
２
４
年
11
月
9
日
、
同
志
社
創
立
１
５
０
周
年
記
念
事
業
の

一
環
で
、
京
都
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
に
て
全
同
志
社
合
唱
祭
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
こ
の
合
唱
祭
は
、
生
徒
・
学
生
、
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
、
そ
し

て
保
護
者
ら
に
よ
っ
て
組
織

さ
れ
た
20
以
上
の
団
体
が
、

日
ご
ろ
の
活
動
の
成
果
を
披

露
し
、
全
て
の
団
体
が
1
つ

と
な
っ
て
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ

ー
を
奏
で
る
機
会
と
な
り
ま

す
。
24
年
前
の
２
０
０
０
年

に
も
、
創
立
１
２
５
周
年
を

記
念
し
た
合
唱
祭
が
実
施
さ

れ
た
こ
と
を
記
憶
さ
れ
て
い

同志社創立125周年全同志社合唱祭 2000年
個人蔵
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さ
れ
る
前
日
の
１
９
１
６

年
11
月
28
日
の
夜
、「
公

会
堂
に
於
て
音
楽
会
が
開

か
れ
、
本
校
教
授
学
生
の

出
演
あ
り
、
来
会
者
七
百

を
算
し
て
盛
な
る
同
志
社

デ
イ
、
イ
ー
ヴ
を
祝
し
た

り
」
と
記
録
さ
れ
て
い
ま

す
。
同
志
社
関
係
者
を
集

め
て
創
立
記
念
日
の
前
夜

を
祝
う
た
め
の
手
段
が
音

楽
会
で
あ
る
と
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
約
７
０
０
人

の
参
加
に
は
、
あ
と
で
引
用
す
る
記
事
の
書
き
手
の
こ
と
を
考
慮
す

る
と
、
卒
業
生
や
関
係
者
も
含
ま
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
当

時
の
同
志
社
内
諸
学
校
の
在
学
生
は
約
１
７
０
０
人
程
度
（
１
９
１

７
年
3
月
大
学
、
中
学
、
女
学
校
の
総
学
生
数
１
７
２
３
人
「
大
正

七
年
同
志
社
各
学
校
学
生
表
」『
同
志
社
大
正
七
年
度
報
告
』）
で
し

た
。
音
楽
会
に
は
在
校
生
の
3
～
４
割
程
度
が
参
加
し
た
と
言
え
そ

う
で
す
。

 

音
楽
会
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド  

　

　
『
時
報
』
に
は
続
け
て
、
音
楽
会
に
参
加
し
た
人
物
に
よ
る
参
加

記
「
同
志
社
音
楽
会
を
聴
い
て
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
冒

頭
に
は
、
4
年
前
の
１
９
１
２
年
に
開
催
さ
れ
た
音
楽
会
に
参
加
し

た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
が
詳
細
が
わ
か
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
文

章
の
結
語
に
、「
同
志
社
創
立
を
記
念
す
る
た
め
に
は
ふ
さ
わ
し
い

催
し
た
る
を
失
わ
な
い
、
此
の
様
な
音
楽
会
を
し
て
我
校
の
年
中
行

事
の
一
つ
と
し
て
こ
の
記
念
日
を
盛
ん
な
ら
し
め
た
い
と
思
ふ
」
と

書
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
点
で
創
立
記
念
の
音
楽
会
が
定
番

と
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
参
加
記
に
は
当
時
の
情
報
や
音
楽
会
の
内
容
が
執
筆

者
の
感
想
と
共
に
し
た
た
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
内
容
の
う
ち
、

音
楽
会
に
参
加
し
た
同
志
社
内
諸
学
校
の
団
体
が
、
大
学
部
の
グ
リ

ー
ク
ラ
ブ
（
約
40
人
）、
プ
リ
ム
ロ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
（
約
30
人
）、
中
学

部
の
ダ
ビ
デ
ク
ワ
イ
ヤ
（
6
人
）、
ジ
ュ
ニ
ア
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
約

15
人
）、
女
学
校
の
ミ
リ
ア
ム
ク
ワ
イ
ヤ
（
約
15
人
）
で
１
０
０
人

を
超
え
る
一
つ
の
勢
力
と
な
っ
て
い
る
と
記
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、

こ
の
音
楽
会
は
合
唱
だ
け
で
は
な
く
、
ピ
ア
ノ
、
マ
ン
ド
リ
ン
、
ヴ

ァ
イ
オ
リ
ン
、
オ
ル
ガ
ン
の
演
奏
が
含
ま
れ
、
そ
の
奏
者
は
生
徒
・

学
生
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
大
学
の
Ｅ
．
Ｓ
．
カ
ー
ブ
教

メモ「創立42周年記念音楽会プログラム」1917年
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授
が
オ
ル
ガ
ン
を
奏
で
、
Ｅ
．
Ｆ
．
シ
ャ
イ
ベ
リ
ー
教
授
が
独
唱
し
、

Ｏ
．
ケ
ー
リ
教
授
が
朗
読
し
、
女
子
部
教
員
の
田
中
（
寅
之
助
か
）

が
ピ
ア
ノ
を
弾
く
と
い
う
、
音
楽
会
は
同
志
社
の
生
徒
・
学
生
教
職

員
全
体
が
参
加
す
る
会
で
し
た
。
こ
の
ス
タ
イ
ル
が
、
創
立
記
念
に

開
催
さ
れ
る
音
楽
会
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
な
り
ま
す
。

 

学
園
の
拡
大
と
音
楽
会
会
場
の
移
動  

　

　
か
く
し
て
１
９
１
６
年
に
開
催
さ
れ
た
音
楽
会
は
、
翌
年
に
は
大

学
学
友
会
語
学
部
と
音
楽
部
が
主
催
す
る
、
音
楽
会
と
な
り
ま
し
た
。

１
９
１
７
年
の
音
楽
会
で
は
１
０
０
０
人
が
参
加
し
た
と
報
じ
ら
れ

て
い
ま
す
（『
時
報
』
第
１
４
９
号
、
１
９
１
８
年
1
月
1
日
発
行
）。

参
加
人
数
の
増
加
は
、
前
年
の
音
楽
会
の
高
評
価
も
そ
の
要
因
の
1

つ
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
漸
次
増
加
す
る
在
籍
者
数
の
影
響
も
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
専
門
学
校
令
に
依
る
同
志
社
大
学
が
開
校
し
た
１
９
１
２
年
当
時

の
年
度
末
の
同
志
社
諸
学
校
の
在
籍
者
数
は
８
６
０
人
、
音
楽
会
が

開
催
さ
れ
た
１
９
１
６
年
は
１
２
５
４
人
、
１
９
１
７
年
は
１
３
７

０
人
と
漸
次
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
（
数
字
は
卒
業
生
を
差
し
引

い
た
数
『
同
志
社
大
正
元
年
度
報
告
』
21
頁
、『
同
志
社
大
正
五
年

度
報
告
』
28
頁
、『
同
志
社
大
正
六
年
度
報
告
』
31
頁
）。
大
学
令
に

依
る
同
志
社
大
学
が
開
校
し
た
翌
年
の
１
９
２
１
年
に
は
２
１
１
３

人
（『
同
志
社
大
正
十
年
度
報
告
』
31
―
32
頁
）
と
な
り
、
高
等
教

育
機
関
の
充
実
も
相
ま
っ
て
お
よ
そ
10
年
間
で
在
籍
者
数
は
２
．
５

倍
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
か
、
こ
の
年
か
ら
音
楽
会
の
会
場
が

京
都
市
公
会
堂
に
移
り
ま
す
。『
時
報
』
で
は
「
一
寸
遅
れ
た
ら
最

後
家
族
同
伴
で
招
待
券
持
参
の
先
生
で
も
帰
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
程
盛
大

な
洛
北
の
年
中
行
事
た
る
同
志
社
イ
ー
ブ
は
今
年
は
遂
に
洛
東
岡
崎

公
園
の
市
公
会
堂
迄
溢
れ
出
た
の
で
あ
る
」
と
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す

（『
時
報
』
第
１
８
２
号
、
１
９
２
１
年
1
月
1
日
発
行
）。
こ
の
言

葉
か
ら
は
、
当
時
の
音
楽
会
が
同
志
社
Ｅ
Ｖ
Ｅ
と
同
義
と
受
け
取
る

人
も
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
ま
す
。
実
際
に
は
陸
上
運
動
会
な
ど
他
の

催
し
も
開
催
さ
れ
て
い
た
の
で
、
当
然
音
楽
会
が
同
志
社
Ｅ
Ｖ
Ｅ
と

同
義
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
か
つ
て
『
時
報
』
で
報
じ
ら
れ
た
よ
う

な
「
年
中
行
事
」
と
い
う
認
識
が
広
ま
っ
て
き
て
い
た
こ
と
を
感
じ

さ
せ
ま
す
。

 

音
楽
会
の
隆
盛  

　

　
１
９
２
１
年
以
降
、
ほ
ぼ
毎
年
音
楽
会
が
実
施
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
『
時
報
』
や
『
会
報
』
か
ら
わ
か
り
ま
す
。
各
回
の
音
楽
会
の
参

加
人
数
は
不
明
で
す
が
、
増
加
傾
向
に
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
従
来
、
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音
楽
会
は
基
本
的
に
1
日
1
公
演
で
実
施
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
１

９
２
５
年
11
月
28
日
の
音
楽
会
は
昼
夜
2
公
演
、
同
じ
内
容
で
実
施

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。「
同
志
社
の
盛
大
さ
は
そ
の
学
生
校

友
を
、
同
時
に
公
会
堂
に
収
容
し
き
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で

あ
る
！
」（『
時
報
』
第
２
３
７
号
、
１
９
２
６
年
1
月
1
日
発
行
）

と
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
記
事
の
結
語
に
は
「
昼
夜
二
回
の
出

演
者
の
疲
労
は
ど
ん
な
で
あ
つ
た
ろ
う
」
と
あ
り
ま
す
。
演
者
が
1

日
2
公
演
を
こ
な
す
と
い
う
ハ
ー
ド
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
し
た
。
当
時

の
在
学
生
数
は
３
２
７
０
人
（『
同
志
社
昭
和
貮
年
度
報
告
』
26
頁
）、

同
志
社
内
諸
学
校
の
卒
業
生
数
の
累
計
は
７
１
３
２
人
（
選
科
修
了

生
を
含
む
『
同
志
社
昭
和
貮
年
度
報
告
』
26
―
27
頁
）
で
、
こ
れ
ら

に
関
係
者
を
加
え
た
1
万
人
以
上
の
方
々
が
参
加
対
象
と
な
る
イ
ベ

ン
ト
が
当
時
の
同
志
社
Ｅ
Ｖ
Ｅ
で
し
た
。

　
そ
の
後
も
参
加
者
は
増
加
の
一
歩
を
辿
っ
た
よ
う
で
、
5
年
後
の

１
９
３
０
年
に
実
施
さ
れ
た
音
楽
会
は
2
日
に
分
け
ら
れ
ま
し
た
。

1
日
目
（
11
月
27
日
）
は
、
学
友
会
主
催
で
在
校
生
の
み
を
対
象
と

し
た
音
楽
会
が
京
都
市
公
会
堂
に
て
昼
夜
2
部
制
で
実
施
さ
れ
、
2

日
目
（
11
月
28
日
）
は
同
志
社
主
催
で
卒
業
生
の
み
を
対
象
と
し
た

音
楽
会
が
19
時
よ
り
日
出
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た（『
会
報
』第
48
号
、

１
９
３
０
年
12
月
15
日
発
行
）。
こ
の
よ
う
に
、
昭
和
期
の
初
め
ご

ろ
に
は
、
音
楽
会
そ
の
も
の
へ
の
興
味
が
増
加
し
た
だ
け
で
な
く
、

音
楽
会
が
同
志
社
Ｅ
Ｖ
Ｅ
の
象
徴
で
あ
り
、
在
学
生
と
卒
業
生
を
つ

な
ぐ
ツ
ー
ル
と
な
り
え
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
、
現
代
の
ホ
ー
ム
カ

ミ
ン
グ
デ
ー
の
役
割
の
一
部
を
担
う
性
格
が
あ
っ
た
よ
う
に
窺
わ
れ

ま
す
。

　
そ
の
後
、
１
９
３
２
年
２
月
11
日
に
女
子
部
栄
光
館
が
完
成
す
る

と
、
音
楽
会
の
会
場
は
栄
光
館
へ
と
移
り
ま
し
た
。
同
年
11
月
28
日

は
生
徒
・
学
生
を
対
象
に
、
29
日
は
校
友
同
窓
を
対
象
に
、
２
日
に

分
け
て
音
楽
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
（『
会
報
』
第
70
号
、
１
９
３

２
年
11
月
15
日
発
行
）。
一
度
は
収
容
人
数
の
限
界
か
ら
学
外
へ
と

会
場
を
求
め
ま
し
た
が
、
栄
光
館
の
完
成
に
よ
り
、
学
内
に
お
い
て

同
志
社
Ｅ
Ｖ
Ｅ
を
祝
す
体
制
が
整
い
ま
す
。
現
在
も
礼
拝
や
卒
業
式

な
ど
が
行
わ
れ
る
栄
光
館
は
、
そ
の
完
成
当
初
よ
り
同
志
社
の
節
目

プログラム「同志社創立記念大音楽会」
1930年
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を
象
徴
す
る
セ
レ
モ
ニ
ー
や
イ
ベ
ン
ト
の
場
と
し
て
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
き
た
こ
と
が
窺
え
ま
す
。

 

日
本
語
校
歌
の
誕
生  

　

　
音
楽
会
の
盛
り
上
が
り
が
他
に
も
影
響
を
与
え
た
よ
う
に
見
受
け

ら
れ
る
事
例
が
あ
り
ま
す
。
楽
曲
作
成
で
す
。
管
見
の
限
り
、

D
oshisha C

ollege Song
の
誕
生
以
降
、
昭
和
期
の
初
め
ま
で
、

同
志
社
を
象
徴
す
る
楽
曲
が
作
曲
さ
れ
た
形
跡
は
あ
り
ま
せ
ん
。
新

し
い
楽
曲
の
誕
生
は
、同
志
社
創
立
60
周
年
記
念
の
時
で
し
た
。『
会

報
』
に
は
「
邦
語
校
歌
及
学
生
歌
愈い

よ
い
よ々

制
定
」
と
銘
打
た
れ
た
次
の

よ
う
な
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
（『
会
報
』
号
外
、
１
９
３
５

年
９
月
15
日
発
行
）。

邦
語
校
歌
の
必
要
は

既
に
二
十
年
来
提
唱

さ
れ
来
つ
た
が
此
度

愈
々
校
歌
は
新
体
詩

人
と
し
て
明
治
詩
壇

に
先
駆
し
た
校
友
湯

浅
半
月
翁
に
作
詞
を

依
頼
し
既
に
去
る
九
月
一
日
歌
稿
成
り
最
近
の
教
育
部
会
に
諮

問
さ
れ
定
例
理
事
会
の
決
議
に
よ
っ
て
正
式
採
用
の
筈
。

　
曲
は
校
友
中
専
門
家
と
し
て
作
曲
界
に
立
つ
大
中
寅
二
氏
に

依
嘱
し
た

　
大
中
氏
は
現
代
吾
国
作
曲
界
に
於
て
此
の
種
の
歌
曲
作
家
と

し
て
は
屈
指
の
人
で
あ
る
。

　
学
生
歌
は
大
学
学
友
会
が
多
大
の
犠
牲
を
払
つ
て
北
原
白
秋

氏
に
作
詞
を
依
頼
し
山
田
耕
筰
氏
が
作
曲
し
た
。
こ
れ
は
既
に

出
来
上
つ
て
目
下
練
習
中
、
来
る
十
月
二
日
山
田
氏
入
洛
、
発

表
音
楽
会
を
行
う
筈
。

　
白
秋
氏
は
こ
の
為
め
校
友
会
編
纂
の
同
志
社
五
十
年
史
を
読

破
、
同
志
社
校
庭
を
散
策
、
彰
栄
の
鐘
を
聴
き
詩
興
尽
く
る
と

こ
ろ
を
知
ら
ず
、
帰
東
後
書
き
上
げ
た
。
校
歌
、
学
生
歌
共
に

一
枚
の
レ
コ
ー
ド
に
吹
き
込
ま
れ
る
筈
。
歌
詞
は
次
号
、
第
百

号
特
輯
を
以
て
発
表
の
筈
。

　
記
事
の
内
容
は
全
て
推
定
と
し
て
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
記

事
で
紹
介
さ
れ
た
人
物
が
実
際
に
作
詞
作
曲
を
行
い
、
記
事
中
の
次

号
に
あ
た
る
『
同
志
社
創
立
六
十
周
年
記
念
誌　
我
等
の
同
志
社
』

（『
会
報
』
第
百
号
、
１
９
３
５
年
10
月
発
行
）
に
「
生
ま
れ
る
わ
れ

ら
の
歌
」と
題
し
て
同
志
社
校
歌
と
同
志
社
大
学
学
歌（
60
―
61
頁
）

レコード「同志社大学学歌」年不詳
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が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
楽
曲
は
現
代
で
も
し
ば
し
ば
歌
わ

れ
る
機
会
が
あ
り
ま
す
の
で
、
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
、
歌
っ
た
こ
と

が
あ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
と
思
い
ま
す
。
１
０
０
年
以
上
愛
唱

さ
れ
る
日
本
語
の
校
歌
は
、
音
楽
会
の
盛
り
上
が
り
を
背
景
に
作
成

さ
れ
た
と
言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

 

戦
時
下
の
音
楽
会  

　

　
１
９
３
５
年
以
降
も
音
楽
会
は
同
志
社
Ｅ
Ｖ
Ｅ
の
重
要
行
事
と
し

て
開
催
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
『
会
報
』（
第
64
号
、
１
９
４
１
年
12

月
20
日
）
や
プ
ロ
グ
ラ
ム

（「
同
志
社
創
立
六
十
四
周

年
記
念
大
音
楽
会
プ
ロ
グ

ラ
ム
」）
か
ら
窺
え
ま
す
。

当
時
は
既
に
戦
時
下
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、
少
な
く

と
も
１
９
３
０
年
代
後
半

は
同
志
社
の
男
子
生
徒
・

学
生
た
ち
に
は
徴
兵
猶
予

の
特
典
が
あ
り
、
現
役
将

校
の
軍
事
教
練
を
受
け
る

身
で
は
あ
り
な
が
ら
も
、
戦
争
が
差
し
迫
っ
た
状
況
で
は
な
か
っ
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
し
か
し
、
１
９
４
０
年
以
降
、
大
学
を
取
り
巻
く
状
況
は
変
わ
っ

て
き
ま
し
た
。
１
９
４
１
年
２
月
に
は
同
志
社
大
学
修
練
団
が
組
織

さ
れ
ま
す
。
修
練
団
と
は
「
国
体
ノ
本
義
ニ
透
徹
シ
立
学
ノ
精
神
ニ

副
ヒ
国
家
ニ
献
身
ス
ル
有
為
ナ
ル
学
徒
ノ
錬
成
ヲ
期
シ
集
団
的
修
練

ヲ
行
フ
ヲ
以
テ
」
を
目
的
と
し
（「
同
志
社
大
学
修
練
団
々
則
」
年

不
詳
）、
学
友
会
に
変
わ
っ
て
学
生
の
課
外
活
動
を
統
括
す
る
団
体

で
し
た
。
よ
っ
て
、
少
な
く
と
も
１
９
４
２
年
の
音
楽
会
で
は
学
友

会
に
変
わ
っ
て
修
練
団
が
主
催
と
な
っ
て
い
ま
す（『
新
報
』第
75
号
、

１
９
４
２
年
12
月
20
日
、『
ホ
ザ
ナ
コ
ー
ラ
ス
70
年
の
歩
み
』（
１
９

８
２
年
）
に
こ
の
時
の
音
楽
会
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
60
―

61
頁
の
間
））。
修
練
団
の
登
場
は
同
志
社
に
及
ん
だ
戦
時
下
の
影
響

の
一
事
例
で
す
が
、
年
中
行
事
と
し
て
の
音
楽
会
は
継
続
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
１
９
４
０
年
代
前
半
は
こ
れ
ま
で
実
施
さ
れ
て

き
た
音
楽
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を
維
持
す
る
こ
と
が
難
し
い
時
代
と
な

り
ま
し
た
。
１
９
４
１
年
10
月
に
勅
令
「
大
学
学
部
等
ノ
在
学
年
限

又
ハ
修
業
年
限
ノ
臨
時
短
縮
ニ
関
ス
ル
件
」
が
公
布
さ
れ
る
と
、
文

部
省
は
相
次
い
で
省
令
を
通
達
し
て
、
大
学
本
科
１
９
４
１
年
度
入

学
生
は
３
ヶ
月
、
１
９
４
２
年
度
入
学
生
は
半
年
と
、
修
業
年
限
短

『同志社新報』第75号より抜粋
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縮
措
置
を
実
施
し
ま
し
た
。
３
月
卒
業
が
９
月
卒
業
に
変
わ
る
こ
と

を
意
味
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
同
年
３
月
頃
に
は
同
志
社
に
奉
職
し

て
い
た
宣
教
師
が
ご
く
一
部
を
除
い
て
ア
メ
リ
カ
に
引
き
上
げ
ま
し

た
（『
同
志
社
年
表
（
未
定
稿
）』
１
９
７
９
年
、
１
６
８
頁
）。
さ

ら
に
、
１
９
４
３
年
10
月
に
は
勅
令
「
在
学
徴
集
延
期
臨
時
特
例
」

が
施
行
さ
れ
、
20
歳
以
上
の
学
生
ら
に
認
め
ら
れ
て
い
た
徴
兵
猶
予

が
失
効
し
、
学
生
ら
が
徴
集
に
応
じ
る
、
所
謂
学
徒
出
陣
と
な
り
ま

し
た
。
出
陣
す
る
学
徒
の
壮
行
式
が
１
９
４
３
年
11
月
15
日
に
実
施

さ
れ
、
以
降
20
歳
を
迎
え
た
学
生
は
漸
次
徴
収
に
応
じ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
20
歳
未
満
の
生
徒
・
学
生
ら
も
１
９
３
８
年
の
文
部
次
官

通
牒
「
集
団
的
勤
労
作
業
運
動
実
施
ニ
関
ス
ル
件
」
が
通
達
さ
れ
て

以
降
、
勤
労
奉
仕
が
学
生
生
活
の
一
部
と
な
り
、
１
９
４
０
年
代
前

半
に
か
け
て
そ
の
割
合
と
比
重
が
大
き
く
な
り
、
１
９
４
３
年
以
降

勤
労
動
員
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
１
９
４
０
年
代
前
半
は

学
校
で
の
生
活
環
境
が
戦
時
下
の
影
響
を
受
け
ま
し
た
。
音
楽
会
が

１
９
４
２
年
の
実
施
以
降
、
終
戦
ま
で
の
間
に
実
施
さ
れ
た
か
否
か

は
資
料
で
確
認
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

 

終
戦
後
の
音
楽
会
の
概
略  

　

　
終
戦
後
の
音
楽
会
開
催
は
そ
の
直
後
で
、
１
９
４
５
年
11
月
28
日
、

同
志
社
創
立
70
周
年
記
念
音
楽
会
が
栄
光
館
で
２
部
制
（
9
時
～
、

13
時
30
分
～
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
『TH

E 70
TH 

AN
N

IV
ERSARY CELEV

RATIO
N

 O
F TH

E D
O

SH
ISH

A

』）。

以
降
、
音
楽
会
は
同
志
社
Ｅ
Ｖ
Ｅ
期
間
中
に
恒
例
行
事
と
し
て
、
同

志
社
内
諸
学
校
の
音
楽
関
係
団
体
が
参
加
し
て
実
施
さ
れ
る
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
、
少
な
く
と
も
１
９
６
７
年
ま
で
は
継
続
し
た
こ
と
が
資

料
よ
り
わ
か
り
ま
す
（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
『D

O
SH

ISH
A

 EV
E 

1967

：92TH

』
１
９
６
７
年
、
44
頁
）
が
、
そ
の
後
、
音
楽
会

が
毎
年
の
恒
例
行
事
と
し
て
実
施
さ
れ
た
か
は
不
明
で
す
。
少
な
く

と
も
１
９
７
０
年
以
降
の
開
催
は
確
認
で
き
て
い
ま
せ
ん
（
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
『
同
志
社
Ｅ
Ｖ
Ｅ　

１
９
７
０
年
』
１
９
７
０
年
）。
そ
の

理
由
は
不
明
で
す
が
、
高
度
経
済
成
長
期
の
入
学
者
激
増
（
１
９
６

パンフレット『THE 70TH ANNIVERSARY 
CELEVRATION OF THE DOSHISHA』

1945年
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L E C T U R E

７
年
当
時
の
同
志
社
諸
学
校
全
在
籍
者
数
２
万
８
９
８
９
人
（『
事

業
報
告
１
９
６
８
年
度
』
学
校
法
人
同
志
社
、１
９
６
９
年
、19
頁
）

や
部
活
動
や
サ
ー
ク
ル
の
多
様
化
・
細
分
化
な
ど
、
学
生
生
活
・
活

動
の
多
様
化
が
関
係
し
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
た
だ
し
、
節
目
と
な
る
年
に
は
、
周
年
事
業
の
一
環
と
し
て
音
楽

会
が
実
施
さ
れ
た
り
、
楽
曲
が
作
成
さ
れ
た
り
し
ま
し
た
。
創
立
80

周
年
時
に
は
「
同
志
社
讃
歌
」（
作
詞
：
岡
本
清
一
、
作
曲
：
鎌
尾

武
男
）、
90
周
年
時
に
は
「
集
え
若
人
」（
作
詞：野
村
芳
雄
、
作
曲：

湯
浅
卓
雄
）、そ
し
て
、１
０
０
周
年
時
に
は
同
志
社
創
立
百
周
年「
祝

歌
」（
作
詞：野
村
芳
雄
、作
曲：大
中
恩
）
が
作
成
さ
れ
ま
し
た
（
楽

譜
「
創
立
八
十
周
年
記
念
同
志
社
讃
歌
」、『
同
志
社
時
報
』
第
18
号
、

１
９
６
５
年
、
25
頁
、『
創
立
百
周
年
記
念
事
業
報
告
書
』
１
９
８

０
年
、
12
―
13
頁
、『
同
志
社
歌
集
』
第
12
刷
、
２
０
１
７
年
、
こ

こ
で
い
う『
同
志
社
時
報
』は
本
誌
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
で
あ
り
、『
時

報
』
と
は
別
の
資
料
）。「
集
え
若
人
」
は
、
90
周
年
の
同
志
社
Ｅ
Ｖ

Ｅ
の
音
楽
会
で
初
披
露
さ
れ
た
こ
と
が
記
録
に
残
っ
て
い
ま
す（『
同

志
社
時
報
』
第
18
号
、
81
頁
）。
し
か
し
、
１
０
０
周
年
を
迎
え
て

以
降
、
本
稿
で
意
味
す
る
と
こ
ろ
の
音
楽
会
の
開
催
は
な
か
っ
た
よ

う
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
創
立
１
２
５
周
年
を
迎
え
て
、

音
楽
会
の
中
で
も
歌
唱
に
特
化
し
た
音
楽
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
が
創
立
１
２
５
周
年
記
念
全
同
志
社
合
唱
祭
で
す
（『
同
志
社

時
報
』
第
１
１
１
号
、
２
０
０
１
年
、
53
―
54
頁
）。

 

お
わ
り
に  

　

　
創
立
１
２
５
周
年
の
合
唱
祭
に
は
、
中
学
校
・
高
等
学
校
、
女
子

中
学
校
・
高
等
学
校
、
女
子
大
学
、
大
学
の
部
・
ク
ラ
ブ
に
所
属
す

る
生
徒
・
学
生
に
加
え
、
そ
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
、
そ
し
て
教
職
員
ら
が

参
加
し
ま
し
た
。
そ
の
構
成
か
ら
窺
え
る
よ
う
に
、
合
唱
祭
は
か
つ

て
の
音
楽
会
の
伝
統
を
受
け
継
い
で
い
ま
す
。
そ
し
て
、
本
年
24
年

ぶ
り
に
創
立
１
５
０
年
を
祝
う
全
同
志
社
合
唱
祭
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

今
回
の
合
唱
祭
に
は
、
新
設
さ
れ
た
学
内
校
か
ら
の
参
加
も
あ
り
、

同
志
社
の
歴
史
上
、
最
も
多
様
な
団
体
が
参
加
す
る
合
唱
祭
と
な
り

ま
す
。
か
つ
て
の
音
楽
会
の
伝
統
を
引
き
継
ぐ
合
唱
祭
を
是
非
体
験

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
こ
の
合
唱
祭
の
開
催
に
合
わ
せ
て
、
今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス

で
は
参
加
団
体
ゆ
か
り
の
品
々
を
一
堂
に
集
め
た
企
画
展
「
合
唱
の

同
志
社
―O

ne Purpose D
O

SH
ISH

A

　
過
去
～
現
在
～
未
来

―
」
が
9
月
24
日
よ
り
開
催
中
で
す
。
こ
の
企
画
展
で
は
、
各
団
体

が
未
来
に
残
し
た
い
と
希
望
し
た
資
料
約
２
５
０
点
を
展
示
し
て
い

ま
す
。
合
唱
祭
参
加
前
に
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
最
後
に
、
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
で
は
同
志
社
に
関
わ
る
資
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レクチャー

料
を
収
集
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
同
志
社
Ｅ
Ｖ
Ｅ
な
ど
の
学
生
生
活

に
関
す
る
資
料
の
収
集
は
個
人
の
資
料
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
関
係

者
の
皆
様
の
ご
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
資
料
の
寄
贈
や
保
管
に
関

し
て
相
談
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
当
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

※
引
用
文
献
は
全
て
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
。

※
引
用
文
は
基
本
的
に
常
用
漢
字
に
あ
ら
た
め
た
。

参
考
文
献

・ 

小
枝
弘
和
「
研
究
ノ
ー
ト　
私
学
と
兵
役
の
関
係
に
関
す
る
一
考

察
―
同
志
社
を
事
例
と
し
て
―
」『
同
志
社
談
叢
』
第
40
号
（
同

志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
、
２
０
２
０
年
）
所
収

・ 

小
枝
弘
和
「
同
志
社
の
高
等
教
育
の
歴
史
―
―
高
等
教
育
機
関
の

設
立
を
中
心
に
」
同
志
社
ギ
ャ
ラ
リ
ー
第
24
回
企
画
展

 『
旧
制
か
ら
新
制
へ
―
同
志
社
大
学
の
挑
戦
―
』（
同
志
社
社
史
資

料
セ
ン
タ
ー
、
２
０
２
２
年
）
所
収

・ 

同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
「
特
別
寄
稿　
同
志
社
大
学
商
学
部

１
０
０
周
年
記
念
～
写
真
と
と
も
に
見
る
同
志
社
大
学
商
学
部
前

史
～
」『
同
志
社
時
報
』
第
１
５
４
号
、
学
校
法
人
同
志
社
、
２

０
２
２
年
10
月

2024年新収資料　パンフレット
『創立九十周年記念　

DOSHISHA JAZZ FESTIVAL』
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同
志
社
大
学
今
出
川
図
書
館
は
現
在
、
２
０
２
６
年
の
開

館
に
向
け
て
建
て
替
え
工
事
中
と
な
っ
て
い
る
が
、
工
事
に

先
立
ち
、
２
０
２
３
年
に
図
書
館
貴
重
室
に
あ
っ
た
資
料
の

い
く
つ
か
が
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
へ
移
管
さ
れ
た
。
そ
の
大

部
分
は
徳
富
蘇
峰
（
１
８
６
３
―
１
９
５
７
）
に
関
す
る
資

料
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
箱
は
、
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

徳
富
蘇
峰
は
『
國
民
新
聞
』
を
創
刊
し
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
、
思
想
家
で
、
言
論
界
で
活
躍
し
た
人
物
で
あ
る
。
同
志

社
英
学
校
を
退
学
し
た
が
、
そ
の
後
、
新
島
襄
を
師
と
し
て

慕
い
、
同
志
社
大
学
設
立
運
動
に
も
寄
与
し
た
。

さ
て
、
箱
で
あ
る
が
、
厚
紙
に
和
紙
や
洋
紙
を
貼
り
付
け
、

そ
の
上
に
柿
渋
を
塗
っ
て
い
る
。
大
き
さ
は
縦
35
・
0
㎝
、

横
56
・
0
㎝
、
高
さ
9
・
5
㎝
と
文
箱
に
し
て
は
大
ぶ
り
の

箱
で
、
底
（
外
側
）
に
「
昭
和
廿
一　
一
月
廿
日　
八
十
四

蘇
病
叟
病
閑
余
業
製
之
」（
八
十
四
歳
、
病
気
の
蘇
峰
が
閑

余
業
に
こ
れ
を
作
製
す
る
）
と
の
蘇
峰
の
自
筆
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
１
９
４
６
年
（
昭
和
21
）
1
月
20
日
に
蘇
峰
自
ら
の

手
に
よ
っ
て
作
製
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

１
９
４
６
年
1
月
と
い
え
ば
第
二
次
世
界
大
戦
の
終
戦
後
、

間
も
な
い
時
期
で
あ
る
が
、
そ
の
前
月
に
蘇
峰
の
身
に
は
、

大
き
な
出
来
事
が
あ
っ
た
。
Ａ
級
戦
犯
容
疑
者
に
指
定
さ
れ

た
の
で
あ
る
。

Ａ
級
戦
犯
と
は
、
国
際
軍
事
裁
判
所
憲
章
の
「
平
和
に
対

す
る
罪
」
を
犯
し
た
と
さ
れ
る
戦
争
犯
罪
者
を
指
す
。
１
９

４
５
年
9
月
の
容
疑
者
逮
捕
を
皮
切
り
に
11
月
、
12
月
と
容

疑
者
の
逮
捕
命
令
が
連
合
国
最
高
司
令
官
総
司
令
部
か
ら
日

本
政
府
に
発
令
さ
れ
、
蘇
峰
は
12
月
1
日
付
で
発
令
さ
れ
た

─　c o l l e c t i o n   2 0　─

徳富蘇峰の箱

同志社の逸品



逮
捕
命
令
対
象
者
59
名
の
内
の
1
人
で
あ
っ
た
。
翌
年
1
月
2
日
に

Ｍ
Ｐ
（
憲
兵
）
5
人
が
、
そ
の
頃
蘇
峰
が
居
住
し
て
い
た
晩
晴
草
堂

へ
や
っ
て
来
た
が
、
老
齢
と
健
康
上
の
理
由
に
よ
り
巣
鴨
拘
置
所
へ

の
拘
置
は
行
わ
れ
ず
、
自
宅
拘
禁
と
な
っ
た
。

当
時
徳
富
家
の
法
律
顧
問
で
あ
っ
た
早
川
喜
代
次
弁
護
士
が
9
月

27
日
に
蘇
峰
を
訪
れ
た
際
に
は
、
奥
の
洋
間
に
「
翁
が
自
ら
色
紙
の

紙
を
ハ
リ
つ
け
そ
れ
に
渋
を
ぬ
っ
た
紙
箱
十
数
個
」
が
あ
っ
た
と
の

こ
と
で
、
蘇
峰
は
、
こ
の
頃
多
く
の
箱
を
作
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

箱
の
蓋
表
や
身
の
底
の
表
面
に
は
、
１
７
８
１
年
（
天
明
元
）
出

版
の
木
版
絵
図
が
貼
り
つ
け
ら
れ
、
破
損
箇
所
か
ら
は
英
字
や
手
書

き
墨
書
な
ど
も
見
え
、
当
時
所
持
し
て
い
た
和
紙
や
洋
紙
を
貼
っ
て

い
る
様
子
が
わ
か
る
。
目
を
引
く
の
は
箱
の
蓋
裏
一
面
に
あ
る
蘇
峰

の
母
、
久
子
の
墓
誌
の
拓
本
で
あ
る
。
久
子
は
１
９
１
９
年
（
大
正

8
）
2
月
18
日
に
亡
く
な
っ
て
お
り
、「
徳
富
太
孺
人
久
子
墓
誌
」

と
題
さ
れ
た
こ
の
墓
誌
に
は
、
久
子
の
事
績
が
記
さ
れ
る
。

蘇
峰
は
１
９
４
７
年
（
昭
和
22
）
9
月
に
は
戦
犯
容
疑
を
解
除
さ

れ
る
が
、
解
除
さ
れ
る
ま
で
の
人
生
で
最
も
厳
し
い
時
期
に
、
こ
の

箱
は
作
製
さ
れ
た
。
こ
の
頃
よ
く
使
用
し
て
い
た
雅
号
「
頑
蘇
」
を

使
わ
ず
「
蘇
病
叟
病
」
と
自
ら
の
こ
と
を
記
し
て
い
る
こ
と
、
母
親

の
墓
誌
拓
本
を
貼
り
付
け
て
い
る
こ
と
な
ど
に
、
当
時
様
々
な
覚
悟

を
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
蘇
峰
の
隠
さ
れ
た
心
情
が
現
れ
て
い
る
箱
で

あ
る
。

蘇
峰
が
こ
の
箱
に
何
を
入
れ
て
い
た
の
か
、
今
と
な
っ
て
は
知
る

す
べ
も
な
い
。

参
考
文
献
： 

早
川
喜
代
次
『
徳
富
蘇
峰
』（
昭
和
54
年　

徳
富
蘇
峰
伝
記
編

纂
会
）

（
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）

同志社の逸品

蓋裏の徳富蘇峰の母、久子の墓誌拓本

箱の身の底に書かれる
蘇峰の自筆



コラム・エッセイ

先
日
、
研
究
を
進
め
る
た
め
に
文
献
サ
ー
ベ
イ
を
行
っ
て
い
た
と

こ
ろ
、
あ
る
文
献
が
目
に
留
ま
っ
た
。
そ
れ
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の

行
政
デ
ー
タ
を
用
い
て
、
夫
の
働
き
方
が
妻
の
産
後
の
健
康
に
与
え

る
因
果
効
果
を
検
証
し
た
論
文
で
あ
っ
た１
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、

夫
婦
と
も
に
有
給
の
育
児
休
暇
が
付
与
さ
れ
る
が
、
夫
婦
の
同
時
取

得
は
通
常
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
制
限
が
２
０
１
２
年
に

緩
和
さ
れ
て
、
休
暇
の
総
期
間
は
不
変
で
あ
る
も
の
の
、
産
後
す
ぐ

に
夫
も
必
要
に
応
じ
て
休
暇
を
取
得
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の

制
度
変
更
に
注
目
し
て
分
析
を
行
っ
た
結
果
、
制
限
緩
和
に
よ
っ
て

産
後
す
ぐ
に
休
暇
を
取
得
す
る
夫
の
割
合
が
上
昇
し
た
こ
と
、
産
後

す
ぐ
に
夫
が
休
暇
を
取
得
す
る
こ
と
は
妻
の
健
康
に
プ
ラ
ス
の
波
及

効
果
が
あ
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

こ
の
論
文
が
明
ら
か
に
し
た
結
果
の
本
質
は
、
夫
の
働
き
方
に
お

け
る
柔
軟
性
の
欠
如
が
も
た
ら
す
「
費
用
」
を
妻
が
負
担
し
て
い
る

と
い
う
現
実
に
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
「
費
用
」
と
は
、
出
産
や
育
児

に
伴
う
妻
の
キ
ャ
リ
ア
コ
ス
ト
（
例
え
ば
、
就
業
選
択
の
制
約
や
賃

金
の
減
少
）
の
増
大
と
い
っ
た
直
接
的
な
負
担
だ
け
で
は
な
い
。
産

後
の
家
庭
内
シ
ョ
ッ
ク
に
夫
が
対
応
で
き
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ

る
妻
の
健
康
コ
ス
ト
悪
化
と
い
う
間
接
的
な
負
担
も
含
ま
れ
る
。
実

際
、
産
後
１
か
月
は
そ
の
後
の
１
か
月
よ
り
も
妻
の
健
康
状
態
に
問

題
が
生
じ
る
こ
と
が
多
く
、
産
後
１
か
月
は
妻
へ
の
追
加
的
な
支
援

が
必
要
と
な
り
や
す
い
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
間
に
夫
が
必
要
に
応
じ

て
休
暇
を
取
得
す
る
こ
と
の
潜
在
的
価
値
が
高
ま
る
。

こ
の
よ
う
な
潜
在
的
価
値
の
高
ま
り
は
、
私
自
身
も
妻
の
出
産
直

後
に
経
験
し
た
。
大
学
教
員
は
あ
る
程
度
柔
軟
に
働
く
こ
と
が
で
き

る
た
め
、
妻
の
産
後
の
様
子
を
常
に
気
に
し
な
が
ら
仕
事
量
を
調
整

し
た
記
憶
が
あ
る
。
日
本
で
も
、
夫
が
妻
の
産
後
８
週
間
以
内
に
育

児
休
業
を
柔
軟
に
取
得
で
き
る
よ
う
に
、
従
前
の
育
児
休
業
と
は
別

に
「
出
生
時
育
児
休
業
（
産
後
パ
パ
育
休
）」
が
２
０
２
２
年
10
月

に
新
し
く
創
設
さ
れ
た
。
男
性
の
育
児
休
業
取
得
率
の
低
さ
が
指
摘

さ
れ
て
久
し
い
が
、
出
生
時
育
児
休
業
に
対
す
る
需
要
は
決
し
て
小

さ
く
な
い
は
ず
で
あ
る
。
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「
栄
養
学
」
に
初
め
て
触
れ
た
の
は
大
学
生
の
と
き
で
す
。
そ
し

て
月
日
が
流
れ
、
ま
さ
か
自
身
が
、「
栄
養
学
」
を
教
え
る
立
場
に

な
る
と
は
、
誰
も
が
想
像
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。
人
生
の
転

機
は
、
管
理
栄
養
士
の
国
家
試
験
を
受
験
し
た
こ
と
で
す
。
そ
の
勉

強
の
過
程
で
、
な
ぜ
人
は
栄
養
を
必
要
と
し
、
そ
れ
ら
を
効
率
的
に

利
用
で
き
る
の
か
？
と
い
う
素
朴
な
疑
問
か
ら
、「
栄
養
学
」
の
世

界
に
足
を
踏
み
入
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
人
の
健
康
は
、
数
々
の
奇

跡
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
る
毎
日
を
送
っ
て

い
ま
す
。
現
在
は
、
栄
養
素
の
消
化
・
吸
収
を
担
う
消
化
管
（
主
に
、

小
腸
）
の
生
理
機
能
に
着
目
し
、
消
化
管
を
介
し
た
栄
養
補
給
の
重

要
性
や
、
小
腸
の
健
常
性
が
我
々
の
健
康
の
基
盤
に
な
り
得
る
こ
と

を
証
明
す
る
た
め
の
独
創
的
な
研
究
活
動
に
励
ん
で
い
ま
す
。

さ
て
、
現
在
の
大
学
教
員
は
、
研
究
活
動
と
教
育
活
動
を
並
列
で

お
こ
な
う
こ
と
が
当
た
り
前
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
研
究
者

＝
（
イ
コ
ー
ル
）
教
育
者
、
と
い
う
式
が
果
た
し
て
成
立
す
る
の
で

し
ょ
う
か
？ 

こ
の
式
の
成
立
は
、
自
身
が
理
想
と
す
る
姿
で
あ
る

こ
と
に
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
の
自
分
が
ど
の
程
度
、
理
想
に

近
づ
け
て
い
る
の
か
。
自
問
自
答
は
尽
き
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
不
安
や
葛
藤
の
狭
間
で
見
出
さ
れ
て
き
た
の
が
、
独

創
的
な
教
育
手
法
で
す
。
こ
れ
が
大
学
教
育
の
う
ま
味
で
あ
り
、
教

員
の
人
生
観
や
教
育
観
が
に
じ
み
出
た
教
育
こ
そ
、
本
来
の
大
学
に

お
け
る
高
等
教
育
の
姿
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
も
そ
も
大
学
教
員
は
、

本
質
的
に
探
究
心
が
強
く
、
勉
強
好
き
で
す
。
研
究
活
動
は
、
い
う

ま
で
も
な
く
得
意
分
野
の
範
疇
で
す
が
、
教
育
活
動
に
関
し
て
は
、

Ｆ
Ｄ
活
動
や
さ
ま
ざ
ま
な
研
修
会
、
は
た
ま
た
教
職
員
員
同
士
の
親

睦
の
中
で
、
何
か
し
ら
の
ヒ
ン
ト
を
得
て
、
そ
れ
を
実
践
に
つ
な
げ

る
こ
と
で
、「
独
創
的
な
教
育
の
創
造
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

女
子
大
学
の
管
理
栄
養
士
養
成
は
、
開
設
か
ら
55
年
目
の
節
目
を

迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
国
内
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
活
躍
の
場
を

広
げ
て
い
る
卒
業
生
の
多
く
が
、
女
子
大
学
で
培
っ
た
知
識
や
経
験

を
軸
に
、
幅
広
く
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
社
会
に
出
て
、
い
き
い
き
と

活
躍
で
き
る
よ
う
な
人
材
を
育
成
す
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い

か
？
こ
れ
を
日
々
熟
考
し
、
学
生
の
声
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
こ
の

大
学
で
し
か
学
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
独
創
的
な
研
究
と
、
そ
の
成
果

を
活
か
し
た
教
育
を
日
々
追
求
す
る
こ
と
が
、
未
来
の
優
秀
な
人
材

育
成
や
よ
り
よ
い
健
康
社
会
の
実
現
に
つ
な
が
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

栄
養
学
を
通
じ
て
未
来
を
創
る

生
活
科
学
部
食
物
栄
養
科
学
科
准
教
授 

鈴す
ず
木き

　
拓た
く
史じ

女
子
大
学
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同
志
社
女
子
中
学
校
に
入
学
し
た
時
、
ま
ず
、
礼
拝
形
式
の
入
学

式
と
そ
の
時
の
讃
美
歌
に
驚
き
ま
し
た
。
毎
日
の
礼
拝
、
食
堂
や
購

買
部
が
あ
る
こ
と
、
授
業
で
隣
の
席
の
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
の
ノ
ー
ト
の

取
り
方
が
素
晴
ら
し
い
こ
と
、
定
期
試
験
前
の
勉
強
の
仕
方
な
ど
、

驚
く
こ
と
だ
ら
け
で
し
た
。
毎
日
、
あ
る
種
の
緊
張
感
を
持
っ
て
一

学
期
は
過
ご
し
て
い
た
な
、
と
思
い
出
し
ま
す
。
日
々
の
学
校
生
活

で
は
、
生
徒
が
個
性
を
発
揮
し
て
伸
び
伸
び
と
元
気
に
過
ご
し
て
い

る
、
そ
れ
を
見
守
っ
て
い
る
先
生
方
は
さ
ら
に
個
性
的
で
、
今
や
言

わ
な
く
な
っ
た
「
名
物
先
生
」
が
た
く
さ
ん
お
ら
れ
ま
し
た
。
授
業

内
容
は
大
学
推
薦
を
前
提
と
し
て
進
度
も
早
か
っ
た
し
大
変
な
面
も

あ
り
ま
し
た
が
、「
名
物
先
生
」
の
専
門
的
な
お
話
に
引
き
込
ま
れ
、

楽
し
か
っ
た
と
い
う
記
憶
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

素
晴
ら
し
い
経
験
を
与
え
て
く
れ
た
「
同
志
社
女
子
」
に
恩
返
し

を
す
る
こ
と
、
そ
れ
は
、
こ
れ
か
ら
育
っ
て
い
く
若
い
人
た
ち
に
、

私
と
同
じ
喜
び
を
経
験
し
て
貰
う
こ
と
だ
と
思
い
、
得
意
だ
っ
た
体

育
の
教
員
免
許
を
取
る
た
め
に
外
部
に
進
路
を
決
め
ま
し
た
。
四
年

間
は
同
志
社
か
ら
離
れ
ま
し
た
が
、
幸
い
に
も
体
育
科
教
員
と
し
て

再
び
「
同
志
社
女
子
」
に
導
か
れ
ま
し
た
。

誰
し
も
、
人
と
の
出
会
い
、
学
校
と
の
出
会
い
、
経
験
と
い
う
出

会
い
、
な
ど
様
々
な
出
会
い
に
影
響
を
受
け
て
育
ち
ま
す
。
私
の
場

合
、「
同
女
」
と
の
出
会
い
は
本
当
に
大
き
な
出
来
事
で
し
た
。
神

様
の
大
き
な
愛
に
包
ま
れ
て
、
全
て
の
事
柄
は
神
様
の
計
画
で
あ
る
、

本
当
に
そ
の
通
り
だ
と
心
か
ら
思
い
ま
す
。

入
学
し
た
当
初
、
聖
書
の
「
求
め
よ
、
そ
う
す
れ
ば
与
え
ら
れ
る

で
あ
ろ
う
。
探
せ
、
そ
う
す
れ
ば
見
出
す
で
あ
ろ
う
。
門
を
た
た
け
、

そ
う
す
れ
ば
開
か
れ
る
で
あ
ろ
う
。（
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
７
章
）」

と
い
う
箇
所
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。
神
様
を
信
じ
、
自
分
自
身
が

前
を
向
い
て
進
む
こ
と
。
そ
う
す
れ
ば
神
様
は
必
ず
答
え
を
下
さ
る
。

時
代
が
変
化
し
、
便
利
に
な
る
半
面
不
便
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
Ａ
Ｉ
の
発
達
に
よ
り
人
間
の
活
躍
の
場
が
追
い
や
ら
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
思
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
「
ひ
と
」
は
心

を
持
ち
、
心
の
繋
が
り
で
豊
か
に
生
き
て
い
く
こ
と
が
出
来
ま
す
。

心
は
時
に
傷
つ
く
こ
と
も
あ
る
け
れ
ど
、
別
の
心
が
そ
れ
を
救
っ
て

く
れ
る
。
我
々
は
「
心
あ
る
人
」
を
育
て
ら
れ
る
よ
う
、
努
力
を
重

ね
、
ブ
ド
ウ
の
木
が
さ
ら
に
繁
栄
す
る
こ
と
を
願
い
た
い
と
思
い
ま

す
。

同
志
社
と
出
会
う
と
い
う
こ
と

体
育
科
教
諭 

那な

須す

　
文ふ
み
惠え

女
子
中
学
校
・
高
等
学
校
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イ
ヴ
ィ
ス
先
生
の
伝
記
［D

avis Soldier M
issionary

『
宣
教

の
勇
者
』
北
垣
宗
治
訳
］
の
著
者
で
、
東
京
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
主
事
で

あ
っ
た
。
エ
レ
ノ
ア
・
ラ
ネ
イ
氏
の
母
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
・
デ
イ
ヴ
ィ

ス
・
ワ
ト
キ
ン
ス(

１
９
１
０
―
１
９
９
９)

氏
は
、
マ
ー
ル
・
デ

イ
ヴ
ィ
ス
氏
の
長
女
で
あ
り
、
１
９
７
３
年
か
ら
１
９
７
４
年
の
間
、

同
志
社
女
子
大
学
で
英
語
を
教
え
て
お
ら
れ
た
。
そ
の
後
再
び
ワ
ト

キ
ン
ス
先
生
は
１
９
８
０
年
に
同
志
社
国
際
高
校
開
校
の
際
に
来
日

さ
れ
て
１
９
８
４
年
ま
で
同
志
社
国
際
高
校
で
日
本
美
術
史
を
担
当

し
、
ま
た
同
志
社
女
子
大
学
で
も
英
語
を
教
え
た
。
そ
し
て
１
９
８

０
年
に
は
同
志
社
女
子
大
学
の
ジ
ョ
ス
リ
ン
先
生
と
同
志
社
礼
拝
堂

チ
ャ
ペ
ル
内
の
デ
イ
ヴ
ィ
ス
先
生
肖
像
画
前
で
結
婚
式
を
挙
げ
ら
れ

た
事
は
当
時
の
同
志
社
の
話
題
で
あ
っ
た
。

エ
レ
ノ
ア
氏
は
母
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
・
デ
イ
ヴ
ィ
ス
・
ワ
ト
キ
ン
ス
・

ジ
ョ
ス
リ
ン
氏
、
祖
父
マ
ー
ル
・
デ
イ
ヴ
ィ
ス
氏
、
曾
祖
父
ジ
ェ
ロ

ー
ム
・
Ｄ
・
デ
イ
ヴ
ィ
ス
氏
の
想
い
出
を
胸
に
来
校
さ
れ
、
八
田
英

二
総
長
・
理
事
長
と
面
談
さ
れ
た
。
八
田
総
長
・
理
事
長
は
、
エ
レ

ノ
ア
氏
と
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
氏
の
お
二
人
に
対
し
て
、「
同
志
社
設
立

当
初
、
教
員
は
新
島
先
生
と
デ
イ
ヴ
ィ
ス
先
生
の
2
名
の
み
で
し
た
。

デ
イ
ヴ
ィ
ス
先
生
は
、
同
志
社
の
草
創
期
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
大

変
な
功
労
者
で
あ
り
、
教
育
に
懸
け
る
信
念
や
情
熱
は
、
現
在
の
同

志
社
の
教
職
員
に
も
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。
２
０
２
５
年

に
創
立
１
５
０
周
年
を
迎
え
る
同
志
社
は
、
同
志
社
に
関
わ
る
全
て

ジ
ェ
ロ
ー
ム
・
Ｄ
・
デ
イ
ヴ
ィ
ス
先
生
は
3
人
の
同
志
社
創
立
者

の
1
人
と
し
て
知
ら
れ
、
そ
の
肖
像
画
が
今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス
同
志

社
礼
拝
堂
（
チ
ャ
ペ
ル
）
内
の
正
面
の
左
側
壁
に
山
本
覚
馬
の
肖
像

画
と
並
び
、
右
側
壁
の
新
島
襄
の
肖
像
画
と
共
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
デ
イ
ヴ
ィ
ス
先
生
の
曽
孫
の
エ
レ
ノ
ア
・
ラ
ネ
イ
氏
が
長
女

の
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
氏
と
共
に
２
０
２
４
年
4
月
12
日
に
米
国
カ
ル
フ

ォ
ル
ニ
ア
か
ら
同
志
社
を
訪
問
さ
れ
た
。

デ
イ
ヴ
ィ
ス
先
生
一
家
４
人
は
同
志
社
開
校
の
１
８
７
５
年
に
神

戸
か
ら
京
都
へ
入
っ
た
。
長
男
マ
ー
ル
・
デ
イ
ヴ
ィ
ス
氏
は
そ
の
年

の
11
月
に
自
宅
と
し
て
い
た
京
都
御
所
内
旧
柳
原
家
で
誕
生
し
、
デ

特別
寄
稿

ジ
ェ
ロ
ー
ム
・
Ｄ
・
デ
イ
ヴ
ィ
ス
先
生
の

曾
孫
エ
レ
ノ
ア
・
ラ
ネ
イ
氏
ご
来
校法

人
事
務
部
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の
方
々
と
共
に
手
を
携
え
、
こ
れ
を
契
機
と
し
て
更
な
る
飛
躍
を
目

指
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。」
と
話
さ
れ
た
。
ま
た
、
デ
イ
ヴ
ィ

ス
先
生
の
お
名
前
か
ら
命
名
し
た
「
デ
イ
ヴ
ィ
ス
記
念
館
（
大
学
京

田
辺
校
地
）」
で
、
4
月
に
は
約
７
，
７
０
０
名
の
新
入
生
を
迎
え

る
大
学
の
入
学
式
が
執
り
行
わ
れ
た
こ
と
な
ど
、
デ
イ
ヴ
ィ
ス
家
と

同
志
社
の
つ
な
が
り
を
示
す
お
話
も
あ
っ
た
。

面
談
後
は
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
第
1
部
門
研
究(

新
島
研

究)

の
メ
ン
バ
ー
8
名
（
伊
藤
彌
彦
氏
、
児
玉
実
英
氏
、
森
一
郎
氏
、

森
永
長
壱
郎
氏
、
大
鉢
忠
氏
、
坂
本
清
音
氏
、
八
木
谷
涼
子
氏
、
吉

川
健
氏
）
が
、
同
志
社
礼
拝
堂
の
デ
イ
ヴ
ィ
ス
先
生
の
肖
像
画
へ
案

内
し
た
。
ま
た
、
お
二
人
は
デ
イ
ヴ
ィ
ス
先
生
が
ア
メ
リ
カ
か
ら
取

り
寄
せ
て
組
み
立
て
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
彰
栄
館
の
時
計
を

外
か
ら
眺
め
ら
れ
、
ハ
リ
ス
理
化
学
館
の
常
設
展
示
室
に
あ
る
デ
イ

ヴ
ィ
ス
先
生
の
写
真
や
デ
イ
ヴ
ィ
ス
先
生
が
同
志
社
と
契
約
を
さ
れ

た
書
を
ご
覧
に
な
っ
た
。

ま
た
、
新
島
研
究
グ
ル
ー
プ
の
有
志
は
学
内
の
見
学
後
、
近
く
デ

イ
ヴ
ィ
ス
先
生
の
１
８
７
１
年
か
ら
81
年
ま
で
の
ア
メ
リ
カ
ン
ボ
ー

ド
と
の
や
り
と
り
の
手
書
き
書
簡
を
復
刻
出
版
す
る
予
定
で
あ
る
こ

と
を
エ
レ
ノ
ア
・
ラ
ネ
イ
氏
に
お
伝
え
し
、
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

同
志
社
創
立
１
５
０
周
年
を
前
に
し
て
、
同
志
社
創
立
時
の
恩
人

の
ご
息
女
と
の
交
流
を
持
つ
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
有
意
義
な
機
会

と
な
っ
た
。

理事長室にて同志社創立者新島襄夫妻肖像画と共に、左からマーガレット氏、八田英二
総長・理事長、エレノア・ラネイ氏（肖像画は西陣織の最新技術により写真の複製）
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曽祖父のデイヴィス先生の肖像画の前で

第1部門研究（新島研究）のメンバーとの記念写真
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家系図（ジェローム・D・デイヴィス先生～曾孫エレノア・ラネイ氏）

Family Tree (Mr. Jerome D. Davis ~ Great-grandson Ms. Eleanor Laney)

Jerome Dean Davis
1838-1910

［Born］1838.01.17 Groton, Tompkins, New York
［Died］1910.11.04 Oberlin, Lorain, Ohio

John Merle Davis
1875-1960

［Born］1875.01.01 Kyoto, Japan
［Died］1960.03.15 Palo Alto, Santa Clara, California

Virginia Davis Watkins Josselyn
1910-1999

［Born］1910.01.02 Nagasaki, Japan
［Died］1999.10.08 Dallas, Texas

Teacher of Doshisha Women’s College of Liberal Arts 
and Doshisha International High School

Eleanor Laney
［Born］1947.03.24 San Francisco

[Spouse]David McQueen Laney of Dallas, Texas
[Daughter] Margaret Preston Laney born 1983.02.26

   [Daughter] Virginia McQueen Laney born 1986.02.19

Sophia Demond Strong
1841-1856

［Born］ 1843.08.29 Illinois
［Died］ 1886.04.08 at sea, Japan

Jay Doane Davis
 1870-1871

Clara Strong Davis
 1872-1900

Genevieve Woodbury Davis 
1874-1906

Helen Augusta Davis
 1885-1916

写真中央がヴァージニア・デイヴィス・ワトキンス・ジョスリン氏、
右隣は同志社女子大学第5代学長・越智文雄氏（同志社女子大学所蔵）

家系図（ジェローム・D・デイヴィス先生～曾孫エレノア・ラネイ氏）
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大
学ソ

ー
シ
ャ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
で 

よ
り
よ
い
社
会
を
つ
く
る

商
学
部
教
授 

瓜う
り
ゅ
う
は
ら

生
原
　
葉よ
う

子こ

行
動
変
容
を
促
す
価
値
の
共
創
と
発
信

私
が
生
涯
を
通
し
て
成
し
遂
げ
た
い
と
考
え
て
い
る
の
は
、
一
人

残
さ
ず
誰
も
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
「w
ell-being

」
な
社
会
に
寄

与
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
個
人
は
も
ち
ろ
ん
、
家
族
や
地
域
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
企
業
、
国
や
自
治
体
な
ど
、
こ
の
社
会
を
構
成
し

て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
人
た
ち
が
「social good
」
な
行
動

を
自
ら
起
こ
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
支
援
を
し
て
い
く
…
、
つ
ま

り
一
人
ひ
と
り
の
行
動
の
総
和
で
よ
り
よ
い
社
会
を
実
現
し
て
い
く

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

人
々
の
行
動
変
容
を
促
す
ア
プ
ロ
ー
チ
の
一
つ
が
、「
ソ
ー
シ
ャ
ル

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
で
す
。
ま
ず
、
私
た
ち
が
日
頃
「
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
」
と
呼
ん
で
い
る
「
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
（
商
業
的
）
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
例
え
ば
、
1
本
５
０
０
円

の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
お
茶
は
高
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
も
し
皆
さ

ん
が
砂
漠
に
い
て
喉
が
渇
い
て
い
た
と
し
た
ら
、
1
万
円
で
も
欲
し

い
と
思
う
で
し
ょ
う
。
私
た
ち
は
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
購
入
し
て
い

る
わ
け
で
な
く
、
お
金
を
支
払
っ
て
そ
れ
が
生
み
出
し
て
い
る
様
々

な
価
値
を
得
て
い
る
の
で
す
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
こ
う
し
た
交
換

を
成
立
さ
せ
る
仕
組
み
で
、
損
（
コ
ス
ト
）
と
得
（
価
値
）
を
天
秤

に
か
け
た
と
き
、
得
の
部
分
の
ほ
う
が
大
き
い
こ
と
が
重
要
で
す
。

ソ
ー
シ
ャ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
で
は
、
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
で
は
な
く
、

「
社
会
に
望
ま
し
い
行
動
」
を
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
毎
日
帰
宅
後
す
ぐ
に
手
を
洗
う
の
は
面
倒
だ
と
思
う
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
手
洗
い
に
よ
り
家
族
の
感
染
症
を
予
防
で
き
る
、

す
な
わ
ち
面
倒
と
思
う
コ
ス
ト
を
上
回
る
価
値
に
気
づ
け
ば
、social 

good
な
行
動
が
増
え
て
い
き
ま
す
。
法
律
や
罰
則
で
は
な
く
、
行
動

科
学
理
論
と
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
基
づ
い
て
、
一
人
ひ
と
り
の
心
に
響
く
メ

私の研究・私の授業
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ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
そ
の
価
値
を
伝
え
る
こ
と
で
、
個
人
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
自
発
的
な
行
動
変
容
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

social good

に
寄
与
す
る
人
を
創
る
多
彩
な
ゼ
ミ
活
動

ソ
ー
シ
ャ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
お
い
て
、social good

を
実

現
す
る
（
社
会
課
題
を
解
決
す
る
）
行
動
を
明
確
に
す
る
こ
と
、
そ

の
行
動
変
容
に
こ
だ
わ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ゼ
ミ
で
は
学
生
た
ち

と
一
緒
に
、
誰
が
困
っ
て
い
る
の
か
を
基
盤
に
対
象
者
を
決
め
、
そ

の
人
々
が
な
ぜ
行
動
で
き
な
い
の
か
（
障
壁
）、
行
動
し
て
も
ら
う

価
値
や
き
っ
か
け
な
ど
を
調
査
し
、
障
壁
と
価
値
の
交
換
が
成
り
立

つ
よ
う
な
施
策
を
立
案
し
、
社
会
実
装
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
態
度
・

行
動
の
変
化
を
測
定
し
、
そ
の
結
果
を
分
析
・
評
価
し
、
様
々
な
人

た
ち
か
ら
得
た
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
次
年
度
の
活
動
に
活
か
す
と
い

う
シ
ー
ケ
ン
シ
ャ
ル
な
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

２
０
１
５
年
～
２
０
１
９
年
に
取
り
組
ん
だ
「
臓
器
提
供
の
意
思

表
示
」
で
は
、
３
９
７
名
が
参
加
し
た
臓
器
提
供
の
理
解
と
普
及
を

促
す
た
め
の
認
知
向
上
レ
ッ
ス
ン
が
ギ
ネ
ス
世
界
記
録
に
認
定
さ
れ

る
な
ど
ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
を
行
い
ま
し
た
。Yes

で
あ
っ
て
もN

o

で
あ
っ
て
も
一
人
ひ
と
り
が
意
思
表
示
を
行
う
こ
と
で
、
自
分
の
考

え
に
つ
い
て
家
族
と
の
対
話
が
増
え
た
り
、
そ
れ
に
よ
り
万
が
一
の

と
き
に
家
族
の
負
担
を
軽
減
で
き
た
り
、social good

な
行
動
に

向
け
た
価
値
の
共
創
・
発
信
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

２
０
２
１
年
度
に
は
、
ゼ
ミ
の
卒
業
生
が
立
ち
上
げ
た
ソ
ー
シ
ャ

ル
ベ
ン
チ
ャ
ー
と
共
創
し
、「
森
林
保
全
行
動
の
促
進
」
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
ゼ
ミ
生
た
ち
が
中
心
と
な
っ
て
小
学
生
向
け
の
す
ご
ろ

く
ゲ
ー
ム
を
開
発
。「
木
を
植
え
る
」「
伐
採
・
製
材
」
な
ど
そ
れ
ぞ

れ
の
マ
ス
目
で
ポ
イ
ン
ト
を
競
い
な
が
ら
、
経
済
と
環
境
の
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
ゴ
ー
ル
を
目
指
す
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
学
生
が
フ

ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
な
っ
て
環
境
保
全
に
関
す
る
ク
イ
ズ
を
出
し
た

り
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
た
り
す
る
こ
と
で
、
彼
（
女
）
ら
自
身
が
学

び
を
深
め
、
態
度
・
行
動
変
容
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
が
鍵
で
す
。

限
り
あ
る
資
源
に
優
し
い
「
超
エ
コ
」
行
動
を
始
め
る
！ 

今
、
医
療
費
が
高
騰
し
、
医
療
を
受
け
る
側
・
提
供
す
る
側
双
方

の
負
担
の
増
加
な
ど
が
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
誰
も
が
健
康

で
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
社
会
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
、
一
人
ひ
と
り

が
ふ
せ
げ
る
病
気
を
防
ぎ
、
本
当
に
必
要
と
し
て
い
る
人
に
医
療
を

届
け
る
仕
組
み
を
つ
く
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
限
り
あ
る
医
療
資
源

に
優
し
い
行
動
を
自
ら
始
め
よ
う
と
い
う
の
が
、
私
た
ち
が
現
在
取

り
組
ん
で
い
る
「
医
療
の
エ
コ
活
動
」
で
す
。

身
近
な
エ
コ
活
は
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
朝
食
摂
取
で
す
。
学
生
に

「
朝
食
を
と
り
ま
し
ょ
う
」
と
言
っ
て
も
、
時
間
が
な
い
、
面
倒
な

ど
様
々
な
障
壁
が
あ
っ
て
、
な
か
な
か
実
行
に
移
せ
な
い
の
が
実
情

で
す
。
1
年
目
の
取
り
組
み
と
し
て
、
朝
食
を
と
る
価
値
や
自
発
的
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な
行
動
の
動
機
づ
け
を
促
す
た
め
に
、
朝
食
を
通
じ
て
ワ
ク
ワ
ク
を

感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
参
加
型
イ
ベ
ン
ト
「
世
界
の
朝
食
展
」
を

企
画
し
ま
し
た
。
学
生
が
撮
影
し
た
世
界
各
国
の
映
え
る
朝
食
写
真

を
一
堂
に
展
示
し
た
ほ
か
、
14
種
類
の
レ
シ
ピ
を
紹
介
し
た
カ
レ
ン

ダ
ー
や
、
そ
の
人
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
っ
た
レ
シ
ピ
を
提
案
す

る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
レ
ス
ポ
ン
ス
な
ど
、
行
動
障
壁
を
軽
減
し
、
自
宅
に
お
い

て
も
継
続
的
な
行
動
に
つ
な
が
る
ツ
ー
ル
を
提
供
し
ま
し
た
。
参
加

者
の
97
％
が
「
朝
食
の
重
要
性
を
理
解
し
た
」
と
答
え
ま
し
た
。

2
年
目
は
、
栄
養
管
理
の
専
門
家
と
連
携
し
、
商
業
施
設
で
「
レ

ン
チ
ン
で
で
き
る
！
ヘ
ル
シ
ー
朝
食
ク
ッ
キ
ン
グ
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
オ
ー
ト
ミ
ー
ル
炒
飯
や
野
菜
と
豆
腐
の
キ
ッ
シ
ュ
な
ど
、
耐
熱

ボ
ー
ル
一
つ
と
電
子
レ
ン
ジ
で
調
理
可
能
な
朝
食
づ
く
り
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
こ
と
で
、
自

分
で
も
で
き
る
と
い
う

自
己
効
力
感
（
自
信
）

を
多
く
の
人
に
持
っ
て

も
ら
え
た
と
思
い
ま
す
。

今
年
は
11
月
9
―
10

日
に
イ
オ
ン
モ
ー
ル
京

都
で
『
超
Ｅ
Ｃ
Ｏ
祭
２
０
２
４
』

を
開
催
し
ま
す
の
で
、
ご
家
族
で

お
運
び
く
だ
さ
い
。
学
生
た
ち
と

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！

今
、
環
境
や
生
物
多
様
性
、
医

療
と
い
う
枠
組
み
を
超
え
、
一
人

ひ
と
り
の
行
動
が
社
会
全
体
を
よ

く
す
る
「
超
エ
コ
」
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
ソ
ー
シ
ャ
ル
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
の
手
法
を
活
用
し
、
学
生
は
も
ち

ろ
ん
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
、
組
織
、
社
会
と
共

創
し
な
が
ら
、
他
者
へ
の
思
い
や
り
に
満
ち

たw
ell-being

な
社
会
が
実
現
で
き
れ
ば

素
晴
ら
し
い
で
す
ね
。

レンチンでできる！ヘルシー朝食クッキング

世界の朝食展
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社
会
心
理
学
を
通
じ
て
解
明
す
る
人
間
心
理
と
社
会
問
題

人
間
は
、
一
人
で
は
生
き
ら
れ
ず
、
常
に
周
囲
の
人
々
と
影
響
し

合
う
存
在
で
す
。
そ
の
お
か
げ
で
、
社
会
に
は
思
い
や
り
や
助
け
合

い
と
い
っ
た
繋
が
り
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
個
々
人
は
独

自
の
世
界
観
や
文
化
的
に
異
な
る
価
値
観
を
持
つ
た
め
、
す
れ
違
い

や
対
立
が
生
じ
や
す
く
、
時
に
は
他
者
を
傷
つ
け
て
し
ま
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
差
別
や
戦
争
と
い
っ
た
大
き
な
社
会
問
題
に

ま
で
も
発
展
し
て
い
ま
す
。
私
は
、
こ
の
よ
う
な
人
間
の
相
反
す
る

性
質
に
興
味
を
持
ち
、
社
会
心
理
学
の
分
野
で
「
な
ぜ
人
は
他
者
を

傷
つ
け
る
の
か
」「
ど
の
よ
う
に
人
々
は
歩
み
寄
る
の
か
」
と
い
う

問
い
に
向
き
合
っ
て
き
ま
し
た
。
実
際
の
取
り
組
み
で
は
、
具
体
的

な
社
会
問
題
へ
の
洞
察
を
起
点
に
、
調
査
や
実
験
を
実
施
し
、
そ
の

デ
ー
タ
解
析
を
通
じ
て
心
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
中
か
ら
２
つ
の
研
究
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
特
定
集
団
を
避
け
る
心
理
を 

追
跡
し
た
調
査

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
日
本
で
も
流
行
し
始
め
た
２
０

２
０
年
１
月
、
私
は
こ
の
危
機
的
な
環
境
下
で
日
本
人
が
他
者
と
の

関
わ
り
を
ど
の
よ
う
に
変
え
て
い
く
の
か
を
長
期
的
に
観
察
す
る
た

め
、
パ
ネ
ル
調
査
を
開
始
し
ま
し
た
。
パ
ネ
ル
調
査
と
は
、
回
答
者

を
追
跡
し
、
定
期
的
に
同
じ
質
問
を
測
定
す
る
こ
と
で
縦
断
的
な
デ

ー
タ
を
取
得
す
る
手
法
で
す
。
調
査
は
、
２
０
２
０
年
１
月
末
か
ら

５
類
移
行
の
適
用
か
ら
約
１
年
経
過
し
た
２
０
２
４
年
３
月
ま
で
の

４
年
間
継
続
さ
れ
、
計
30
時
点
の
デ
ー
タ
を
取
得
し
ま
し
た
。

特
に
私
は
、
人
々
が
特
定
集
団
を
避
け
る
心
理
に
注
目
し
ま
し
た
。

人
間
は
、
感
染
リ
ス
ク
や
病
気
の
存
在
を
認
識
す
る
と
、
感
染
予
防

の
た
め
に
手
洗
い
や
う
が
い
な
ど
の
衛
生
行
動
や
、
感
染
リ
ス
ク
の

あ
る
場
所
や
人
を
避
け
る
行
動
を
取
り
ま
す
。
こ
れ
を
「
行
動
的
免
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大
学双

方
が
歩
み
寄
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て

文
化
情
報
学
部
助
教 

山や
ま

縣が
た

　
芽め

生い
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疫
シ
ス
テ
ム
」
と
呼
び
ま
す
。
特
に
、
感
染
者
や
外
国
人
な
ど
、
感

染
リ
ス
ク
が
あ
る
と
認
識
さ
れ
や
す
い
人
々
が
、
過
剰
に
避
け
ら
れ

る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
理
論
を
基
に
コ
ロ
ナ
禍
で
の
パ
ネ
ル
調
査
デ
ー
タ
を
解

析
し
た
結
果
、
外
国
人
に
対
す
る
忌
避
的
な
態
度
は
、
普
段
か
ら
の

「
感
染
を
避
け
た
い
気
持
ち
」
の
強
さ
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
が
定

量
的
に
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
２
０
２
０
年
７
月
か
ら

２
０
２
４
年
３
月
ま
で
の
デ
ー
タ
解
析
の
結
果
、
人
々
の
コ
ロ
ナ
感

染
者
に
対
す
る
忌
避
的
な
態
度
は
時
系
列
的
に
４
つ
の
パ
タ
ー
ン
に

分
類
さ
れ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
忌
避
的
な
態

度
の
得
点
が
「
高
い
水
準
」「
中
程
度
の
水
準
」「
低
い
水
準
」「
時

間
と
と
も
に
減
少
」
の
４
グ
ル
ー
プ
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
特
定
集
団
に
対
す
る
態
度
や
そ
の
背
景
を
理
解
す
る

研
究
は
、
将
来
の
公
衆
衛
生
上
の
危
機
に
お
い
て
重
要
で
す
。
感
染

防
止
の
た
め
に
特
定
の
集
団
を
過
剰
に
避
け
る
こ
と
は
、
偏
見
や
差

別
を
生
み
、
感
染
流
行
の
抑
制
を
妨
げ
る
と
い
う
逆
効
果
を
も
た
ら

す
危
険
が
あ
り
ま
す
。
人
々
は
差
別
さ
れ
る
こ
と
を
予
期
し
、
感
染

を
隠
す
た
め
に
検
査
や
医
療
機
関
の
受
診
を
避
け
る
可
能
性
が
あ
り
、

結
果
的
に
感
染
症
の
拡
散
を
助
長
し
て
し
ま
う
の
で
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
新
規
参
入
者
の
相
互
作
用
に
関
す
る
実
験

コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
緊
急
事
態
に
加
え
、
私
は
日
常
生
活
に
潜
む
社

会
問
題
に
も
注
目
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
移
住
や
就
職
の
際

に
見
ら
れ
る
村
八
分
や
同
調
圧
力
の
問
題
で
す
。
近
年
、
よ
り
よ
い

生
活
を
求
め
て
、
多
く
の
人
々
が
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
間
を
移

動
し
て
い
ま
す
。
こ
の
社
会
の
流
動
性
の
高
ま
り
は
、
個
人
の
ウ
ェ

ル
ビ
ー
ン
グ
に
寄
与
す
る
だ
け
で
な
く
、
地
域
や
組
織
で
の
担
い
手

を
充
足
さ
せ
、
市
場
を
活
性
化
さ
せ
る
な
ど
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
効
果

を
も
た
ら
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
新
規
参
入
者

（
新
参
者
）
が
既
存
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
加
わ
る
際
に
は
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
側
が
新
参
者
に
一
方
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
規
範
を
受
け
入

れ
る
か
、
拒
否
す
る
か
を
迫
る
状
況
は
多
い
で
し
ょ
う
。
こ
の
非
対

称
的
な
歩
み
寄
り
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
健
全
な
発
展
を
妨
げ
、
ム

ラ
社
会
化
の
よ
う
な
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
結
果
を
招
き
や
す
く
な
り
ま
す
。

こ
う
し
た
問
題
に
対
し
、
私
は
、
新
参
者
と
既
存
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と

の
間
で
共
有
さ
れ
る
規
範
の
欠
如
が
原
因
で
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。

社
会
心
理
学
に
お
い
て
「
規
範
」
と
は
、
あ
る
集
団
で
共
有
さ
れ

て
い
る
、
あ
る
い
は
期
待
さ
れ
て
い
る
判
断
基
準
を
指
し
ま
す
。
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
の
相
互
作
用
か
ら
規
範
が
生
ま
れ
る
プ
ロ
セ
ス
を
解

明
す
る
た
め
に
、
多
く
の
実
験
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
例
え
ば
、

シ
ェ
リ
フ
の
古
典
的
な
実
験
で
は
、
複
数
の
参
加
者
が
光
の
動
き
を

観
測
し
、
そ
の
光
が
ど
の
程
度
動
い
た
か
を
他
の
参
加
者
と
答
え
合

わ
せ
を
す
る
こ
と
で
、
最
終
的
に
判
断
の
傾
向
が
類
似
す
る
こ
と
が

示
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
傾
向
は
個
人
が
自
由
に
で
き
る
場
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面
で
も
維
持
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
個
体
間
で
規
範
が
形
成
さ
れ
た
と

結
論
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
現
象
は
「
集
団
規
範
へ
の
同
調
」
と

し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
が
社
会
的
規
範
と
し
て
実

際
に
機
能
す
る
の
か
ど
う
か
、
特
に
新
参
者
に
対
す
る
排
除
を
引
き

起
こ
す
か
ど
う
か
は
ま
だ
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
私
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
新
参
者
を
受
容
あ
る
い
は
排

除
す
る
条
件
を
調
べ
る
実
験
を
行
い
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
参
加

者
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
制
御
の
ボ
ッ
ト
と
ラ
ン
ダ
ム
に
配
置
さ
れ
た
ド

ッ
ト
の
数
を
推
定
す
る
課
題
を
行
い
ま
し
た
（
図
１
）。
参
加
者
は
、

先
に
遭
遇
し
た
個
体
と
ド
ッ
ト
の
数
を
複
数
回
答
え
合
わ
せ
を
し
、

そ
の
後
、
新
た
な
個
体
（
新
参
者
）
も
含
め
て
３
人
で
答
え
合
わ
せ

を
複
数
回
行
い
ま
し
た
。
こ
の
相
互
作
用
を
通
じ
て
、
参
加
者
の
推

定
傾
向
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
及
ぶ
の
か
、
ま
た
、
推
定
傾
向
が
異

な
る
個
体
に
対
し
て
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
印
象
が
生
じ
る
の
か
ど
う
か
を
、

先
に
遭
遇
す
る
個
体
が
い
る
条
件
と
い
な
い
条
件
で
比
較
し
ま
し
た
。

実
験
の
結
果
、
最
初
に
遭
遇
し
た
個
体
と
の
相
互
作
用
に
よ
っ
て

推
定
傾
向
は
一
時
的
に
変
化
し
ま
し
た
が
、
新
た
な
個
体
と
の
相
互

作
用
後
に
は
そ
の
効
果
が
減
弱
し
ま
し
た
。
ま
た
、
二
者
間
で
答
え

の
似
て
い
る
度
合
が
、
相
手
へ
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
印
象
と
相
関
す
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
共
有
さ
れ
た
判
断
基
準
が
な

く
て
も
、
相
手
と
の
類
似
性
が
参
加
者
の
判
断
や
印
象
形
成
に
重
要

な
役
割
を
果
た
す
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
こ
の
知
見
は
、
新
参
者

が
排
除
さ
れ
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
の

対
策
と
し
て
、
単
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
規
範
を
共
有
す
る
の
で
は
な
く
、

両
者
の
間
で
一
致
し
て
い
る
価
値
観

や
特
徴
を
強
調
す
る
こ
と
が
効
果
的

で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
ま
す
。

以
上
、
様
々
な
社
会
問
題
と
手
法

か
ら
多
角
的
に
人
間
心
理
を
研
究
し

て
き
ま
し
た
。
人
間
の
心
は
複
雑
で

あ
る
た
め
、
人
々
が
傷
つ
け
合
う
こ

と
か
ら
脱
し
、
双
方
が
歩
み
寄
る
方

法
を
見
つ
け
る
こ
と
は
容
易
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
の
挑
戦
が

科
学
的
探
求
の
醍
醐
味
で
も
あ
り
ま

す
。
今
後
も
、
現
代
社
会
が
抱
え
る

課
題
に
焦
点
を
当
て
、
社
会
を
形
成

す
る
人
間
の
行
動
の
背
後
に
あ
る
メ

カ
ニ
ズ
ム
を
解
き
明
か
す
た
め
の
研

究
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
知
見
が
人
々
の
生
活
や
社
会
的
な
意
思
決

定
、
政
策
の
形
成
に
役
立
つ
よ
う
、
科
学
と
実
社
会
の
橋
渡
し
を
意

識
し
な
が
ら
、
具
体
的
な
問
題
解
決
に
寄
与
す
る
研
究
実
践
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

図1 実験のフロー（3人での相互作用試行）
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女
子
大
学

ス
ポ
ー
ツ
の
近
代
化
と
キ
リ
ス
ト
教

現
代
社
会
学
部
現
代
こ
ど
も
学
科 

梅う
め

垣が
き

　
明あ
け

美み

近
代
ス
ポ
ー
ツ
を
創
造
し
た
人
た
ち

現
在
、
私
た
ち
が
楽
し
ん
で
い
る
テ
ニ
ス
、
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
ラ

グ
ビ
ー
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
は
、
十
九
世
紀
中
頃
以
降
、
イ
ギ
リ
ス
で

組
織
化
さ
れ
た
も
の
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
の
近
代
化
（
近
代
ス
ポ
ー
ツ

の
形
成
）
は
、
ど
の
国
よ
り
も
早
く
、
世
界
に
先
駆
け
産
業
革
命
を

経
験
し
た
イ
ギ
リ
ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
人
々
が
熱
狂
し
て
い
た
ス
ポ
ー
ツ
は
、
闘
鶏
、
熊
が
け

（
猟
犬
に
熊
を
襲
わ
せ
る
も
の
）、
ピ
ュ
ジ
リ
ズ
ム
（
素
手
で
行
う
拳

闘
）
や
マ
ス
・
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
な
ど
、
流
血
を
伴
い
、
時
に
は
死
者

が
で
る
ほ
ど
野
蛮
で
血
な
ま
ぐ
さ
い
も
の
で
し
た
。
今
で
は
、
大
谷

選
手
の
元
通
訳
に
よ
る
違
法
賭
博
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
当
時
、
ス
ポ
ー
ツ
に
は
賭
け
が
つ
き
も
の
で
し
た
。
皮
肉
な
こ

と
に
賭
け
が
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
の
楽
し
み
を
膨
ら
ま
せ
た
こ
と
も
事
実

で
す
。
お
金
を
か
け
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
勝
敗
の
行
方
に
ハ
ラ
ハ
ラ

ド
キ
ド
キ
、
興
奮
す
る
の
で
す
。
ま
た
、
賭
け
は
ス
ポ
ー
ツ
の
公
平

性
の
推
進
に
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。
試
合
条
件
の
平
等

が
担
保
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
賭
け
は
成
立
し
な
い
か
ら
で
す
。
一
方

で
、
勝
敗
の
判
決
を
め
ぐ
っ
て
、
胴
元
、
観
客
、
パ
ト
ロ
ン
な
ど
の

間
で
暴
力
沙
汰
に
な
る
こ
と
は
日
常
茶
飯
で
、
逮
捕
者
が
続
出
し
ま

し
た
。
近
代
ス
ポ
ー
ツ
が
成
立
す
る
以
前
の
ス
ポ
ー
ツ
は
、
飲
酒
や

喧
騒
が
伴
う
無
秩
序
極
ま
り
な
い
も
の
で
し
た
。

で
は
、
こ
の
よ
う
な
野
蛮
な
ス
ポ
ー
ツ
は
、
誰
の
手
に
よ
っ
て
、

ど
の
よ
う
に
、
現
在
の
姿
へ
と
変
容
を
遂
げ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
野

蛮
で
血
な
ま
ぐ
さ
い
ス
ポ
ー
ツ
を
洗
練
化
し
、
合
理
化
し
た
人
々
は
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ス
ク
ー
ル
や
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ

大
学
で
学
ん
だ
熱
心
な
キ
リ
ス
ト
者
で
し
た
。
マ
ス
キ
ュ
ラ
ー
・
ク

リ
ス
チ
ャ
ン
と
呼
ば
れ
る
人
た
ち
で
す
。

こ
の
よ
う
に
ス
ポ
ー
ツ
の
近
代
化
に
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
大
き
な

影
響
が
認
め
ら
れ
ま
す
。
私
が
大
学
生
だ
っ
た
頃
、
日
本
の
ス
ポ
ー
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ツ
研
究
の
中
で
、
ス
ポ
ー
ツ
と
キ
リ
ス
ト
教
の
関
係
に
着
目
す
る
研

究
は
少
な
く
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
不
明
瞭
な
点
が
多
く
あ
り
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
研
究
者

の
道
を
歩
み
始
め
ま
し
た
。

特
に
、
十
九
世
紀
初
頭
は
、
イ
ギ
リ
ス
や
ア
メ
リ
カ
で
信
仰
復
興

運
動
が
起
こ
っ
た
時
代
で
す
。
多
く
の
人
た
ち
が
そ
れ
ま
で
の
生
活

を
悔
い
改
め
、
神
に
立
ち
帰
り
、
聖
書
に
基
づ
い
た
生
活
を
送
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
禁
酒
運
動
や
奴
隷
制
度
の
廃
止
、
刑
務
所
改
革

な
ど
、
社
会
全
体
が
正
義
と
聖
さ
に
満
ち
た
時
代
で
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
時
代
に
ス
ポ
ー
ツ
の
担
い
手
と
な
っ
た
キ
リ
ス
ト
者
は
、
闘

鶏
、
熊
が
け
な
ど
の
野
蛮
で
血
な
ま
ぐ
さ
い
ス
ポ
ー
ツ
を
避
け
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
飲
酒
や
賭
け
も
禁
止
し
、
神
に
喜
ば
れ
る
生
活
を

求
め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
や
ラ
グ
ビ
ー
な
ど

の
ス
ポ
ー
ツ
で
は
、
各
チ
ー
ム
の
統
括
団
体
を
組
織
し
、
ル
ー
ル
の

統
一
化
を
図
り
ま
す
。
ル
ー
ル
を
守
る
、
対
戦
相
手
や
審
判
を
リ
ス

ペ
ク
ト
す
る
、
ベ
ス
ト
を
尽
く
す
な
ど
の
フ
ェ
ア
プ
レ
イ
精
神
が
醸

成
さ
れ
た
の
も
キ
リ
ス
ト
教
の
影
響
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

マ
ス
キ
ュ
ラ
ー
・
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
に
と
っ
て
、
神
に
喜
ば
れ
る
生

き
方
を
す
る
こ
と
が
人
生
の
目
的
で
す
か
ら
、
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
事

柄
に
つ
い
て
、
神
に
忌
み
嫌
わ
れ
る
も
の
は
排
除
し
、
む
し
ろ
神
に

喜
ば
れ
る
文
化
を
創
造
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

日
本
の
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
先
陣
を
き
っ
た
同
志
社

先
に
、
ス
ポ
ー
ツ
の
近
代
化
を
キ
リ
ス
ト
者
が
担
っ
た
と
書
き
ま

し
た
が
、
日
本
の
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
先
陣
を
き
っ
た
の
は
、
同
志

社
大
学
の
創
設
者
で
あ
る
新
島
襄
で
す
。
新
島
も
熱
心
な
キ
リ
ス
ト

者
で
し
た
。

日
本
に
お
け
る
最
初
の
体
育
教
員
養
成
機
関
は
、
１
８
７
８
年
に

設
立
さ
れ
た
体
操
伝
習
所
で
す
。
の
ち
に
東
京
師
範
学
校
の
附
属
と

な
り
、
高
等
師
範
学
校
か
ら
東
京
教
育
大
学
、
現
在
の
筑
波
大
学
へ

と
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
よ
り
も
早
く
、
１
８
７
５
年
に
設

立
さ
れ
た
同
志
社
英
学
校
に
は
、
運
動
場
（
体
育
館
）
が
備
え
ら
れ
、

課
外
の
随
意
科
目
と
し
て
「
体
育
」
が
置
か
れ
ま
し
た
。
日
本
の
体

育
教
育
の
始
ま
り
と
さ
れ
た
体
操
伝
習
所
よ
り
も
い
ち
早
く
体
育
が

実
施
さ
れ
た
こ
と
は
、
今
後
、
世
界
的
に
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
有
用

性
が
増
し
、
若
者
の
教
育
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
と
い
う
新
島
の

先
見
の
明
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

三
つ
の
正
三
角
形
を
寄
せ
た
同
志
社
の
徽
章
は
、
知
・
徳
・
体
の

三
位
一
体
あ
る
い
は
調
和
を
め
ざ
す
同
志
社

の
教
育
理
念
を
あ
ら
わ
す
も
の
と
解
釈
さ
れ

て
い
ま
す
。
同
志
社
が
体
育
を
ど
れ
程
重
要

な
も
の
と
考
え
て
い
た
の
か
を
推
し
は
か
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

図1　同志社徽章
HPより転載
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同
様
に
、
同
志
社
女
学
校
で
も
早
く
か
ら
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
が
実

施
さ
れ
て
い
た
と
い
う
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。
１
８
７
９
年
の
京

都
府
学
務
課
に
よ
る
本
学
の
視
察
報
告
書
に
は
、
ぶ
ら
ん
こ
、
玉
棒
、

投
擲
、
ロ
ー
ン
テ
ニ
ス
、
羽
子
板
な
ど
の
記
述
が
み
ら
れ
ま
す
。
同

志
社
女
子
大
学
で
長
ら
く
教
鞭
を
と
ら
れ
て
い
た
秦
芳
江
先
生
の
研

究
に
よ
る
と
、「
洋
式
ス
ポ
ー
ツ
が
日
本
の
女
子
体
育
の
教
材
に
採

用
さ
れ
た
と
い
う
、
お
そ
ら
く
最
初
の
記
録
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
」（
秦
、
１
９
８
４
、
２
１
頁
）
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

新
島
が
留
学
し
た
ア
ー
モ
ス
ト
大
学
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
大

学
体
育
発
祥
の
地
と
い
わ
れ
ま
す
。
新
島
は
、
日
本
人
と
し
て
ア
ー

モ
ス
ト
大
学
で
体
育
の
授
業
を
受
け
、
帰
国
後
、
同
志
社
に
体
育
を

導
入
す
る
の
で
す
。
明
治
政
府
は
、
１
８
７
２
年
に
、
岩
倉
具
視
使

節
団
を
欧
米
に
送
り
ま
す
が
、
新
島
は
、
政
府
か
ら
委
嘱
を
受
け
欧

米
の
教
育
制
度
を
視
察
し
ま
す
。
特
に
、
当
時
の
文
部
大
臣
で
あ
っ

た
田
中
不
二
麿
に
随
行
し
、
ア
ー
モ
ス
ト
大
学
を
案
内
し
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
明
治
政
府
は
、
ア
ー
モ
ス
ト
大
学
か
ら
リ
ー
ラ
ン
ド
博
士

を
招
聘
し
、
体
操
伝
習
所
を
設
立
し
て
い
く
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
同
志
社
大
学
の
創
設
者
で
あ
る
新
島
は
、
同
志
社
大

学
、
同
志
社
女
子
大
学
の
み
な
ら
ず
、
日
本
の
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の

発
展
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
人
物
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

同
志
社
女
子
大
学
で
の
取
り
組
み

こ
の
よ
う
な
伝
統
あ
る
大
学
で
、
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
情
熱
は
、

今
も
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

梅
垣
ゼ
ミ
で
は
、毎
年
、幼
児
か
ら
高
校
生
ま
で
を
対
象
と
し
た
「
か

け
っ
こ
教
室
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
２
０
２
４
年
度
も
５
月
に
、
恵

真
館
に
て
「
か
け
っ
こ
教
室
」
を
行
い
、
幼
児
か
ら
大
人
ま
で
９
０
名

近
い
人
た
ち
が
集
ま
り
ま
し
た
。
講
師
と
し
て
、
ウ
サ
イ
ン
・
ボ
ル
ト

や
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
飛
鳥
と
陸
上
修
行
を
経
験
し
た
現
役
ア
ス
リ
ー
ト

の
大
内
恵
吏
也
氏
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。
二
時
間
、
子
ど
も
も
大
人

も
汗
を
か
き
な
が
ら
夢
中
に
な
っ
て
走
る
こ
と
を
楽
し
み
ま
し
た
。

大
内
氏
の
指
導
は
、
不
思
議
で
、
ス
ポ
ー
ツ
の
指
導
場
面
で
よ
く

み
か
け
る
集
合
や
は
じ
め
な
ど
の
指
示
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。
大
内

氏
の
周
り
に
自
然
と
子
ど
も
が
集
ま
り
、
い
つ
の
間
に
か
運
動
が
は

じ
ま
り
、
い
つ
の
間
に
か
見
学
し
て
い
る
大
人
ま
で
参
加
し
て
い
る

の
で
す
。
保
育
士
、
幼
稚
園
・
小
学
校
教
諭
を
目
指
す
学
生
に
、
子

ど
も
を
夢
中
に
さ
せ
る
大
内
氏
の
指
導
を
学

ん
で
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。　
※
文
献：

秦
芳
江
（
１
９
８
４
）
同
志
社
女
子
部
の
正

課
体
育
と
課
外
体
育
の
歴
史
（
明
治
篇
）．

同
志
社
女
子
大
学
学
術
研
究
年
報
３
５

（
３
）．

かけっこ教室の一場面
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私の研究・私の授業

国
際
中
高

京
田
辺
を
歩
く

社
会
科
教
諭 

佐さ

藤と
う

　
友ゆ
う

亮す
け

は
じ
め
に

本
校
で
は
高
校
３
年
生
を
対
象
と
し
た
選
択
科
目
の
一
つ
に
「
地

域
研
究
京
田
辺
」
と
い
う
授
業
が
あ
り
ま
す
。
授
業
は
、
社
会
科
が

担
当
し
、
週
１
回
２
時
間
と
い
う
枠
組
み
で
実
施
を
し
て
い
ま
す
。

授
業
の
目
標
の
一
つ
は
「
田
辺
の
歴
史
的
背
景
を
学
ぶ
こ
と
に
よ

っ
て
、
歴
史
を
今
に
伝
え
る
も
の
が
身
近
な
と
こ
ろ
に
た
く
さ
ん
あ

る
こ
と
に
気
づ
く
。」
こ
と
で
す
。
こ
の
目
標
の
下
、担
当
者
は
「
月

１
回
程
度
の
現
地
見
学
」
を
基
本
と
し
な
が
ら
授
業
を
計
画
し
ま
す
。

今
回
は
、
主
に
こ
の
授
業
で
お
こ
な
っ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
、
私

が
「
社
会
科
」
を
担
当
し
な
が
ら
考
え
て
い
る
こ
と
を
お
話
し
で
き

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

出
発
点
は
知
る
こ
と

こ
の
授
業
で
は
、
初
回
の
授
業
で
京
田
辺
の
「
地
図
」
を
書
い
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。
事
前
予
告
は
な
く
、
何
か
を
参
考
に
す
る
こ
と

も
で
き
ま
せ
ん
。
生
徒
は
み
な
Ｂ
４
の
紙
を
渡
さ
れ
る
だ
け
で
す
。

こ
れ
は
、
こ
れ
か
ら
授
業
で
訪
れ
る
場
所
を
地
理
的
に
認
識
し
て
も

ら
う
狙
い
と
共
に
、「
知
ら
な
い
」
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に

お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
約
９
割
の
生
徒
が
、
最
寄
り
の
駅
か
ら
学
校

ま
で
の
道
の
り
程
度
し
か
書
け
ま
せ
ん
。
よ
く
で
き
て
最
寄
駅
か
ら

鉄
道
の
沿
線
を
伸
ば
し
て
書
け
る
程
度
で
す
。
ま
れ
に
京
田
辺
市
民

が
お
り
、
普
段
は
注
目
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
知
識
や
地
理
感
覚
が
陽

の
目
を
見
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
「
知
ら
な
い
」
が
出
発
点
に
な
り

ま
す
。

授
業
で
は
、
次
の
段
階
と
し
て
、
国
土
地
理
院
の
地
形
図
を
渡
し

京
田
辺
市
の
市
境
を
な
ぞ
り
ま
す
。「
こ
ん
な
形
を
し
て
い
た
の
か
。」

「
こ
の
場
所
知
っ
て
る
。」「
こ
こ
は
な
ん
で
こ
ん
な
に
家
も
施
設
も

少
な
い
の
？
」
気
づ
き
や
新
た
な
疑
問
が
わ
い
て
く
る
と
、
比
較
的

学
習
へ
の
移
行
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
ま
す
。
授
業
で
解
決
で
き
な
い

疑
問
は
、
長
期
休
み
の
宿
題
や
レ
ポ
ー
ト
の
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
き

ま
す
。
そ
う
し
て
、
疑
問
や
課
題
を
も
っ
て
現
地
を
見
に
行
く
と
い
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う
、
こ
の
授
業
で
１
年
間
お

こ
な
っ
て
い
く
所
作
を
学
ん

で
も
ら
っ
て
い
る
の
で
す
。

月
１
回
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
で
は
、
必
ず
、
事
前
学
習

―
現
地
見
学
―
事
後
学
習
の

形
式
を
と
っ
て
い
ま
す
。
何

も
知
ら
ず
に
た
だ
現
地
に
行

く
の
と
、
課
題
や
疑
問
を
も

っ
て
見
に
行
く
の
で
は
、
行

く
側
の
主
体
性
が
全
く
違
い

ま
す
。「
連
れ
て
行
か
れ
た
」
で
は
な
く
、「
探
し
に
行
っ
た
」
と
い

う
感
覚
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
意
識
し
て
い
ま
す
。

現
地
に
立
つ
と
い
う
こ
と

こ
の
授
業
を
前
任
の
佐
藤
靖
子
先
生
、
角
谷
江
津
子
先
生
か
ら
引

き
継
ぐ
際
に
「
歴
史
あ
ふ
れ
る
京
田
辺
の
遺
跡
、
遺
産
に
生
徒
を
つ

れ
て
い
く
こ
と
を
大
切
に
し
て
き
た
授
業
で
す
」
と
い
う
こ
と
を
う

か
が
い
ま
し
た
。
高
校
３
年
生
の
選
択
科
目
で
す
の
で
、
他
の
科
目

は
、
今
ま
で
習
得
し
て
き
た
知
識
を
生
か
し
た
大
学
の
講
義
に
近
い

よ
う
な
形
式
の
授
業
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
授
業
は
い

わ
ゆ
る
「
座
学
」
で
は
な
く
、
実
際
に
「
現
地
に
行
っ
て
感
じ
る
」

と
い
う
授
業
で
す
。
そ
の
テ
ー
マ
設
定
に
特
徴
が
あ
る
の
で
す
。

授
業
で
訪
れ
る
場
所
は
、高
校
の
学
習
内
容
で
い
う
と
「
日
本
史
」

に
関
係
す
る
と
こ
ろ
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
近
隣
の
観
音
寺
や
一
休
寺
、

京
田
辺
校
地
の
歴
史
資
料
館
、
同
校
地
内
の
遺
跡
や
古
墳
、
三
山
木

方
面
に
あ
る
南
山
義
塾
の
碑
、
京
田
辺
市
内
の
お
茶
に
関
連
す
る
施

設
、
な
ど
時
代
や
ジ
ャ
ン
ル
は
様
々
で
す
。

し
か
し
、
こ
の
授
業
を
選
択
し
た
生
徒
が
全
員
「
日
本
史
探
究
」

を
選
択
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
訪
れ
る
場
所

に
関
し
て
の
基
礎
知
識
が
、
別

の
授
業
で
補
完
さ
れ
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
の
で
す
。
そ
う
い

う
状
況
で
す
か
ら
、
授
業
内
容

に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が

高
い
生
徒
が
多
い
と
い
う
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
事
前
学

習
を
一
生
懸
命
や
る
か
？
と
い

う
と
決
し
て
そ
う
い
う
生
徒
が
多
数
派
な
わ
け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
で
も
い
ざ
現
地
に
立
つ
と
、
真
剣
に
遺
物
や
遺
跡
と
向
き
合

っ
た
り
、
メ
モ
や
ス
ケ
ッ
チ
を
し
な
が
ら
周
囲
を
見
て
回
っ
た
り
と
、

各
々
の
方
法
で
そ
の
場
所
を
感
じ
る
生
徒
が
７
割
く
ら
い
に
な
る
と

い
う
感
覚
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
時
こ
そ
、
こ
の
授
業
の
目
的
で

あ
る
「
現
地
に
立
つ
」
こ
と
の
意
義
を
感
じ
る
場
面
で
す
。
実
際
、

授
業
を
し
て
い
て
一
番
生
徒
か
ら
の
質
問
が
多
い
の
は
現
地
見
学
と

事
後
学
習
の
時
間
で
す
。

現地見学の様子（下司古墳群）

生徒が書いた手書きの地図
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京
田
辺
を
楽
し
む
こ
と

こ
の
授
業
で
は
、
毎
年
「
夏
休
み
の
宿
題
」
を
出
し
て
い
ま
す
。

年
に
よ
っ
て
若
干
の
差
異
は
あ
る
の
で
す
が
、
お
お
む
ね
「
京
田
辺

の
魅
力
を
伝
え
る
制
作
を
し
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
も
の
で
す
。
宿

題
は
、必
ず
授
業
と
同
様
に
「
事
前
学
習
―
現
地
見
学
―
事
後
学
習
」

の
形
式
を
と
る
よ
う
に
指
示
を
出
し
ま
す
。
夏
休
み
明
け
の
授
業
で

は
、
そ
の
制
作
物
の
鑑
賞
会
、
発
表
会
を
お
こ
な
っ
て
い
る
の
で
す

が
、
毎
年
生
徒
の
自
由
な
発
想
と
行
動
力
に
驚
か
さ
れ
る
時
間
に
な

り
ま
す
。
以
下
に
過
去
の
制
作
物
の
例
を
い
く
つ
か
紹
介
し
ま
す
。

「
歴
史
あ
る
京
田
辺
の
古
墳
」

　
京
田
辺
に
あ
る
古
墳
全
６
基
を
自
転
車
で
め
ぐ
る

「
京
田
辺
と
宇
治
茶
の
歴
史
に
つ
い
て
」

　

 

京
田
辺
市
立
図
書
館
で
事
前
学
習
を
お
こ
な
い
、
本
校
卒
業
生

が
営
む
お
茶
屋
さ
ん
を
訪
ね
玉
露
に
つ
い
て
学
ぶ

「
京
田
辺
の
奥
地
「
天
王
」
と
は
」

　

 

初
回
授
業
で
気
に
な
っ
た
「
天
王
」
と
い
う
地
域
に
実
際
に
行

っ
て
み
て
魅
力
を
紹
介
す
る

こ
の
ほ
か
に
も
、
京
田
辺
で
京
野
菜
を
栽
培
し
て
い
る
農
家
を
訪

ね
て
料
理
を
教
わ
っ
て
く
る
も
の
。
自
転
車
レ
ー
ス
Ｔ
Ｏ
Ｊ（Tour 

of Japan)

の
コ
ー
ス
を
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
で
回
っ
て
く
る
も
の
。
な

ど
本
当
に
様
々
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
動
画
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
ポ
ス
タ

ー
作
製
な
ど
を
お
こ
な
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
多
く
が
、
ア
ポ
イ
ン
ト

を
自
分
た
ち
で
と
り
、
現
地
で
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
を
し
た
内
容
な
ど
を

盛
り
込
み
ま
す
。
そ
こ
に
は
、
彼
ら
な
り
の
発
見
や
感
じ
た
こ
と
、

そ
し
て
何
よ
り
楽
し
み
な
が
ら
お
こ
な
っ
た
様
子
が
見
て
取
れ
、
本

当
に
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
の
高
い
制
作
が
並
び
ま
す
。　

一
昨
年
は
、
私
自
身
も
負
け
じ
と
京
田
辺
の
観
音
寺
に
あ
る
国
宝

十
一
面
観
音
に
ち
な
み
、
関
西
に
あ
る
国
宝
指
定
の
十
一
面
観
音
を

全
て
見
て
、
発
表
を
し
ま
し
た
。

お
わ
り
に　
調
べ
る
こ
と
と
は

近
頃
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
た
検
索
が
本
当
に
一
般
的
に

な
り
、「
調
べ
れ
ば
た
い
て
い
の
こ
と
は
わ
か
る
」
と
い
う
錯
覚
に
陥

っ
て
し
ま
う
場
合
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
検
索
を
す

れ
ば
す
る
ほ
ど
情
報
は
個
別
最
適
化
さ
れ
、文
字
通
り「
ほ
し
い
も
の
」

が
手
に
入
る
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
実
際
に
別
の
授
業
な
ど
で
生

徒
に
レ
ポ
ー
ト
を
課
し
て
も
、
参
考
文
献
に
はw

eb

サ
イ
ト
の
Ｕ
Ｒ

Ｌ
が
並
び
ま
す
。
そ
れ
自
体
を
否
定
す
る
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
そ
の
よ
う
に
し
て
得
ら
れ
る
一
種
切
り
抜
か
れ
た
情
報

で
は
な
く
、
現
実
に
生
身
で
感
じ
る
言
語
化
で
き
な
い
感
覚
や
未
知

と
の
遭
遇
、
自
分
な
り
の
発
見
も
と
て
も
必
要
な
こ
と
な
の
だ
ろ
う

と
感
じ
て
い
ま
す
。

「
社
会
科
な
ん
て
暗
記
科
目
だ
」
と
か
「
学
校
で
（
社
会
科
で
）

習
う
知
識
な
ん
て
調
べ
れ
ば
た
い
て
い
の
こ
と
は
書
い
て
あ
る
」
な

ん
て
言
わ
れ
が
ち
で
す
。
さ
て
、
本
当
に
そ
う
で
し
ょ
う
か
。
こ
の

授
業
を
通
し
て
学
べ
る
こ
と
は
、
生
徒
も
教
員
も
た
く
さ
ん
あ
る
な

ぁ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
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中
学
校
・
高
等
学
校

生
徒
が
つ
く
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

〜
政
治
家
の
話
を
聞
い
て
模
擬
投
票
を
行
お
う
〜

社
会
科
教
諭 

井い

出で

　
教の
り

子こ

主
権
者
教
育
と
し
て
の
„
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
企
画
＂

２
０
２
２
年
度
よ
り
、
高
等
学
校
の
新
学
習
指
導
要
領
が
実
施
さ

れ
、「
現
代
社
会
」
に
代
わ
り
「
公
共
」
が
公
民
科
の
新
し
い
必
修

科
目
と
な
り
ま
し
た
。
本
校
で
は
、
２
年
生
に
必
修
「
公
共
」
を
、

そ
の
発
展
科
目
と
し
て
３
年
生
選
択
科
目
に
「
政
治
・
経
済
」
を
設

置
し
て
い
ま
す
。
こ
の
二
つ
の
科
目
で
、
昨
年
か
ら
始
め
た
試
み
が

„
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
企
画
＂
の
募
集
で
す
。
若
者
の
政
治
参
加
が
盛
ん

な
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、
学
校
や
地
域
で
、
若
者
に
社
会
参
画
の
経

験
を
す
る
機
会
が
数
多
く
提
供
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
経
験
を
通
じ
て

若
者
た
ち
は
„
自
分
も
社
会
を
変
え
ら
れ
る
存
在
で
あ
る
＂
と
い
う

認
識
を
強
め
、
主
体
的
に
社
会
に
関
わ
る
意
欲
を
持
つ
よ
う
に
な
る

そ
う
で
す
。（
1
）
ま
た
、
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
が
盛
ん
な
イ

ギ
リ
ス
で
も
、
社
会
参
画
の
経
験
は
主
権
者
教
育
の
重
要
な
構
成
要

素
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
校
で
も
そ
の
よ
う
な
機
会
を
設
け
る
こ
と

が
で
き
な
い
か
、
と
い
う
思
い
か
ら
こ
の
試
み
を
始
め
ま
し
た
。

„
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
企
画
＂
は
、
授
業
の
選
択
課
題
の
一
つ
と
し
て

毎
学
期
募
集
し
、
担
当
者
に
よ
る
選
考
を
経
て
実
施
し
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に
貢
献
す
る

も
の
」
と
限
定
し
て
い
ま
す
が
、
実
施
の
形
態
は
企
画
者
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
の
形
で
直
接
社
会
参
画
す
る
こ
と
に
限
ら
ず
、
勉
強
会

な
ど
の
形
で
在
校
生
と
共
に
社
会
的
課
題
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
を

設
け
る
こ
と
も
可
と
し
て
い
ま
す
。
最
初
は
こ
の
試
み
に
ど
れ
く
ら

い
の
生
徒
が
手
を
挙
げ
て
く
れ
る
の
か
不
安
で
し
た
が
、
結
果
的
に

は
毎
学
期
平
均
し
て
10
前
後
の
企
画
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
テ
ー
マ

も
「
子
ど
も
食
堂
に
つ
い
て
知
ろ
う
」、「
性
の
多
様
性
に
つ
い
て
考

え
よ
う
」、「
日
本
の
過
剰
包
装
と
そ
の
解
決
策
に
つ
い
て
考
え
よ
う
」

な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で
い
ま
す
。
企
画
の
内
容
が
決
定
す
る
と
、
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ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し
て
参
加
者
を
募
り
、
放
課
後
ま
た
は
土
曜
日
な

ど
に
企
画
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

「
政
治
家
の
話
を
聞
い
て
模
擬
投
票
を
行
お
う
」
を 

実
施
し
た
生
徒
た
ち

今
回
は
、
２
０
２
４
年
7
月
に
、「
政
治
・
経
済
」
受
講
生
４
名

が
実
施
し
た
「
政
治
家
の
話
を
聞
い
て
模
擬
投
票
を
行
お
う
」
と
い

う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
、
政
治
家
５
名
を
ゲ
ス
ト
と
し
て
お
招
き
し
、
１
５
０
名
を
超

え
る
生
徒
が
参
加
す
る
と
い
う
、
こ
れ
ま
で
で
最
大
規
模
の
意
欲
的

な
取
り
組
み
で
し
た
。
企
画
者
は
谷
昊
埜
さ
ん
、
櫻
井
侃
さ
ん
、
福

﨑
夢
叶
さ
ん
、
古
府
護
大
さ
ん
で
す
。

◆
企
画
の
内
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
た
か

谷
： 

企
画
に
は 

５
つ
の
国
政
政
党
か
ら
４
名
の
国
会
議
員
と
１
名

の
政
策
委
員
の
方
が
参
加
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。（
2
）
そ

こ
に
同
志
社
高
校
生
の
中
か
ら
有
志
で
集
っ
た
高
校
生
党
を
加

え
、「
も
し
国
家
予
算
が
（
今
よ
り
）
10
兆
円
増
え
た
ら
何
に

使
い
ま
す
か
」
と
い
う
議
題
に
つ
い
て
各
政
党
の
意
見
を
提
示

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の
う
え
で
、
生
徒
と
各
政
党
代
表
者

と
の
質
疑
応
答
を
行
い
、
最
後
に
そ
れ
を
聞
い
た
生
徒
た
ち
に

模
擬
投
票
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

◆
な
ぜ
こ
の
企
画
を
や
ろ
う
と
思
い
つ
い
た
の
で
す
か

谷
： 

私
が
物
心
つ
い
た
こ
ろ
、
母
が
選
択
的
夫
婦
別
姓
訴
訟
の
原
告

と
し
て
闘
っ
て
い
た
の
を
見
て
、
自
分
の
考
え
を
主
張
し
て
い

る
母
の
姿
を
か
っ
こ
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
身
近
で
そ
れ
を

見
て
い
て
影
響
を
受
け
た
の
か
、
声
を
上
げ
る
こ
と
の
大
切
さ

や
、
選
挙
は
私
た
ち
の
意
見
や
不
満
を
、
政
治
の
場
で
反
映
し

て
も
ら
え
る
大
事
な
機
会
で
あ
る
と
い
う
認
識
は
昔
か
ら
人
一

討論の様子

参加者と企画者で記念撮影
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倍
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
学
校
の
「
公
共
」
な
ど

様
々
な
授
業
を
通
じ
て
、
選
挙
で
私
た
ち
が
声
を
上
げ
る
こ
と

は
、
自
分
の
望
む
、
よ
り
良
い
未
来
を
実
現
す
る
た
め
に
必
要

不
可
欠
な
行
為
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
あ
り
ま
し
た
。

　

 　
そ
の
一
方
で
、
自
分
達
が
18
歳
に
な
り
、
選
挙
権
を
つ
い
に

得
ら
れ
る
と
い
う
喜
び
を
感
じ
る
反
面
、
一
体
ど
こ
の
政
党
に

投
票
す
る
べ
き
な
の
か
全
く
わ
か
ら
な
い
こ
と
に
気
づ
き
ま
し

た
。
自
分
が
情
報
源
と
し
て
い
る
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
は
、
日
々
政
治
の
不
祥
事
の
報
道
が
大
き
な
見
出
し
と
な
る

ば
か
り
で
、
各
政
党
が
ど
ん
な
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
掲
げ
て
い
る

か
等
の
情
報
を
得
る
機
会
が
極
端
に
少
な
い
と
感
じ
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
、
新
聞
を
丁
寧
に
読
め
ば
そ
れ
ら
の
情
報
を
見
つ
け
る

こ
と
が
で
き
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
現
在
の
よ
う

な
情
報
の
発
信
源
の
偏
り
や
探
し
に
く
さ
が
、僕
の
よ
う
な「
選

挙
に
行
き
た
い
け
れ
ど
政
治
に
触
れ
る
機
会
が
少
な
く
、
ど
こ

に
投
票
す
れ
ば
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
若
者
」
を
増
や
し
て
し

ま
っ
て
い
る
と
考
え
ま
し
た
。

　

 　
若
者
が
政
治
に
興
味
を
持
た
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
同

時
に
若
者
の
投
票
率
が
下
が
り
、
世
代
ご
と
の
投
票
率
の
差
が

生
む
政
策
の
偏
り
を
さ
ら
に
大
き
く
す
る
と
懸
念
し
て
い
ま
す
。

よ
り
世
代
間
格
差
の
少
な
い
日
本
を
つ
く
る
た
め
に
も
、
こ
れ

か
ら
主
権
者
と
な
る
高
校
生
が
政
治
に
触
れ
る
機
会
を
作
り
、

„
政
治
＂
や
„
投
票
＂
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
。
そ
の

思
い
で
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
企
画
し
ま
し
た
。

◆
ど
の
よ
う
に
準
備
を
進
め
ま
し
た
か

谷
： 

僕
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
進
行
状
況
の
確
認

や
メ
ン
バ
ー
の
タ
ス
ク
管
理
な
ど
全
体
の
統
轄
を
行
い
ま
し
た
。

国
会
の
会
期
の
関
係
で
開
催
日
や
進
行
が
当
初
の
予
定
か
ら
変

更
に
な
っ
た
時
は
、
そ
れ
に
伴
い
フ
ラ
イ
ヤ
ー
を
大
幅
に
修
正

し
た
り
、
議
員
さ
ん
に
連
絡
・
報
告
し
た
り
す
る
な
ど
の
必
要

な
タ
ス
ク
を
そ
の
都
度
考
え
、
メ
ン
バ
ー
と
共
有
し
ま
し
た
。

古
府 

：
私
は
、
議
題
の
設
定
、
高
校
生
党
メ
ン
バ
ー
の
ス
カ
ウ
ト
と

政
策
方
針
決
め
、
当
日
の
司
会
進
行
の
原
稿
作
り
を
担
当
し
ま

し
た
。
中
で
も
議
題
の
設
定
に
つ
い
て
は
随
分
と
苦
心
し
ま
し

た
。
特
に
注
意
を
払
っ
た
の
は
政
治
に
詳
し
く
な
い
参
加
者
で

あ
っ
て
も
わ
か
り
や
す
い
内
容
に
す
る
こ
と
で
す
。「
も
し
も

10
兆
円
増
え
た
ら
」
と
い
う
架
空
の
設
定
に
す
る
こ
と
で
、
既

存
の
し
が
ら
み
に
捉
わ
れ
な
い
自
由
な
議
論
を
政
治
家
の
方
々

に
し
て
い
た
だ
け
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。

福
﨑 
：私
は
、主
に
広
報
活
動
を
担
当
し
ま
し
た
。「
ど
う
せ
や
る
な

ら
会
場
の
ホ
ー
ル
を
参
加
者
で
埋
め
尽
く
し
た
い
！
」
と
い
う
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思
い
で
、
リ
ー
ダ
ー
の
谷
く
ん
か
ら
与
え
ら
れ
た
タ
ス
ク
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
特
に
、
参
加
者
を
募
る
ポ
ス
タ
ー
や
当
日
の

配
布
資
料
は
企
画
を
よ
り
一
層
盛
り
上
げ
る
た
め
に
、
細
か
い

と
こ
ろ
ま
で
デ
ザ
イ
ン
に
こ
だ
わ
り
な
が
ら
作
成
し
ま
し
た
。

櫻
井 

：
私
の
主
な
仕
事
は
政
治
家
の
事
務
所
の
方
々
と
メ
ー
ル
で
の

や
り
と
り
を
行
う
こ
と
で
し
た
。
と
て
も
緊
張
し
ま
し
た
が
、

無
事
に
や
り
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
達
成
感
を
感
じ
て
い
ま
す
。

最
初
の
メ
ー
ル
に
は
、
返
信
が
な
か
な
か
来
ず
、
こ
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
自
体
成
り
立
た
な
い
の
で
は
と
不
安
で
し
た
。
後
か
ら

聞
い
た
話
で
は
、
政
治
家
の
事
務
所
の
方
か
ら
学
校
に
私
と
い

う
生
徒
が
本
当
に
在
籍
し
て
い
る
か
な
ど
の
確
認
が
と
ら
れ
て

い
た
そ
う
で
す
。

◆
企
画
を
終
え
て

谷
： 

今
回
の
企
画
は
、
メ
ン
バ
ー
全
員
の
協
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ

実
現
で
き
ま
し
た
。
お
忙
し
い
中
こ
の
企
画
に
協
力
し
て
く
だ

さ
っ
た
国
会
議
員
の
方
々
に
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。
参
加
者
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
企
画
の
満
足
度
平
均
が
９
．
２
４
（
10

点
満
点
中
）
と
い
う
高
評
価
を
も
ら
え
ま
し
た
。
ま
た
、「
今

後
投
票
に
行
っ
て
み
た
い
か
」と
い
う
問
い
に
は
、全
員
が「
は

い
」
と
回
答
し
て
く
れ
ま
し
た
。
自
由
記
述
に
は
「
自
分
の
選

択
に
責
任
を
持
つ
事
が
大
切
だ
と
理
解
で
き
た
」
等
の
意
見
が

多
く
寄
せ
ら
れ
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
大
き
な
目
的
で
あ
っ
た

「
若
い
世
代
が
政
治
に
身
近
に
触
れ
る
機
会
を
作
り
、
政
治
に

興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
」
こ
と
が
概
ね
達
成
で
き
た
と
感
じ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
政
治
家
の
話
を
生
で
聞
き
、
議
論
す
る
機
会

を
持
つ
こ
と
で
、
若
者
が
政
治
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
と
い
う
確
証
が
持
て
ま
し
た
。
今
後
の
課
題
と
し
て
は
、

こ
う
い
っ
た
企
画
を
単
発
に
と
ど
め
る
の
で
は
な
く
、
定
期
的

に
様
々
な
政
治
家
の
方
に
話
を
し
て
も
ら
っ
た
り
、
各
政
治
家

や
政
党
の
公
約
と
実
現
度
の
比
較
を
生
徒
た
ち
が
調
べ
た
り
す

る
よ
う
な
機
会
を
設
け
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
若
者
が
「
政
治
」
や
「
政
治
家
」
に
触

れ
る
機
会
を
提
供
で
き
る
仕
組
み
を
提
案
し
て
い
き
た
い
で
す
。

（
1
） 

両
角
達
平
『
若
者
か
ら
は
じ
ま
る
民
主
主
義
』、
萌
文
社
、
２
０
２

１
年

（
2
） 

参
加
者
は
、
勝
目
康
衆
議
院
議
員
、
福
山
哲
郎
参
議
院
議
員
、
倉
林

明
子
参
議
院
議
員
、
前
原
誠
司
衆
議
院
議
員
、
長
谷
川
う
い
こ
参
議

院
政
策
委
員
の
５
名
。

57



私の研究・私の授業

幼
稚
園

主
体
的
に
環
境
に
関
わ
り
、
遊
び
を
展
開
す
る
子
ど
も
を
育
て
る
た
め
に 

〜
遊
び
た
く
な
る
魅
力
的
な
環
境
構
成
を
目
指
し
て
〜

幼
稚
園
教
諭 

竹た
け

中な
か

　
琴こ
と

恵え

幼
稚
園
教
育
お
よ
び
本
園
の
教
育
理
念

幼
児
期
の
教
育
は
、幼
稚
園
教
育
要
領
第
一
章
総
則
に
お
い
て「
生

涯
に
わ
た
る
人
格
形
成
の
基
礎
を
培
う
重
要
な
も
の
」
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
園
生
活
に
お
け
る
様
々
な
活
動
や
人
と
の
関
わ
り
を
通
し
て

発
達
に
必
要
な
体
験
を
し
、
生
涯
の
基
礎
と
な
る
社
会
の
一
員
と
し

て
生
き
て
い
く
た
め
の
力
を
育
ん
で
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
こ
の
「
生
き
る
力
」
の
基
礎
を
育
む
に
は
「
知
識
及

び
技
能
の
基
礎
」「
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
の
基
礎
」「
学
び

に
向
か
う
力
、
人
間
性
等
」
の
資
質
・
能
力
を
育
て
る
こ
と
も
必
要

で
す
。
園
で
の
充
実
し
た
生
活
に
よ
り
培
わ
れ
る
こ
れ
ら
の
資
質
・

能
力
が
小
学
校
以
降
の
生
活
や
学
習
に
深
く
関
わ
る
た
め
、
本
園
で

も
園
生
活
や
活
動
が
資
質
・
能
力
の
育
成
に
繋
が
っ
て
い
る
か
、
環

境
や
援
助
は
適
切
で
あ
る
か
を
確
認
し
な
が
ら
日
々
の
教
育
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
同
時
に
、
こ
れ
ら
の
力
は
「
幼
児
の
主
体
的
な
活

動
で
あ
る
遊
び

4

4

」
を
通
し
て
育
ま
れ
る
も
の
で
す
。
資
質
・
能
力
は

子
ど
も
が
自
ら
心
を
動
か
し
た
経
験
（
遊
び
）
を
通
し
て
育
っ
て
い

き
ま
す
。
子
ど
も
が
自
ら
遊
び
を
展
開
し
て
い
く
中
で
様
々
な
気
付

き
や
感
性
、関
わ
る
力
を
得
て
い
く
た
め
に
、本
園
に
お
い
て
も
「
子

ど
も
が
自
発
的
に
関
わ
り
、
遊
び
込
む
こ
と
が
出
来
る
環
境
構
成
」

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
の
興
味
・
関
心
に
沿
っ
た
活
動
や
教

師
の
働
き
か
け
、
及
び
環
境
構
成
と
そ
の
中
で
見
ら
れ
る
育
ち
の
姿

に
つ
い
て
、「
幼
児
期
の
終
わ
り
ま
で
に
育
っ
て
ほ
し
い
一
〇
の
姿
」

も
参
考
に
し
な
が
ら
、
今
年
度
の
四
歳
児
一
学
期
の
遊
び
の
事
例
を

通
し
て
振
り
返
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

園
の
自
然
環
境
へ
の
興
味
と
友
だ
ち
へ
の
広
が
り

～
園
庭
の
虫
探
し
か
ら
～
（
四
歳
児
・
年
中
組
）

本
園
の
園
庭
は
半
分
が
芝
生
や
雑
草
の
緑
で
覆
わ
れ
て
お
り
、
植

物
が
多
い
環
境
で
す
。
通
り
を
挟
ん
で
向
か
い
に
位
置
す
る
京
都
御

苑
と
合
わ
せ
て
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
、
二
〇
二
〇
年
三
月
末
に
現

在
の
地
へ
移
転
し
た
後
か
ら
徐
々
に
園
庭
で
昆
虫
が
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
子
ど
も
が
夢
中
に
な
る
遊
び
の
一
つ

が
虫
探
し
で
あ
り
、
今
年
の
年
中
児
も
毎
日
だ
ん
ご
虫
を
探
し
て
は

玩
具
の
バ
ケ
ツ
に
集
め
て
い
ま
し
た
。
あ
る
日
、
一
人
の
男
児
（
Ａ

君
）
が
「
て
ん
と
う
虫
見
つ
け
た
！
」
と
見
せ
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
の
日
は
す
ぐ
に
逃
が
し
た
の
で
す
が
、
次
の
日
以
降
も
Ａ
君
が
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次
々
と
見
つ
け
た
こ
と
か
ら
、
今
年
は
園
庭
の
ク
ロ
ー
バ
ー
に
て
ん

と
う
虫
が
来
て
い
る
よ
う
で
す
。
そ
こ
で
、
他
の
子
ど
も
に
も
新
し

く
園
庭
に
来
た
他
の
虫
に
関
心
を
向
け
て
ほ
し
い
と
考
え
、「
Ａ
君

が
て
ん
と
う
虫
を
見
つ
け
た
み
た
い
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。
す
る

と
、
何
人
か
が
集
ま
り
「
ぼ
く
も
見
つ
け
た
い
」
と
探
し
始
め
ま
し

た
。
日
に
日
に
違
う
子
ど
も
が
加
わ
り
、
遠
足
に
行
っ
た
先
で
も
て

ん
と
う
虫
探
し
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
毎
日
の
て
ん
と
う
虫

探
し
が
子
ど
も
の
楽
し
み
に
な
り
始
め
た
頃
、
さ
ら
に
関
心
が
深
ま

る
よ
う
に
対
話
の
際
に
科
学
絵
本
を
読
み
ま
し
た
。
て
ん
と
う
虫
の

生
態
が
リ
ア
ル
な
イ
ラ
ス
ト
で
描
か
れ
、
孵
化
か
ら
成
虫
に
な
る
姿

や
主
食
、水
玉
模
様
の
羽
根
の
下
に
飛
ぶ
た
め
の
羽
根
（
さ
や
羽
根
）

が
あ
る
こ
と
な
ど
新
た
な
発
見
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

は
じ
っ
と
見
入
っ
て
い
ま
し
た
が
反
応
は
薄
く
、
内
容
が
難
し
か
っ

た
か
と
感
じ
ま
し
た
が
、
好
き
な
時
に
見
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
、

て
ん
と
う
虫
を
始
め
と
し
た
春
の
生
き
物
の
絵
本
や
図
鑑
の
コ
ー
ナ

ー
を
作
っ
て
お
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
別
の
日
に
、
遊
び
に
使
う
た
め
の
衝
立
に
て
ん
と
う
虫
を

み
ん
な
で
描
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
日
々
園
庭
で
見
る
姿
を
思
い
出

し
た
り
絵
本
や
図
鑑
を
見
た
り
し
て
描
く
う
ち
に
、「
草
も
描
い
て

良
い
？
」「
ご
飯
も
描
く
ね
」
と
て
ん
と
う
虫
そ
の
も
の
に
親
し
み

を
も
ち
始
め
て
い
る
様
子
で
し
た
。
翌
朝
、
Ａ
君
が
一
枚
の
絵
を
描

い
て
き
ま
し
た
。「
て
ん
と
う
虫
達
が
、
真
ん
中
に
あ
る
な
す
を
食

べ
て
い
る
と
こ
ろ
」
で
し
た
。
ま
た
、
別
の
女
児
も
「
て
ん
と
う
虫

達
が
お
庭
を
飛
ん
で
い
る
と
こ
ろ
」
の
絵
を
渡
し
て
く
れ
ま
し
た
。

お
母
様
に
よ
る
と
、「『
下
に
あ
る
羽
根
で
飛
ぶ
ん
だ
よ
ー
』
と
話
し

な
が
ら
描
い
て
い
ま
し
た
」
と
の
こ
と
で
し
た
。

一
人
の
園
児
の
発
見
に
よ
っ
て
虫
探
し
に
熱
中
す
る
子
ど
も
達
の

興
味
が
別
の
虫
に
広
が
り
、
形
や
生
態
に
四
歳
児
な
り
の
興
味
が
深

ま
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。

興
味
・
関
心
の
深
ま
り
と
様
々
な
活
動
へ
の
展
開

～
壁
面
作
り
と
迷
路
作
り
を
通
し
て
～

て
ん
と
う
虫
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
き
た
た
め
、
壁
面
製
作
に
も

取
り
入
れ
ま
し
た
。
色
画
用
紙
と
モ
ー
ル
で
体
を
作
り
、
模
様
は
パ

ス
、
背
景
の
草
は
絵
の
具
で
塗
っ
て
完
成
で
す
。
壁
面
を
前
に
「
ぼ

く
の
は
ど
こ
か
な
」「
私
は
こ
れ
」
と
自
分
の
て
ん
と
う
虫
を
友
だ

ち
と
探
し
合
い
、
見
つ
け
て
喜
ぶ
様
子
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
園
庭
と

保
育
室
双
方
で
て
ん
と
う
虫
を
身
近
に
感
じ
る
環
境
と
な
っ
た
時
、

「
て
ん
と
う
虫
の
ダ
ン
ス
」
の
音
楽
を
流
し
ま
し
た
。
赤
い
ポ
ン
ポ

ン
を
用
意
し
ラ
ジ
カ
セ
の
使
い
方
も
伝
え
る
と
、
手
に
付
け
て
て
ん

と
う
虫
に
な
り
き
っ
て
踊
り
を
楽
し
み
始
め
ま
し
た
。
外
で
は
て
ん

と
う
虫
探
し
を
、
部
屋
の
中
で
は
て
ん
と
う
虫
ダ
ン
ス
を
行
い
、
て

ん
と
う
虫
が
生
活
や
遊
び
に
組
み
込
ま
れ
て
い
き
ま
し
た
。

季
節
が
徐
々
に
移
り
変
わ
り
、
雨
が
降
る
一
方
で
猛
暑
日
も
あ
る

中
、
園
庭
で
て
ん
と
う
虫
が
見
つ
か
ら
な
い
日
も
出
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
さ
ら
に
見
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
せ

っ
か
く
芽
生
え
始
め
た
て
ん
と
う
虫
へ
の
興
味
を
他
の
遊
び
に
繋
げ

た
い
と
考
え
ま
し
た
。
そ
こ
で
、「
お
部
屋
の
中
で
も
、
て
ん
と
う

虫
と
も
っ
と
一
緒
に
い
た
い
ね
」
と
話
し
合
っ
て
み
る
と
、「
も
っ
と

作
る
の
は
？
」「
壁
を
た
く
さ
ん
作
っ
て
迷
路
に
す
れ
ば
」
と
の
声

が
あ
が
り
、こ
の
前
作
っ
た
衝
立
の
よ
う
に
段
ボ
ー
ル
を
繋
げ
て
「
て

ん
と
う
虫
迷
路
」
を
作
る
こ
と
に
決
ま
り
ま
し
た
。
早
速
、
翌
日
か

ら
段
ボ
ー
ル
を
各
家
庭
か
ら
集
め
、
迷
路
作
り
が
始
ま
り
ま
し
た
。
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壁
面
作
り
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
で
、
自
分
が
作
っ
た
て
ん
と
う
虫

へ
の
愛
着
が
深
ま
り
、
出
来
た
壁
面
を
見
て
友
だ
ち
と
言
葉
の
や
り

取
り
を
し
て
感
動
を
共
有
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
親
し

み
の
あ
る
て
ん
と
う
虫
を
通
し
て
、
普
段
は
踊
ら
な
い
子
ど
も
も
友

達
と
一
緒
に
踊
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
の
興
味
に
沿
っ
て

環
境
を
構
成
し
た
こ
と
で
遊
び
の
幅
が
広
が
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

て
ん
と
う
虫
迷
路
は
、
絵
の
具
や
パ
ス
、
色
紙
な
ど
数
種
の
教
具

や
素
材
を
使
っ
て
作
っ
て
い
き
ま
し
た
。
完
成
が
近
づ
く
に
つ
れ
期

待
や
意
欲
が
高
ま
り
「
行
き
止
ま
り
も
作
っ
た
ら
？
」「
ゴ
ー
ル
を

お
家
に
し
た
ら
ど
う
？
」
と
次
々
と
案
が
出
て
来
る
中
、
つ
い
に
全

て
の
壁
が
仕
上
が
り
ま
し
た
。
ホ
ー
ル
に
運
び
、
よ
う
や
く
み
ん
な

で
繋
げ
ま
す
。
友
だ
ち
と
一
緒
に
運
び
、
支
え
合
っ
て
洗
濯
ば
さ
み

で
止
め
、
途
中
の
道
は
閉
じ
て
…
。
思
い
思
い
に
道
を
繋
げ
て
い
き

ま
し
た
。
や
っ
と
道
が
出
来
た
後
は
、
探
検
ご
っ
こ
や
、
中
に
ブ
ル

ー
シ
ー
ト
を
敷
い
て
池
の
生
き
物
に
変
身
す
る
な
ど
、
色
々
な
遊
び

に
使
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
他
学
年
も
お
誘
い
す
る
と
、
迷
路
探
検
や

お
家
ご
っ
こ
な
ど
、
異
年
齢
が
共
に
遊
ぶ
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

活
動
を
振
り
返
っ
て

園
庭
の
て
ん
と
う
虫
探
し
か
ら
始
ま
っ
た
今
回
の
活
動
で
は
、
子

ど
も
た
ち
の
資
質
・
能
力
を
育
む
様
々
な
場
面
が
あ
り
ま
し
た
。
製

作
に
向
け
た
過
程
で
の
「
知
識
・
技
能
」
だ
け
で
な
く
、
何
を
ど
の

よ
う
に
作
る
か
を
考
え
る
「
思
考
力
・
判
断
力
」、
形
に
す
る
「
表

現
力
の
基
礎
」
を
培
う
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、「
一
〇
の
姿
」

中
で
の
様
々
な
育
ち
の
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。「
③
協
同
性
⑥
思
考

力
の
芽
生
え
⑦
自
然
と
の
関
り
・
生
命
尊
重
⑨
言
葉
に
よ
る
伝
え
合

い
⑩
豊
か
な
感
性
と
表
現
」
の
姿
で
す
。
ま
た
、
教
師
に
よ
る
働
き

か
け
も
行
い
ま
し
た
。
一
人
の
子
ど
も
の
関
心
を
他
児
に
広
め
た
り
、

す
ぐ
に
手
に
取
っ
て
調
べ
た
り
遊
ん
だ
り
出
来
る
場
を
作
っ
た
り
、

話
し
合
い
や
豊
富
な
教
材
の
準
備
な
ど
の
援
助
や
環
境
構
成
が
、
子

ど
も
の
関
心
の
持
続
や
深
ま
り
、
活
動
へ
の
意
欲
に
関
わ
っ
て
い
た

と
感
じ
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
か
ら
出
る
言
葉
や
思
い
を
聞
き
逃
さ

ず
に
、
子
ど
も
の
興
味
を
丁
寧
に
読
み
取
る
大
切
さ
も
再
認
識
し
ま

し
た
。

幼
児
が
日
々
遊
ぶ
中
で
、
何
を
学
び
ど
の
よ
う
な
力
を
育
ん
で
い

く
か
は
幼
児
を
取
り
巻
く
環
境
に
よ
る
も
の
が
大
き
い
で
す
が
、
そ

の
環
境
は
教
師
が
ね
ら
い
に
応
じ
て
計
画
的
に
構
成
す
る
こ
と
が
必

要
だ
と
今
回
の

活
動
に
お
い
て

も
実
感
し
ま
し

た
。こ

れ
か
ら
も

毎
日
の
生
活
に

お
い
て
子
ど
も

達
が
心
動
か
す

経
験
が
で
き
る

よ
う
、
子
ど
も

が
主
体
的
に
関

わ
ろ
う
と
す
る

環
境
構
成
に
力

を
尽
く
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

てんとう虫のダンス

園庭でのてんとう虫探し

てんとう虫迷路で遊びました

てんとう虫迷路作り(絵の具)
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ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
化
す
る
世
界

ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

問
い
な
お
す

森も
り 

千ち

香か

子こ

（
大
学
社
会
学
部
教
授
）
著

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
よ
る
規
制
が
解
け
た
現
在
、
京
都
の
ま
ち
は
急
速
に
姿
を
変

え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
大
量
の
人
び
と
が
行
き
交
う
京
都
駅
周
辺
で
は
外
資
系
ホ
テ
ル

の
建
設
が
す
す
ん
で
い
ま
す
し
、
街
中
や
周
辺
部
で
も
宿
泊
施
設
や
マ
ン
シ
ョ
ン
、

新
し
い
商
業
施
設
が
次
々
に
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
街
が
き
れ
い
に
な

る
一
方
で
、
地
価
が
高
騰
し
て
子
育
て
世
代
が
市
外
に
流
出
し
た
り
、
住
民
が
利
用

し
て
い
た
施
設
や
商
店
が
な
く
な
る
な
ど
生
活
の
場
が
縮
小
し
た
り
す
る
こ
と
も
起

き
て
い
ま
す
。

誰
も
が
な
ん
と
な
く
感
じ
て
い
る
、
こ
の
よ
う
な
街
の
変
化
を
指
す
こ
と
ば
と
し

て
世
界
中
で
使
わ
れ
て
い
る
の
が
、
本
書
の
タ
イ
ト
ル
に
あ
る
「
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ

ケ
ー
シ
ョ
ン
」
で
す
。
筆
者
は
、
こ
の
現
象
に
関
心
を
も
ち
、
そ
れ
が
い
ち
早
く
観

察
さ
れ
て
き
た
米
国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
に
赴
い
て
、
5
年
に
お
よ

ぶ
現
地
調
査
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
本
書
は
、
そ
こ
で
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
に
も
と
づ

い
て
、
な
ぜ
、
ど
の
よ
う
な
仕
組
み
で
変
化
が
起
き
て
い
る
の
か
（
第
一
部
）、
そ

れ
は
住
民
の
く
ら
し
や
ま
ち
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い
る
の
か
、（
第
二
部
）、

さ
ら
に
こ
の
よ
う
な
変
化
に
対
し
て
住
民
や
地
域
社
会
で
は
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み

が
行
わ
れ
た
り
、
成
果
を
上
げ
た
り
し
て
い
る
の
か
（
第
三
部
）
を
、
明
ら
か
に
し

て
い
き
ま
す
。

身
近
に
あ
る
街
や
く
ら
し
で
起
き
て
い
る
変
化
の
背
景
を
理
解
す
れ
ば
、
そ
れ
に

対
し
て
ど
の
よ
う
な
対
処
が
で
き
る
の
か
や
、
誰
も
が
生
き
や
す
く
、
安
全
な
ま
ち

を
つ
く
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
を
考
え
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
関
心
を
も
つ
方
々
に
、
ぜ
ひ
本
書
を
手
に
と
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

 

著
者
よ
り

ス
チ
ュ
ー
ア
ト
・
バ
ー
ト
ン
・
ニ
コ
ル
ズ
伝 

ア
ー
モ
ス
ト
大
学
と
同
志
社
の
交
流 

― 

ア
ー
モ
ス
ト
大
学
学
生
代
表
同
志
社
大
学 

派
遣
百
周
年
記
念 

―

ス
チ
ュ
ー
ア
ト・バ
ー
ト
ン・ニ
コ
ル
ズ
伝

編
纂
委
員
会
編

「
ニ
コ
ル
ズ
っ
て
誰
？
」
そ
の
名
を
知
る
も
の
は
殆
ど
い
な
い
。
ニ
コ
ル
ズ
は
百

年
前
の
一
九
二
二
―
一
九
二
四
年
の
二
年
間
、
ア
ー
モ
ス
ト
大
学
か
ら
同
志
社
に
派

遣
さ
れ
た
最
初
の
学
生
代
表
で
あ
る
。
海
老
名
弾
正
は
総
長
に
な
る
前
年
に
、
ア
ー

モ
ス
ト
大
学
で
両
大
学
の
密
接
な
関
係
の
必
要
性
を
呼
び
掛
け
、
そ
れ
に
応
え
た
ア

ー
モ
ス
ト
大
学
の
学
生
運
動
と
な
り
、
代
表
派
遣
が
始
ま
っ
た
。
ニ
コ
ル
ズ
も
そ
の

講
演
を
聴
き
、
伝
記
『
新
島
襄
の
生
涯
』
を
読
み
、
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
宣
教
師

と
し
て
船
で
日
本
へ
向
か
っ
た
。

一
九
二
二
年
は
第
一
次
世
界
大
戦
が
終
わ
り
、
専
門
学
校
令
に
よ
る
同
志
社
大
学

開
校
の
年
で
、
学
生
へ
の
ニ
コ
ル
ズ
の
影
響
は
大
き
い
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
ニ

コ
ル
ズ
は
帰
米
後
、
翌
年
に
結
核
に
よ
り
二
五
歳
の
若
き
生
涯
を
閉
じ
た
。
母
親
マ

ー
サ
は
息
子
の
人
生
を
彼
の
幼
少
時
代
、
同
志
社
で
の
学
生
た
ち
と
の
密
度
濃
い
交

流
等
を
伝
記
一
冊
に
ま
と
め
た
。
人
生
で
大
切
な
も
の
、
そ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は

character 

、preparation

で
あ
る
こ
と
を
伝
え
た
。

一
九
三
二
年
に
学
生
代
表
が
同
志
社
学
生
と
共
に
住
む
寮
と
し
て
同
志
社
ア
ー
モ

ス
ト
館
が
、
母
マ
ー
サ
を
は
じ
め
ア
ー
モ
ス
ト
大
学
の
多
方
面
か
ら
の
寄
付
金
で
贈

ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
ニ
コ
ル
ズ
の
伝
記
は
太
平
洋
戦
争
直
前
の
一
九
四
一
年
に
、
ア

ー
モ
ス
ト
館
寮
生
の
渡
邊
義
治
（
そ
の
後
戦
死
）
に
よ
り
出
版
さ
れ
、
今
回
現
代
語

訳
と
し
て
復
刻
出
版
と
な
っ
た
。 

ア
ー
モ
ス
ト
大
学
は
代
表
を
送
り
続
け
て
お
り
、
本
書
は
代
表
派
遣
百
周
年
記
念

と
し
て
両
大
学
の
交
流
の
歴
史
を
再
確
認
す
る
た
め
に
出
版
さ
れ
た
。
本
書
に
よ
り

改
め
て
ニ
コ
ル
ズ
の
果
た
し
た
両
大
学
の
交
流
の
実
態
と
ア
ー
モ
ス
ト
館
の
歴
史
が

確
認
出
来
よ
う
。
歴
史
的
一
次
資
料
も
含
ま
れ
、
索
引
も
丁
寧
に
作
ら
れ
て
い
る
。

 

編
纂
委
員　
吉
﨑
雅
俊
（
一
九
七
四
年
商
学
部
卒
）
よ
り

一般財団法人同志社日米文化財団出版局
寄贈

刊行日 2024月2月

東京大学出版会
3,520円（税込）

刊行日 2023月11月

※著者の所属・職名は執筆時のものです。
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核
不
拡
散
と
核
軍
縮
の
国
際
法

浅あ
さ

田だ 

正ま
さ

彦ひ
こ

（
法
学
部
教
授
）
著

本
書
は
、
核
兵
器
の
不
拡
散
と
核
軍
縮
の
問
題
を
国
際
法
の
観
点
か
ら
解
説
し
た

も
の
で
あ
る
。

二
〇
二
二
年
に
始
ま
っ
た
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
は
、
戦
争
が
い
か
に

悲
惨
で
残
虐
な
も
の
で
あ
る
か
を
世
界
中
に
見
せ
つ
け
て
い
る
が
、
同
時
に
こ
の
戦

争
は
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
核
兵
器
使
用
の
可
能
性
を
現
実
的
な
懸
念
と
し
て
提
起
し
て

い
る
。

早
く
も
侵
攻
当
日
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
、
外
部
か
ら
介
入
し
よ
う
と
す
る
者
が

あ
れ
ば
核
兵
器
を
使
用
す
る
と
の
威
嚇
を
行
い
、
そ
の
後
も
同
様
の
発
言
を
繰
り
返

し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
通
常
兵
器
に
よ
る
戦
争
で
不
利
に
な
れ
ば
、
核
兵
器
を
使
う

と
い
う
脅
し
で
あ
る
。
こ
う
し
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
、
敗
北
か
核
兵
器
使
用
か
と
い
う

究
極
の
選
択
を
迫
ら
れ
続
け
て
い
る
と
い
え
る
。
核
兵
器
を
保
有
し
て
お
れ
ば
そ
の

使
用
の
威
嚇
を
す
る
こ
と
で
、
戦
争
に
負
け
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、

ど
の
国
も
核
兵
器
を
持
ち
た
い
と
思
う
で
あ
ろ
う
。
核
兵
器
拡
散
の
危
険
が
現
実
問

題
と
し
て
高
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

日
本
は
唯
一
の
戦
争
被
爆
国
と
し
て
、
機
会
あ
る
ご
と
に
核
軍
縮
を
標
榜
し
て
き

た
。
核
軍
縮
に
関
し
て
は
、
核
兵
器
の
不
使
用
や
核
実
験
の
禁
止
な
ど
、
そ
の
前
段

階
と
し
て
多
く
の
重
要
な
未
完
の
課
題
が
あ
る
が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
や
米
ロ
対
立

の
再
燃
に
よ
っ
て
そ
の
可
能
性
は
大
き
く
後
景
に
追
い
や
ら
れ
た
感
が
あ
る
。
し
か

し
、
核
軍
縮
の
す
べ
て
の
プ
ロ
セ
ス
が
止
ま
っ
て
い
る
時
だ
か
ら
こ
そ
、
物
事
の
本

質
を
見
極
め
る
思
索
が
可
能
か
つ
重
要
と
な
る
の
で
あ
る
。

核
不
拡
散
・
核
軍
縮
に
関
連
す
る
基
本
的
な
問
題
を
ほ
ぼ
網
羅
し
て
詳
細
に
解
説

し
た
本
書
を
手
に
取
っ
て
、
そ
う
し
た
思
索
を
実
践
し
て
頂
け
れ
ば
、
著
者
と
し
て

は
望
外
の
喜
び
で
あ
る
。

 

著
者
よ
り

ケ
ア
の
倫
理 

―
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
政
治
思
想

岡お
か

野の 

八や

代よ（
大
学
院
グ
ロ
ー
バ
ル・

ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
研
究
科
教
授
）著

２
０
２
４
年
に
入
り
、
長
年
研
究
し
て
き
た
ケ
ア
の
倫
理
を
め
ぐ
る
著
書
を
、
岩

波
書
店
に
お
け
る
新
書
２
０
０
１
点
目
と
し
て
光
栄
に
も
公
刊
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
博
士
論
文
を
含
め
、
わ
た
し
の
研
究
生
活
の
半
分
以
上
を
か
け
て
研
究
し
て

き
た
テ
ー
マ
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
と
て
も
感
慨
深
い
新
書
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

研
究
を
始
め
た
当
初
に
比
べ
、
新
型
コ
ロ
ナ
・
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
影
響
も
あ
り
「
ケ

ア
」
へ
の
社
会
的
関
心
も
高
ま
り
ま
し
た
。
新
書
と
は
い
え
、
多
く
の
哲
学
者
に
触

れ
る
少
々
難
解
な
著
作
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
研
究
者
だ
け
で
な
く
、
実
際
の
ケ
ア
実

践
に
関
わ
る
方
に
も
読
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

本
書
は
、
ケ
ア
、
つ
ま
り
、
他
者
の
手
を
借
り
な
け
れ
ば
生
き
る
た
め
に
必
要
な

モ
ノ
や
活
動
が
ま
ま
な
ら
な
い
人
の
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
実
践
や
思
考
、
そ
し
て
そ
の

社
会
的
価
値
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
70
年
代
以
降
の
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
研
究
者
た
ち
が

い
か
な
る
議
論
を
積
み
上
げ
て
き
た
の
か
を
、
半
世
紀
に
わ
た
る
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の

政
治
思
想
と
し
て
、
紆
余
曲
折
を
め
ぐ
る
葛
藤
を
含
め
詳
細
に
し
ま
し
た
。
日
本
で

は
ま
だ
ま
だ
、
ケ
ア
の
倫
理
を
め
ぐ
る
議
論
を
す
る
さ
い
に
重
要
な
、
フ
ェ
ミ
ニ
ス

ト
の
著
作
が
邦
訳
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
を
機
に
、
是
非
と
も
若
い
研
究
者
た
ち

に
も
ケ
ア
の
倫
理
の
魅
力
が
伝
わ
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

新
書
と
い
う
体
裁
な
が
ら
、
邦
訳
さ
れ
て
な
い
著
書
に
つ
い
て
は
、
哲
学
的
な
議

論
に
踏
み
込
ん
で
論
じ
た
本
書
は
、
ケ
ア
の
倫
理
を
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
思
想
の
歴
史
と

し
て
捉
え
返
し
た
、
本
邦
初
の
著
書
と
な
っ
た
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

 

著
者
よ
り

有斐閣
5,280円（税込）

刊行日 2023月12月

岩波書店
1,364円（税込）

刊行日 2024月1月
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真
の
キ
リ
ス
ト
教
神
学
の
た
め

の
弁
証

中な
か

野の 

泰や
す

治は
る

（
大
学
神
学
部
准
教
授
）
著

本
書
は
、
17
世
紀
の
ク
エ
ー
カ
ー
の
神
学
者
ロ
バ
ー
ト
・
バ
ー
ク
レ
ー
の
主
著

A
n A

pology for the True C
hristian D

ivinity (1678)

の
邦
語
訳
で
あ
る
。
共
和
政

期
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
始
ま
っ
た
ク
エ
ー
カ
ー
運
動
は
、
穏
健
派
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る

ジ
ョ
ー
ジ
・
フ
ォ
ッ
ク
ス
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
、
全
国
組
織
化
さ
れ
て
い
っ
た
。

そ
の
フ
ォ
ッ
ク
ス
の
活
動
に
理
論
的
基
盤
を
与
え
た
の
が
、
本
書
の
著
者
バ
ー
ク
レ

ー
で
あ
っ
た
。
最
初
期
ク
エ
ー
カ
ー
で
あ
る
フ
ォ
ッ
ク
ス
に
は
終
末
意
識
（
前
千
年

王
国
説
）
が
見
ら
れ
、
終
末
意
識
が
後
退
し
た
王
政
復
古
期
に
活
躍
し
た
バ
ー
ク
レ

ー
に
は
、
そ
う
し
た
思
想
が
見
ら
れ
な
い
と
い
う
違
い
は
あ
る
が
、
初
期
ク
エ
ー
カ

ー
信
仰
の
基
本
は
、（
１
）
す
べ
て
の
人
々
に
は
キ
リ
ス
ト
の
贖
罪
に
よ
り
内
な
る

光
（
聖
霊
）
が
与
え
ら
れ
て
い
る
、（
２
）「
主
の
訪
れ
の
日
」
に
お
い
て
光
に
よ
っ

て
働
き
か
け
ら
れ
る
が
、
こ
の
働
き
に
対
し
て
、
沈
黙
の
う
ち
に
自
己
を
無
に
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
（
あ
く
ま
で
神
の
恵
み
の
力
に
よ
っ
て
）
反
抗
し
な
い
な
ら
ば
、
救

い
が
与
え
ら
れ
る
、（
３
）
ク
エ
ー
カ
ー
信
仰
で
は
、
義
認
と
聖
化
が
同
一
の
も
の

で
あ
り
、
救
い
に
与
っ
た
者
は
、
完
全
に
正
し
く
生
き
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
（
こ

れ
が
彼
ら
の
多
く
の
社
会
活
動
の
源
で
あ
る
）、
で
あ
る
。A

pology

の
内
容
は
難
解

な
神
学
的
議
論
で
あ
り
、
か
つ
初
期
近
代
英
語
で
書
か
れ
て
い
る
た
め
、
ネ
イ
テ
ィ

ブ
に
と
っ
て
も
難
し
い
よ
う
で
、
ま
た
、
20
世
紀
以
降
の
ク
エ
ー
カ
ー
に
よ
る
自
由

主
義
史
観
か
ら
一
世
紀
ほ
ど
正
し
く
評
価
さ
れ
な
い
状
況
が
続
い
て
き
た
。
こ
こ
20

年
く
ら
い
バ
ー
ク
レ
ー
神
学
の
再
評
価
が
進
ん
で
お
り
、
研
究
が
さ
ら
に
進
む
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
。

 

著
者
よ
り

三恵社
6,050円（税込）

刊行日 2024月3月

民
主
司
法
の
救
済
形
式 

―「
憲
法
価
値
」の
手
続
実
現

川か
わ

嶋し
ま 

四し

郎ろ
う

（
大
学
法
学
部
教
授
）
著

現
行
の
民
事
訴
訟
法
が
施
行
さ
れ
て
四
半
世
紀
が
経
過
し
た
。
日
本
学
術
会
議
会

員
任
命
拒
否
問
題
等
で
顕
在
化
し
た
よ
う
に
、「
憲
法
価
値
」（
憲
法
二
三
条
、
一
九

条
、
二
一
条
一
項
、
七
三
条
一
号
・
四
号
、
九
九
条
等
）
の
毀
損
が
公
然
と
進
行
す

る
現
代
日
本
で
、
私
た
ち
の
憲
法
は
ま
す
ま
す
窮
地
に
立
た
さ
れ
て
い
る
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
朝
ド
ラ
『
虎
に
翼
』
で
主
人
公
や
多
く
の
人
々
が
公
布
さ
れ
た
ば
か
り
の
「
日
本

国
憲
法
」
を
読
ん
で
歓
喜
の
涙
を
流
し
た
時
代
さ
え
、
今
で
は
忘
れ
ら
れ
つ
つ
あ
る
。

本
書
で
は
、
民
事
訴
訟
過
程
と
い
う
救
済
形
式
が
、
そ
の
価
値
を
再
認
識
し
具
体

化
で
き
る
「
民
主
司
法
の
救
済
形
式
」
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
た
。
第
１
編
「
司
法

権
と
救
済
形
式
」
で
は
、「
司
法
権
の
限
界
」
と
「
公
法
紛
争
と
法
的
救
済
」
を
論
じ
、

第
２
編
「
信
義
・
公
正
と
救
済
形
式
」
で
は
、「
民
事
訴
訟
と
信
義
則
」、「
補
助
参

加
訴
訟
の
公
正
確
保
」
や
「
訴
訟
内
非
訟
手
続
」
を
論
じ
、
第
３
編
「
手
続
的
正
義

と
救
済
形
式
」
で
は
、「
争
点
整
理
手
続
の
改
善
」
や
「
手
続
的
正
義
の
法
理
」
を

論
じ
、第
４
編
「『
民
事
訴
訟
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
』
の
救
済
形
式
」
で
は
、私
た
ち
が
『
民

事
裁
判
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
論
の
歴
史
的
展
開
』（
日
本
評
論
社
、
二
〇
二
一
年
）
で
展
開
し

た
議
論
を
承
け
て
、
政
府
の
民
事
訴
訟
法
改
正
案
を
批
判
的
に
検
討
し
た
。

地
球
温
暖
化
問
題
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
私
た
ち
が
現
在
「
茹
で
蛙
」
状
態
に

あ
る
こ
と
は
、
民
事
訴
訟
法
学
の
領
域
に
お
い
て
も
変
わ
り
が
な
い
。
今
回
も
、
多

く
の
人
々
特
に
本
学
教
職
員
の
方
々
の
手
厚
い
サ
ポ
ー
ト
に
よ
り
開
板
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、本
書
が
民
事
訴
訟
を
通
じ
た「
憲

法
価
値
」
の
再
認
識
へ
の
一
助
に
な
れ
ば
と
祈
念
し
て
い
る
。

 

著
者
よ
り

弘文堂
7,150円（税込）

刊行日 2023月12月
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新 刊 紹 介

ク
ビ
ラ
イ
と
南
の
海
域
世
界

向む
か
い 

正ま
さ

樹き

（
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
地
域

文
化
学
部
准
教
授　
　

）
著

十
三
・
十
四
世
紀
は
、
モ
ン
ゴ
ル
覇
権
の
も
と
ユ
ー
ラ
シ
ア
世
界
が
陸
・
海
の
交

易
路
で
結
び
つ
け
ら
れ
、
国
際
商
業
や
技
術
・
文
化
交
流
が
進
ん
だ
、
初
期
グ
ロ
ー

バ
ル
化
の
時
代
で
す
。
こ
の
時
代
は
い
ま
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
ホ
ッ
ト
な

研
究
領
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
書
は
、
モ
ン
ゴ
ル
広
域
国
家
と
ム
ス
リ
ム
交
易
デ

ィ
ア
ス
ポ
ラ
の
結
び
つ
き
に
着
目
し
、
モ
ン
ゴ
ル
統
治
下
の
中
国
（
元
）
と
南
の
海

域
世
界
の
非
対
称
な
経
済
的
結
合
の
成
立
過
程
、
多
宗
教
共
存
の
実
態
や
そ
の
背
景

に
あ
る
世
界
認
識
を
探
る
も
の
で
す
。

十
三
・
十
四
世
紀
に
は
、
資
本
主
義
世
界
シ
ス
テ
ム
に
先
行
す
る
史
的
シ
ス
テ
ム

が
存
在
し
た
と
さ
れ
ま
す
が
、
世
界
シ
ス
テ
ム
の
ア
プ
リ
オ
リ
な
全
体
性
の
設
定
に

は
疑
問
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
本
書
で
は
、
覇
権
国
家
や
経
済
的
結
合
の
非
対
称
性

と
い
う
世
界
シ
ス
テ
ム
論
の
問
題
関
心
を
継
承
し
つ
つ
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
視
点
か

ら
シ
ス
テ
ム
論
を
脱
構
築
し
ま
す
。

本
書
の
表
紙
カ
バ
ー
や
表
紙
に
使
わ
れ
て
い
る
仏
・
ベ
ル
ジ
ュ
ロ
ン
「
マ
ル
コ
・

ポ
ー
ロ
地
図
」
や
蘭
・
ホ
ン
デ
ィ
ウ
ス
「
ア
ジ
ア
図
」
は
本
学
グ
ロ
ー
バ
ル
地
域
文

化
学
部
が
所
蔵
す
る
貴
重
資
料
で
す
。
世
界
認
識
の
変
遷
や
古
い
地
名
を
調
べ
る
の

に
役
立
っ
て
い
ま
す
。
同
じ
く
表
紙
カ
バ
ー
の
、
モ
ン
ゴ
ル
兵
の
一
人
一
人
の
顔
が

よ
く
見
え
る
絵
画
は
菊
池
神
社
蔵
「
蒙
古
襲
来
絵
詞
」
模
本
を
使
用
し
ま
し
た
。
人

の
つ
な
が
り
と
い
う
本
書
の
テ
ー
マ
を
表
し
て
い
ま
す
。

 

著
者
よ
り

フ
ラ
ン
ス
教
育
シ
ス
テ
ム
の

歴
史

越こ
し

水み
ず 

雄ゆ
う

二じ

（
大
学
社
会
学
部
准
教
授
）
訳

フ
ラ
ン
ス
教
育
史
と
言
え
ば
、
何
を
思
い
浮
か
べ
る
だ
ろ
う
か
。
高
校
の
日
本
史

教
科
書
に
は
近
代
学
校
制
度
の
構
築
が
フ
ラ
ン
ス
を
模
範
に
始
ま
っ
た
と
記
さ
れ
、

世
界
史
で
は
中
世
西
欧
に
誕
生
し
た
大
学
の
一
つ
に
パ
リ
大
学
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

そ
れ
ら
の
説
明
に
目
を
留
め
た
記
憶
が
あ
る
方
も
結
構
お
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

『
フ
ラ
ン
ス
教
育
シ
ス
テ
ム
の
歴
史
』
は
、
原
著
の
初
版
が
、
定
評
あ
る
ク
セ
ジ

ュ
叢
書
の
一
冊
と
し
て
２
０
０
５
年
に
刊
行
さ
れ
た
。
著
者
た
ち
は
20
世
紀
後
半
に

進
展
し
た
フ
ラ
ン
ス
社
会
史
お
よ
び
教
育
史
の
研
究
成
果
に
基
づ
き
、
か
つ
、
同
時

期
の
教
育
諸
研
究
、
と
く
に
教
育
社
会
学
の
知
見
を
活
か
し
て
、
学
校
制
度
を
中
心

と
す
る
教
育
シ
ス
テ
ム
が
形
成
さ
れ
た
過
程
を
、
現
代
の
教
育
問
題
を
理
解
す
る
上

で
重
要
な
七
つ
の
側
面
か
ら
描
き
出
し
て
い
る
。
全
７
章
の
テ
ー
マ
は
次
の
通
り
。

１
「
学
校
と
権
力
―
教
会
か
ら
国
家
へ
」、
２
「
学
校
知
の
構
築
」、
３
「
教
育
実
践

の
進
化
と
教
授
法
を
め
ぐ
る
論
争
」、
４
「
自
律
と
集
権
化
の
狭
間
に
あ
る
学
校
」、

５
「
職
業
へ
の
教
育
―
同
業
組
合
か
ら
技
術
教
育
へ
」、
６
「
学
校
と
不
平
等
」、
７

「
学
校
に
お
け
る
技
術
革
新
」。
ど
の
章
も
、
テ
ー
マ
の
源
流
を
古
代
ギ
リ
シ
ア
・
ロ

ー
マ
へ
遡
っ
て
検
討
し
た
後
、
フ
ラ
ン
ス
の
古
代
・
中
世
・
近
代
へ
と
問
題
の
展
開

を
辿
り
、
現
代
の
状
況
か
ら
将
来
を
展
望
す
る
考
察
で
締
め
括
ら
れ
る
。

教
育
は
も
ち
ろ
ん
、
フ
ラ
ン
ス
の
社
会
や
文
化
に
多
様
な
関
心
を
も
つ
方
々
か
ら

本
書
が
幅
広
く
読
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
訳
者
は
幸
い
で
あ
る
。
日
本
に
お
け
る
教
育

の
歩
み
と
今
後
の
課
題
を
め
ぐ
る
思
索
に
も
、
フ
ラ
ン
ス
教
育
史
の
こ
の
コ
ン
パ
ク

ト
な
概
説
書
は
、
比
較
考
察
に
役
立
つ
史
実
と
視
点
を
示
し
て
く
れ
る
と
思
う
。

 

訳
者
よ
り

白水社
1,540円（税込）

刊行日 2024月3月

大阪大学出版会
6,820円（税込）

刊行日 2024月2月

64



新 刊 紹 介

関
和
知
の
出
世

政
論
記
者
か
ら
メ
デ
ィ
ア
議
員
へ

河か
わ

崎さ
き 

吉よ
し

紀の
り

（
社
会
学
部
教
授
）
著

本
書
は
、
戦
前
の
衆
議
院
議
員
で
あ
る
関
和
知
（
せ
き
・
わ
ち
）
の
伝
記
で
あ
る
。

彼
は
１
８
７
０
（
明
治
3
）
年
に
生
ま
れ
、
１
９
２
５
（
大
正
14
）
年
に
亡
く
な
っ

た
。
東
京
専
門
学
校
（
現
在
の
早
稲
田
大
学
）
を
卒
業
後
、
雑
誌
『
新
総
房
』
を
創

刊
す
る
。
周
囲
の
援
助
を
得
て
、
こ
の
雑
誌
は
日
刊
新
聞
へ
と
拡
大
し
た
。
そ
こ
で

の
人
脈
が
、
彼
に
ア
メ
リ
カ
留
学
の
チ
ャ
ン
ス
を
も
た
ら
す
。
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学

で
学
位
を
取
り
、帰
国
し
た
関
和
知
は
新
聞
『
万
朝
報
』『
東
京
毎
日
新
聞
』
に
勤
め
、

１
９
０
９
年
、
衆
議
院
議
員
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
し
た
。
そ
の
後
、
大
隈
重
信
内
閣
で

秘
書
官
、
副
参
政
官
を
務
め
、
憲
政
会
と
い
う
政
党
に
参
加
し
て
幹
事
長
、
総
務
と

な
っ
て
活
躍
し
た
。

当
時
は
、
地
主
で
資
産
の
あ
る
人
々
が
政
治
家
に
な
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
し
か

し
、
関
和
知
に
経
済
的
な
資
本
は
な
い
。
苦
労
し
て
大
学
を
卒
業
し
た
。
そ
の
よ
う

な
人
物
が
政
治
家
と
な
る
に
は
、
ほ
か
に
リ
ソ
ー
ス
を
開
拓
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

そ
れ
が
、
人
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
人
を
結
び
つ
け
る
と
い
う
機
能
を
も
つ
「
教
育
と

メ
デ
ィ
ア
」
で
あ
る
。
早
稲
田
で
優
秀
な
成
績
を
修
め
、
ア
メ
リ
カ
で
学
位
を
と
っ

て
人
的
資
本
を
形
成
す
る
一
方
、
先
輩
後
輩
の
つ
な
が
り
が
政
治
家
と
な
る
た
め
の

支
援
を
生
み
だ
し
た
。
新
聞
社
は
こ
う
し
た
人
々
が
集
ま
る
政
治
的
セ
ン
タ
ー
と
し

て
機
能
し
、
地
元
の
有
力
者
を
引
き
寄
せ
、
社
会
関
係
資
本
を
蓄
積
し
て
い
っ
た
。

政
治
家
と
な
っ
て
か
ら
は
、
メ
デ
ィ
ア
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
展
開
し
、
新
聞
雑
誌

に
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
で
、
そ
の
有
名
性
を
政
治
力
へ
と
変
換
し
た
。

本
書
は
、
政
治
と
メ
デ
ィ
ア
の
関
係
を
、
メ
デ
ィ
ア
出
身
の
政
治
家
に
お
い
て
考

察
す
る
「
近
代
日
本
メ
デ
ィ
ア
議
員
列
伝
」
の
一
冊
で
あ
る
。

 

著
者
よ
り

ジ
ョ
ア
ン
・
ト
ロ
ン
ト
著 

『
ケ
ア
リ
ン
グ
・
デ
モ
ク
ラ
シ

ー
：
市
場
・
平
等
・
正
義
』を

監
訳
、解
説
し
て

岡お
か

野の 

八や

代よ（
大
学
院
グ
ロ
ー
バ
ル・

ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
研
究
科
教
授
）著

合
衆
国
の
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
政
治
理
論
家
、
ジ
ョ
ア
ン
・
ト
ロ
ン
ト
先
生
は
、
現
在
、

ミ
ネ
ソ
タ
大
学
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
立
大
学
の
名
誉
教
授
で
あ
り
、
国
際
的
に
ケ
ア

を
め
ぐ
る
議
論
を
け
ん
引
し
、
多
く
の
国
際
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
の
に

貢
献
し
て
き
た
、
わ
た
し
が
最
も
影
響
を
受
け
た
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
研
究
者
で
す
。
本

書
は
、
政
治
学
者
と
し
て
民
主
主
義
の
定
義
を
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
の
立
場
か
ら
、
と
く

に
ケ
ア
を
め
ぐ
る
歴
史
、
社
会
状
況
、
世
界
的
位
置
に
つ
い
て
、
大
き
く
転
換
す
る

こ
と
を
迫
る
、
ト
ロ
ン
ト
先
生
の
主
著
の
一
冊
で
す
（
な
お
、
最
初
の
単
著
で
あ
る

『
モ
ラ
ル
・
バ
ウ
ン
ダ
リ
ー
』
も
今
年
翻
訳
さ
れ
ま
し
た
）。

ト
ロ
ン
ト
先
生
は
、
こ
の
二
冊
の
主
著
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
主
に
哲
学
の
分
野

で
論
じ
ら
れ
て
き
た
ケ
ア
の
倫
理
を
、
政
治
理
論
へ
と
大
き
く
展
開
さ
せ
た
お
一
人

で
す
が
、
と
く
に
１
９
９
３
年
公
刊
の
『
モ
ラ
ル
・
バ
ウ
ン
ダ
リ
ー
』
は
、
そ
の
学

術
的
な
影
響
力
の
大
き
さ
を
認
め
ら
れ
、
昨
年
ア
メ
リ
カ
政
治
学
会
に
よ
り
、
ベ
ン

ジ
ャ
ミ
ン
・
リ
ピ
ン
コ
ッ
ト
賞
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

『
ケ
ア
リ
ン
グ
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
』
は
２
０
１
３
年
に
合
衆
国
で
公
刊
さ
れ
た
と

い
う
意
味
で
、
決
し
て
新
し
い
本
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
２
０
２
０
年
末
か
ら
世
界

を
襲
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
・
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
以
降
、
世
界
的
に
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
ケ
ア
不
足
に
、
わ
た
し
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
ど
う
対
処
す
る
か
、
ま
た
ケ
ア
不

足
を
解
消
す
る
た
め
に
い
か
な
る
政
治
的
な
取
り
組
み
が
必
要
な
の
か
を
考
え
る
た

め
に
、
本
書
を
是
非
と
も
日
本
で
紹
介
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
思
い
で
翻
訳

に
と
り
か
か
り
ま
し
た
。

本
書
の
邦
訳
に
よ
っ
て
、
政
治
（
学
）
こ
そ
が
、
ケ
ア
と
い
う
営
み
を
最
も
蔑
ん

で
き
た
の
で
は
な
い
か
、
つ
ま
り
、
ケ
ア
を
担
わ
さ
れ
て
き
た
女
性
の
地
位
の
低
さ

は
、
人
類
の
政
治
像
が
歪
ん
で
き
た
た
め
で
は
な
い
か
、
と
根
本
か
ら
政
治
を
見
直

す
機
会
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。 

著
者
よ
り

創元社
2,970円（税込）

刊行日 2024月3月

勁草書房
3,740円（税込）

刊行日 2024月3月
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新 刊 紹 介

教
理
問
答
と
信
仰
告
白

中な
か

野の 

泰や
す

治は
る

（
大
学
神
学
部
准
教
授
）
著

本
書
は
、
17
世
紀
の
ク
エ
ー
カ
ー
の
神
学
者
ロ
バ
ー
ト
・
バ
ー
ク
レ
ー
に
よ
るA

 
C

atechism
 and C

onfession of Faith

（1673

）
の
邦
語
訳
で
あ
る
。
ク
エ
ー
カ
ー

は
「
文
字
は
生
命
を
殺
す
」
と
考
え
て
い
た
こ
と
か
ら
、
信
仰
の
「
ド
グ
マ
化
」
を

避
け
て
き
た
。
し
か
し
、
周
囲
か
ら
の
厳
し
い
迫
害
も
あ
っ
て
、
自
分
た
ち
の
信
仰

を
守
る
た
め
に
数
多
く
の
護
教
的
な
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
書
籍
を
出
版
し
て
き
た
。
特

に
誤
解
を
与
え
が
ち
だ
っ
た
教
え
は
、
内
な
る
光
（
聖
霊
の
働
き
）
が
真
理
の
第
一

の
基
盤
で
あ
り
、
聖
書
は
光
の
働
き
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
第
二
次

的
で
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
（
た
だ
し
、
光
に
よ
る
啓
示
の
内
容
は
、
聖
書
や

教
父
の
著
作
、
他
の
信
徒
の
言
葉
と
い
っ
た
複
数
の
証
に
よ
っ
て
検
証
さ
れ
る
）。

当
時
の
主
流
派
で
あ
っ
た
カ
ル
ヴ
ァ
ン
派
は
、
神
の
啓
示
は
既
に
終
わ
っ
て
お
り
、

聖
書
が
神
の
御
言
葉
そ
の
も
の
で
あ
る
と
の
立
場
を
採
っ
て
い
た
た
め
、
ク
エ
ー
カ

ー
は
聖
書
を
軽
視
・
否
定
し
て
い
る
と
し
つ
こ
く
攻
撃
さ
れ
て
い
た
。
そ
う
し
た
聖

書
否
定
・
軽
視
と
い
う
批
判
に
対
し
て
、
バ
ー
ク
レ
ー
は
本
書
『
教
理
問
答
と
信
仰

告
白
』
に
お
い
て
、
す
べ
て
聖
書
の
言
葉
を
用
い
て
、
ク
エ
ー
カ
ー
信
仰
の
全
体
像

を
示
し
た
の
で
あ
る
。
後
に
彼
は
、
神
学
者
か
ら
の
反
論
に
答
え
る
た
め
に
『
真
の

キ
リ
ス
ト
教
神
学
の
た
め
の
弁
証
』
と
い
う
よ
り
本
格
的
な
神
学
書
を
著
す
こ
と
に

な
る
が
、
こ
の
『
教
理
問
答
と
信
仰
告
白
』
は
聖
書
的
で
は
な
い
と
い
う
外
部
か
ら

の
批
判
に
真
正
面
か
ら
答
え
、
対
内
的
に
は
若
者
に
ク
エ
ー
カ
ー
信
仰
を
聖
書
の
言

葉
を
用
い
て
教
え
る
入
門
書
で
も
あ
る
た
め
、
現
代
の
読
者
に
お
す
す
め
で
あ
る
。

 

著
者
よ
り

教
室
の
中
の
認
知
行
動
療
法

石い
し

川か
わ 

信し
ん

一い
ち

（
大
学
心
理
学
部
教
授
）
著

２
０
２
２
年
度
、
小
中
学
校
に
お
け
る
不
登
校
児
童
生
徒
数
は
、
つ
い
に
30
万
人

に
迫
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
（
２
９
９
，
０
４
８
人
）。
こ
の
こ
と
は
、
中
学
校
で

は
17
人
に
1
人
が
不
登
校
状
態
に
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
事

態
を
受
け
、
全
て
の
児
童
生
徒
に
学
び
の
場
を
確
保
す
る
べ
く
、
学
内
外
で
の
多
様

な
学
び
の
形
の
提
供
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ふ
と
立
ち
止
ま
っ
て
考
え

て
み
る
と
、
あ
る
疑
問
が
思
い
浮
か
び
ま
す
。

「
ど
の
よ
う
な
と
き
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
を
勧
め
る
べ
き
な
の
か
？
」「
サ
ポ
ー

ト
ル
ー
ム
へ
の
通
学
が
効
果
的
な
の
は
ど
ん
な
と
き
か
？
」「
教
室
へ
入
る
よ
う
に

促
し
た
方
が
良
い
と
判
断
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
は
何
だ
ろ
う
か
？
」

児
童
生
徒
を
支
援
す
る
た
め
の
環
境
整
備
は
確
か
に
重
要
で
は
あ
り
ま
す
が
、
適

切
に
運
用
す
る
た
め
の
知
恵
や
技
術
が
な
け
れ
ば
、
効
果
を
発
揮
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
疑
問
に
応
え
る
べ
く
本
書
は
執
筆
さ
れ
ま
し
た
。
認
知
行
動
療
法
は
、

子
ど
も
の
心
理
的
問
題
に
広
く
効
果
が
証
明
さ
れ
た
心
理
療
法
で
あ
る
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
本
書
は
認
知
行
動
療
法
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
、
教
育
場
面
で
応

用
す
る
際
に
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
点
を
ま
と
め
ま
し
た
。

さ
ら
に
、「
誰
一
人
取
り
残
さ
れ
な
い
」
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
適
応
に

困
難
を
抱
え
て
い
る
人
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
周
囲
に
も
学
び
の
機
会
を
提
供
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
た
め
、
本
書
で
は
、
個
別
支
援
の
み
な
ら
ず
、
教
室
の
中

で
担
任
教
師
が
実
施
で
き
る
授
業
形
式
の
認
知
行
動
療
法
の
技
法
も
紹
介
し
て
い
ま

す
。
本
書
が
子
ど
も
の
支
援
に
か
か
わ
る
人
た
ち
の
一
助
と
な
り
、
そ
の
こ
と
で
救

わ
れ
る
子
ど
も
が
一
人
で
も
い
れ
ば
大
変
う
れ
し
く
存
じ
ま
す
。

 

著
者
よ
り

三恵社
1,540円（税込）

刊行日 2024月4月

明治図書出版
2,200円（税込）

刊行日 2023月10月
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新 刊 紹 介

西
尾
実
国
語
教
育
論
の 

生
成
と
展
開

松ま
つ

崎ざ
き 

正ま
さ

治は
る

（
女
子
大
学
特
任
教
授
）
著

江
戸
時
代
、
藩
に
よ
っ
て
異
な
る
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
明

治
維
新
後
に
近
代
的
な
国
民
国
家
を
目
指
し
た
日
本
に
は
、
全
国
共
通
の
国
語
が
必

要
と
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
は
、
ド
イ
ツ
に
学
ん
で
標
準
語
を
作
り
、
学
校
教
育
を
通

し
て
普
及
し
よ
う
と
し
ま
し
た
。
そ
う
し
て
標
準
語
を
教
え
る
国
語
科
と
い
う
教
科

が
成
立
し
た
の
は
、日
清
戦
争
と
日
露
戦
争
の
間
の
１
９
０
０
（
明
治
33
）
年
で
し
た
。

国
語
科
に
関
わ
る
当
時
の
人
々
に
と
っ
て
は
、
何
を
ど
の
よ
う
な
教
材
と
方
法
で

教
え
る
か
は
、
深
刻
な
課
題
で
し
た
。
現
代
の
観
点
か
ら
は
信
じ
ら
れ
な
い
こ
と
で

す
が
、
明
治
初
期
の
作
文
の
教
科
書
に
は
、
借
金
の
証
文
や
離
縁
願
い
な
ど
が
掲
載

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
将
来
の
実
用
に
備
え
て
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
ら
の
模
範
文
を

模
倣
さ
せ
る
こ
と
が
教
室
で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
本
で
取
り
上
げ
た
西
尾
実
［
に
し
お
・
み
の
る　
１
８
８
９
（
明
治
22
）
―

１
９
７
９
（
昭
和
54
）
年
］
は
、
長
野
県
で
小
学
校
・
師
範
学
校
の
教
育
を
受
け
、

小
学
校
教
師
を
経
験
し
た
後
に
、
東
京
帝
国
大
学
選
科
で
学
び
ま
し
た
。
そ
の
後
、

１
９
２
０
年
代
か
ら
１
９
６
０
年
代
ま
で
、
女
学
校
や
中
学
校
の
教
師
、
東
京
女
子

大
学
や
法
政
大
学
の
教
授
、
国
立
国
語
研
究
所
初
代
所
長
を
勤
め
、
現
在
の
国
語
教

育
の
原
型
を
作
り
ま
し
た
。
こ
の
本
で
は
、
大
正
期
か
ら
昭
和
戦
後
期
ま
で
の
大
き

な
戦
争
を
は
さ
む
激
動
の
時
代
に
、
西
尾
実
が
ど
の
よ
う
に
国
語
教
育
の
内
容
や
教

材
、
方
法
を
創
り
上
げ
て
い
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

こ
う
い
う
歴
史
的
な
思
考
は
、
現
在
、
そ
し
て
未
来
の
国
語
教
育
を
考
え
る
た
め

に
必
要
な
基
礎
作
業
だ
と
考
え
て
、
私
は
取
り
組
み
ま
し
た
。

 

著
者
よ
り

イ
ギ
リ
ス
湖
水
地
方 

ピ
ー
タ
ー
ラ
ビ
ッ
ト
の 

野
の
花
め
ぐ
り

臼う
す

井い 

雅ま
さ

美み

（
大
学
文
学
部
教
授
）
著

『
ピ
ー
タ
ー
ラ
ビ
ッ
ト
の
お
は
な
し
』
シ
リ
ー
ズ
の
著
者
ビ
ア
ト
リ
ク
ス
・
ポ
タ

ー
は
、
湖
水
地
方
の
自
然
を
こ
よ
な
く
愛
し
た
。
彼
女
の
絵
本
の
世
界
に
描
か
れ
た

野
の
花
々
は
、
イ
ギ
リ
ス
湖
水
地
方
の
豊
か
な
水
、
古
森
、
そ
し
て
渓
谷
に
守
ら
れ

て
き
た
。
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ト
ラ
ス
ト
な
ど
一
九
世
紀
か
ら
続
く
自
然
保
護
活
動
に
よ

り
再
生
し
た
野
の
花
、
木
々
、
そ
し
て
果
実
な
ど
を
、
湖
水
地
方
を
含
む
カ
ン
ブ
リ

ア
州
や
ラ
ン
カ
シ
ャ
ー
の
各
地
に
お
い
て
、
現
在
で
も
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
あ
る
。

私
自
身
が
在
外
研
究
で
ラ
ン
カ
ス
タ
ー
大
学
に
滞
在
し
て
い
た
一
年
間
、
週
末
に

な
る
と
湖
水
地
方
と
そ
の
周
辺
に
点
在
す
る
自
然
保
護
地
区
を
中
心
に
、
渓
谷
を
歩

く
フ
ェ
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し
て
い
た
。
そ
の
時
に
野
の
花
々
と
出
会
っ
た
こ
と
か

ら
、
こ
の
本
が
生
ま
れ
た
。
地
図
を
片
手
に
フ
ッ
ト
パ
ス
を
歩
き
、
牧
草
地
を
横
切

っ
た
り
、
森
林
を
抜
け
た
り
す
る
た
び
に
野
の
花
や
木
々
を
観
察
し
て
、
写
真
を
撮

り
続
け
、
イ
ギ
リ
ス
の
植
物
書
を
紐
解
い
て
は
調
べ
た
。
自
然
の
な
か
で
た
く
ま
し

く
生
き
る
小
さ
な
花
々
の
存
在
に
力
づ
け
ら
れ
、
ま
た
花
々
に
ま
つ
わ
る
民
間
伝
承

を
知
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
存
在
意
義
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

本
書
は
、「
春
の
訪
れ
と
と
も
に
」、「
初
夏
へ
の
扉
」、「
夏
の
光
の
も
と
で
」、「
秋

の
憂
い
の
囁
き
」、「
冬
に
守
ら
れ
る
命
」
と
題
し
た
五
つ
の
章
の
も
と
に
、
三
九
種

の
花
々
を
紹
介
し
て
い
る
。
植
物
学
的
見
地
か
ら
で
は
な
く
、
植
物
の
文
化
的
意
味

―
特
に
神
話
や
伝
説
、
民
間
療
法
や
食
用
採
集
な
ど
―
に
焦
点
を
あ
て
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
植
物
を
紹
介
し
た
。
そ
し
て
、
私
自
身
の
花
へ
の
思
い
を
込
め
て
記
し
た
。

 

著
者
よ
り

春風社
2,200円（税込）

刊行日 2023月9月

溪水社
11,550円（税込）

刊行日 2024月3月
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２
０
２
４
年
６
月
22
日
、
群
馬
県
安
中
市
の
新
島
学
園
中
学
校
・

高
等
学
校
礼
拝
堂
に
お
い
て
、
安
中
・
同
志
社
新
島
講
演
会
を
安
中

市
と
共
催
し
た
。「
安
中
市
・
学
校
法
人
同
志
社
連
携
協
定
事
業
」

と
し
て
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

開
会
に
際
し
て
、
同
学
園
の
聖
歌
隊
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
が

行
わ
れ
、
合
唱
と
ハ
ン
ド
ベ
ル
の
音
色
が
来
場
者
を
魅
了
し
た
。
そ

の
後
開
会
の
挨
拶
に
立
っ
た
八
田
英
二
同
志
社
総
長
・
理
事
長
は
、

新
島
襄
と
安
中
市
と
の
関
係
、
新
島
襄
の
志
が
新
島
学
園
に
息
づ
い

て
い
る
こ
と
な
ど
に
言
及
し
た
。

講
演
会
は
第
１
部
・
第
２
部
か
ら
な
る
。
第
１
部
と
し
て
登
壇
し

た
百
合
野
正
博
大
学
名
誉
教
授
は
、「
新
島
襄
が
私
学
同
志
社
を
設

立
し
た
重
要
な
意
味
～
グ
レ
イ
ス
教
会
で
頭
の
中
を
駆
け
巡
っ
た
こ

と
～
」
と
題
し
て
講
演
し
た
。

監
査
論
を
主
な
研
究
テ
ー
マ
と
し
、
研
究
、
教
育
に
加
え
、
多
く

の
ク
ラ
ブ
活
動
の
部
長
・
顧
問
な
ど
に
従
事
し
、
学
生
部
長
と
し
て

活
動
し
た
経
験
を

持
つ
。
百
合
野
氏

に
と
っ
て
、
大
き

な
転
機
と
な
っ
た

の
が
２
年
間
の
イ

ギ
リ
ス
留
学
だ
っ

た
。
自
由
、
真
の

安
中
市
・
学
校
法
人
同
志
社
連
携
協
定
事
業　

安
中
・
同
志
社
新
島
講
演
会

　
　 
法
人
部  �

 

法
人
事
務
部

同
志
社
ク
ロ
ー
ズ・ア
ッ
プ

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

百合野大学名誉教授

八田総長・理事長

新島学園聖歌隊

68



同志社
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民
主
主
義
、ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
、パ
ブ
リ
ッ
ク
（
公
＝
み
ん
な
）

な
ど
の
概
念
を
深
く
考
え
る
時
間
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
経
験
か
ら
、

帰
国
後
、
百
合
野
氏
は
、
新
島
襄
の
生
き
方
や
思
想
に
つ
い
て
考
え

る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

２
０
０
０
年
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
で
は
、
新
島
襄
が
ラ
ッ
ト

ラ
ン
ド
の
グ
レ
イ
ス
教
会
で
５
０
０
０
ド
ル
を
集
め
た
こ
と
を
会
計

学
の
視
点
か
ら
論
じ
る
講
演
を
行
っ
た
。
同
志
社
の
創
立
１
３
０
周

年
で
は
、
学
生
部
長
と
し
て
グ
レ
イ
ス
教
会
と
ア
ー
モ
ス
ト
大
学
間

の
１
３
０
㎞
を
歩
く
メ
モ
リ
ア
ル
ウ
ォ
ー
ク
を
開
催
し
た
。

百
合
野
氏
が
知
る
に
至
っ
た
新
島
襄
の
強
い
思
い
。「
自
治
自
立

の
人
を
養
成
す
る
の
が
私
立
大
学
の
特
性
で
あ
り
、
一
国
の
良
心
と

も
い
う
べ
き
人
物
を
養
成
し
た
い
。
国
立
大
の
卒
業
生
は
国
の
た
め

に
働
く
よ
う
育
成
さ
れ
る
が
、
私

立
大
学
の
卒
業
生
は
国
民
の
た
め

に
働
く
。
新
島
に
と
っ
て
国
民
が

国
よ
り
も
大
事
な
の
だ
」
と
百
合

野
氏
は
語
る
。
さ
ら
に
「
新
島
の

遺
言
に
『
倜
儻
不
羈
（
て
き
と
う

ふ
き
）』
と
い
う
言
葉
が
出
て
く

る
ん
で
す
ね
。
優
れ
た
才
能
を
持

ち
、
独
立
性
が
高
く
自
由
に
行
動

で
き
る
気
骨
の
あ
る
人
物
と
い
う
意
味
。
新
島
は
こ
う
し
た
学
生
の

個
性
を
認
め
て
、
大
き
な
人
物
と
し
て
育
成
し
な
さ
い
、
と
考
え
た

の
で
す
」
と
も
言
う
。

最
後
に
「
新
島
先
生
が
望
ん
だ
よ
う
な
民
主
主
義
社
会
が
、
今
後
、

日
本
に
到
来
す
る
と
い
う
期
待
を
持
ち
た
い
」
と
締
め
た
。

次
に
登
壇
し
た
本
井
康
博
元
大
学
神
学
部
教
授
は
、「
安
中
と
同

志
社
～
交
流
１
５
０
年
の
そ
の
先
へ
～
」
と
の
演
題
で
講
演
し
た
。

１
５
０
年
の
起
点
を
、
新
島
が
ア
メ
リ
カ
か
ら
帰
国
後
、
両
親
の
暮

ら
す
安
中
の
地
を
初
め
て
訪
れ
た
１
８
７
４
年
11
月
28
日
と
し
て
い

る
。
そ
し
て
、
同
志
社
と
安
中
に
お
け
る
交
流
の
つ
な
ぎ
役
３
本
柱

と
し
て
有
田
屋
（
湯
浅
家
）、
安
中
教
会
、
新
島
学
園
を
挙
げ
つ
つ
、

そ
こ
に
関
わ
っ
た
主
要
人
物
に

つ
い
て
取
り
上
げ
た
。

「
新
島
を
迎
え
た
有
田
屋
の

３
代
目
当
主
・
湯
浅
治
郎
は
、

功
績
が
大
に
も
か
か
わ
ら
ず
名

前
が
知
ら
れ
て
い
な
い
の
が
残

念
」
と
い
う
本
井
氏
。「
湯
浅

治
郎
（
※
１
）
は
、
表
舞
台
に

立
っ
た
り
、
人
前
で
自
慢
し
た

り
し
な
い
。
縁
の
下
の
力
持
ち

本井元大学神学部教授
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に
徹
し
た
。「
上
毛
か
る
た
」
に
も
登
場
し
な
い
。
私
は
「
縁
の
下

　
湯
浅
治
郎
は
力
持
ち
」
と
い
う
読
み
札
を
入
れ
た
い
」
と
も
語
っ

た
。新

島
の
ご
く
初
期
の
教
え
子
の
一
人
、
高
崎
出
身
・
松
本
亦
太
郎

（
※
２
）
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
興
味
深
い
。
湯
浅
治
郎
の
長
男
一
郎
と

と
も
に
同
志
社
に
入
学
し
た
亦
太
郎
は
、
ア
ー
モ
ス
ト
大
学
卒
業
で

新
島
の
後
輩
に
当
た
る
神
田
乃
武
が
帰
国
後
、
官
立
学
校
の
教
授
に

な
っ
た
こ
と
に
新
島
が
不
平
を
も
ら
し
た
消
息
を
、
著
書
の
中
で
披

露
し
て
い
る
と
い
う
。
新
島
が
あ
く
ま
で
も
「
独
立
、
自
治
」「
無

位
無
官
」
に
徹
し
た
人
だ
っ
た
こ
と
を
裏
付
け
る
逸
話
だ
。

同
じ
く
高
崎
出
身
の
住
谷
悦
治
（
※
３
）
は
、
東
大
出
身
で
同
志

社
総
長
を
務
め
た
。
東
大
紛
争
の
頃
、
住
谷
は
「
こ
の
機
会
に
東
大

な
ど
潰
れ
た
ほ
う
が
よ
い
」
と
語
っ
た
と
い
う
。
新
島
の
在
野
精
神

や
反
骨
心
を
受
け
継
い
だ
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。

本
井
氏
は
、
最
後
に
今
後
の
展
開
と
し
て
安
中
市
や
新
島
学
園
に

対
し
て
姉
妹
都
市
提
携
、
姉
妹
校
提
携
な
ど
の
提
案
を
行
っ
た
。
ア

ー
モ
ス
ト
や
ラ
ッ
ト
ラ
ン
ド
市
、
ア
ン
ド
ー
ヴ
ァ
ー
な
ど
ア
メ
リ
カ

の
自
治
体
に
加
え
、
新
島
脱
国
時
に
協
力
し
た
備
中
松
山
藩
主
・
板

倉
勝
静
に
ち
な
む
岡
山
県
高
梁
市
と
の
交
流
を
提
案
し
た
。

講
演
後
、
共
催
者
と
し
て
新
島
学
園
の
湯
浅
康
毅
理
事
長
が
「
１

５
０
年
と
い
う
時
間
軸
の
中
で
、
過
去
か
ら
現
在
、
そ
し
て
未
来
へ

と
つ
な
が
る
中
で
、
本
校
で
講
演
会
を
開
催
で
き
た
こ
と
は
大
き
な

喜
び
」
と
挨
拶
。

主
催
し
た
安
中
市
の
岩
井
均
市
長
は
「
２
０
２
５
年
は
同
志
社
創

立
１
５
０
周
年
、
そ
し
て
安
中
市
は
合
併
20
周
年
。
う
ま
く
連
携
し

つ
つ
新
た
な
展
開
を
図
り
た
い
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

※
１　

 

１
８
５
０
～
１
９
３
２
。
安
中
教
会
発
足
時
に
受
洗
。
実
業
家
と

し
て
頭
角
を
現
す
と
と
も
に
、
衆
議
院
議
員
と
な
る
。
新
島
の
死

去
後
、
京
都
に
移
住
、
約
20
年
間
同
志
社
の
経
営
に
奔
走
し
た
。

※
２　

 

１
８
６
５
～
１
９
４
３
。
同
志
社
英
学
校
を
経
て
。
旧
制
一
高
、

東
大
哲
学
科
卒
。
心
理
学
者
。
京
都
帝
大
教
授
、
東
京
帝
大
教
授

を
歴
任
。
日
本
心
理
学
会
を
創
設
し
た
。

※
３　

 

１
８
９
５
～
１
９
８
７
。
東
京
帝
大
法
学
部
卒
。
吉
野
作
造
門
下
。

経
済
学
者
。
戦
後
、
同
志
社
大
経
済
学
部
教
授
を
経
て
。
63
年
か

ら
75
年
ま
で
総
長
を
務
め
た
。
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６
月
５
日
（
水
）
か
ら
２
日
間
に
わ
た
り
、
第
20
代
ア
ー
モ
ス
ト

大
学
学
長
の
マ
イ
ケ
ル
・
ア
ー
サ
ー
・
エ
リ
オ
ッ
ト(M

ichael A
. 

Elliott)

教
授
が
本
学
を
表
敬
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。
２
０
２
１
年
に

ア
ー
モ
ス
ト
大
学
は
創
立
２
０
０
周
年
を
迎
え
、
２
０
２
５
年
に
は

本
学
が
創
立
１
５
０
周
年
を
迎
え
ま
す
。
２
０
２
２
年
に
ア
ー
モ
ス

ト
大
学
で
学
長
就
任
式
が
行
わ
れ
た
際
、
本
学
か
ら
も
代
表
者
が
お

祝
い
に
駆
け
つ
け
ま
し
た
。
２
０
２
３
年
に
は
、
両
大
学
の
リ
ベ
ラ

ル
ア
ー
ツ
教
育
が
国
境
を
越
え
て
交
わ
る
こ
と
を
願
い
、
セ
メ
ス
タ

ー
ご
と
の
教
員
交
換
制
度
の
協
定
が

締
結
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
来
年
秋
に

は
両
大
学
の
歴
史
資
料
交
換
展
示
も

企
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
18
年
ぶ
り
と

な
る
こ
の
た
び
の
ア
ー
モ
ス
ト
大
学

学
長
の
ご
来
訪
は
、
両
大
学
の
緊
密

な
連
携
を
象
徴
す
る
と
と
も
に
、
本

学
の
「『
国
際
主
義
』
の
深
化
に
向

け
た
『
人
を
植
ゆ
る
』
の
事
業
」
の
ひ
と
つ
と
し
て
挙
行
し
た
も
の

で
あ
り
ま
す
。

５
日
10
時
、
ま
ず
は
彰
栄
館
に
て
小
原
学
長
が
エ
リ
オ
ッ
ト
学
長

ご
一
行
を
迎
え
入
れ
ら
れ
、C

hief A
dvancem

ent O
ffi

cer

の

Elizabeth C
annon Sm

ith

氏
、D

ean of A
dm

ission and 
Financial A

id

のM
atthew

 L. M
cG

ann

氏
、A

dviser to 
the President for A

m
herst-D

oshisha Relations

の

Sam
uel C

. M
orse

教
授
も
同
席
の
も
と
、
両
学
長
の
初
顔
合
わ

せ
の
場
が

も
た
れ
ま

し
た
。
本

学
か
ら
は
、

木
原
副
学

長
、
小
山

田
国
際
セ

ン
タ
ー
所

18
年
ぶ
り
と
な
る
ア
ー
モ
ス
ト
大
学
学
長
の
表
敬
訪
問

　
　 
大
学  �
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キャンパスツアーの様子

彰栄館前での記念撮影

握手を交わすElliott学長と小原学長

71



長
、
東
ア
ー
モ
ス
ト
代
表
ら
も
同
席
し
ま
し
た
。

そ
の
後
は
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
を
経
て
、
八
田
総
長
も
有
終
館
に

て
学
長
ご
一
行
を
迎
え
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
15
時
半
か
ら
は

ク
ラ
ー
ク
・
チ
ャ
ペ
ル
に
お
い
て
エ
リ
オ
ッ
ト
学
長
の
名
誉
学
位
贈

呈
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

６
日
17
時
か
ら
は
、
ア
ー
モ
ス
ト
大
学
主
催
に
よ
る
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
が
ア
ー
モ
ス
ト
館
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
に
て
行
わ
れ
、
関
係
の
教
職
員

が
エ
リ
オ
ッ
ト
学
長
ら
と
直
接
に
親
交
を
深
め
る
機
会
と
な
り
ま
し

た
。な

お
エ
リ
オ
ッ
ト
学
長
の
ご
来
訪
時
に
は
、C

hair of M
usic

のD
arryl H

arper

教
授
も
、A

m
herst-D

oshisha short-
term

 exchange professor

と
し
て
本
学
に
滞
在
さ
れ
て
お
り
、

６
月
下
旬
か
ら
は
、C

hair of Econom
ics

のC
aroline B. 

Theoharides

准
教
授
が
、
同
様
の
交
流
枠
で
本
学
に
ご
滞
在
さ

れ
ま
し
た
。
ま
たA

m
herst-D

oshisha Fellow

も
、
１
９
５

８
年
よ
り
ほ
ぼ
途
切
れ
る
こ
と
な
く
派
遣
さ
れ
て
お
り
、
現
在
の

Edm
und Kennedy

氏
で
63
代
目
と
な
り
ま
す
。
７
月
１
日
か

ら
は
、
長
く
両
大
学
の
交
流
に
も
ご
尽
力
さ
れ
たC

atherine A
. 

Epstein

教
授
に
代
わ
り
、M

artha M
. U

m
phrey

教
授
が
、

ア
ー
モ
ス
ト
大
学
のProvost

兼D
ean of the Faculty

に
就

任
さ
れ
ま
し
た
。
本
学
の
創
立
１
５
０
周
年
を
間
近
に
控
え
、
こ
の

た
び
の
学
長
ご
来
訪
が
、
本
学
か
ら
の
教
員
派
遣
に
も
、
さ
ら
な
る

弾
み
を
つ
け
る
き
っ
か
け
と
な
れ
ば
望
外
の
喜
び
で
す
。

登壇者との記念撮影

左からＭorse教授、Cannon Smith氏、
Elliott学長、McGann氏

名誉学位贈呈式でご挨拶をされる
Elliott学長

八田総長とのご挨拶の様子
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同志社
クローズ・アップ

生
涯
に
わ
た
る
女
性
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
支
援

女
子
大
学
で
は
、創
立
以
来
、「
キ
リ
ス
ト
教
主
義
」「
国
際
主
義
」

「
リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
」
と
い
う
3
つ
の
教
育
理
念
を
掲
げ
、
多
様

化
す
る
現
代
女
性
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
教
育
・
研
究
、
地
域
連
携
活

動
等
を
実
践
し
て
き
ま
し
た
。
２
０
１
５
年
4
月
に
は
、
主
に
在
学

生
や
卒
業
生
を
対
象
と
し
て
、
女
性
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
社
会
的
役

割
を
担
い
、
能
力
を
発
揮
で
き
る
支
援
と
提
言
を
行
う
こ
と
を
目
的

に
「
女
性
ア
ク
テ
ィ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

女
性
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
向
け
た
セ
ミ
ナ
ー
の
企
画
や
講
演
会
を
開

催
し
、
他
大
学
や
自
治
体
、
地
域
の
人
た
ち
と
の
協
働
に
よ
る
支
援

プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

現
代
女
性
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

２
０
２
３
年
12
月
に
は
、「
パ
ラ
レ
ル
ワ
ー
ル
ド
の
女
性
起
業
家

た
ち
―
ま
っ
た
く
新
し
い
世
界
観
で
グ
ロ
ー
バ
ル
な
ビ
ジ
ネ
ス
を
構

想
す
る
―
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
女
性
の
た
め
の
起
業
家
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
ま
し
た
。
第
一
線
で
活
躍
す
る
二
人
の
女
性
起
業
家
を
交

え
、
起
業
の
実
体
験
に
触
れ
る
講
演
会
を
行
っ
た
ほ
か
、
参
加
者
が

そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
デ
ィ
ア
を
作

成
・
発
表
す
る
機
会
を
提
供
す
る
な
ど
、
実
際
の
起
業
を
視
野
に
入

れ
た
実
践
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
好
評
で
し
た
。
私
が
専
門
と
す
る

「
女
性
ア
ク
テ
ィ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」
の
取
組
に
つ
い
て

　
　 
女
子
大
学  �

セ
ン
タ
ー
長
／
看
護
学
部
看
護
学
科
教
授 

光み
つ

木き

　
幸さ

ち

子こ

同
志
社
ク
ロ
ー
ズ・ア
ッ
プ
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女性アクティベー
ションセンター
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看
護
の
分
野
で
も
、
培
っ
て
き
た
知
識
や
技
術
を
活
か
し
、
新
た
な

社
会
価
値
へ
と
つ
な
が
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
を
立
ち
上
げ
る
女

性
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
女
子
大
学
創
立
１
５
０
周
年
を
視
野
に

策
定
さ
れ
た
将
来
構
想
『V

ision150

』
に
あ
る
よ
う
に
、
本
セ
ン

タ
ー
の
取
組
が
「
自
分
自
身
を
生
涯
に
わ
た
っ
て
デ
ザ
イ
ン
で
き
る

女
性
の
育
成
」
に
向
け
た
き
っ
か
け
づ
く
り
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

少
子
化
時
代
を
迎
え
た
今
、
改
め
て
大
学
が
果
た
す
べ
き
使
命
に

目
を
向
け
、
そ
の
価
値
や
魅
力
を
社
会
に
広
く
発
信
し
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
２
０
２
３
年
11
月
に
開
催
し
た
子
育
て
支

援
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
京
田
辺
市
の
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
と

連
携
し
、「
親
子de

ぐ
っ
す
り
！
～
知
っ
て
得
す
る
睡
眠
の
疑
問
～
」

を
テ
ー
マ
に
、
子
育
て
世
代
の
お
母
さ
ん
を
対
象
と
し
た
睡
眠
に
関

す
る
講
習
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
女
子
大
学
の
看
護
学
科
の
教
員
が

講
師
を
務
め
、
講
義
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
子
ど
も
の
寝
か
し
つ
け
な

ど
お
母
さ
ん
の
困
り
事
や
悩
み
事
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
付
け
る
時

間
を
設
け
る
な
ど
、
大
学
の
知
見
や
研
究
成
果
を
広
く
還
元
す
る
こ

と
で
地
域
社
会
に
開
か
れ
た
大
学
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
に
も
、
京
都
の
3
女
子
大
学
が
中
心
と
な
り
た
ち
あ
げ
、

全
国
の
女
子
大
学
と
と
も
に
様
々
な
連
携
活
動
や
情
報
交
換
に
取
り

組
む
「
女
子
大
学
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
な
ど
多
彩
な
取
組
を
行
っ

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
本
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

学
部
・
学
科
の
枠
組
み
を
超
え
た
学
び
で

自
分
自
身
の
未
来
を
デ
ザ
イ
ン
！

２
０
２
４
年
度
4
月
か
ら
新
た
に
「
女
性
ア
ク
テ
ィ
ベ
ー
シ
ョ
ン

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。『V

ision150

』
を
実
現

す
る
た
め
の
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
の
一
つ
と
し
て
開
講
し
た
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
、
学
修
を
通
し
て
国
際
的
視
点
に
立
っ
て
歴
史
や
事
象
を

客
観
的
に
俯
瞰
す
る
こ
と
で
、
①
幅
広
い
視
点
を
持
ち
、
物
事
を
客

観
的
に
み
る
力
、
②
自
分
が
社
会
に
何
を
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
を

考
え
、
自
ら
の
意
思
を
も
っ
て
行
動
す
る
力
、
③
ゆ
た
か
な
世
界
づ

現在、日本の新しい商品やサービスを生みだす力は大きく落ち
込んでいます。
しかし、そのような状況下でも、全く新しいコンセプトで世界
にも進出できる商品やサービスを生みだす女性起業家が登場し
始めています。
今回、新しい戦略とアイディアで大活躍している２人の女性起
業家を招待してセミナーを行います。
彼女達の起業の実体験から学び、懇談、起業案を考え、新しい
ビジネスアイディアを作り出すワークショップを行います。プ
ログラムの最後に起業案を発表し、講師と共に改良し、実際の
起業に結びつけることを目指します！

当日スケジュール

  9:30 開場
10:00～10:10 オリエンテーション
10:10～11:00 堀口こみち氏講演
11:10～12:00 楢﨑友里氏講演
12:00～13:30 昼食・交流会
 （昼食は各自でご持参ください。

おいしいお菓子と飲み物を準備します。）
13:30～15:00 グループに分かれて起業案を作成
15:10～16:30 全体発表、講評後終了

パパララレレルルワワーールルドドのの
女性起業家たち女性起業家たち

―まったく新しい世界観でグローバルなビジネスを構想するー―まったく新しい世界観でグローバルなビジネスを構想するー

2023年12月17日日
同志社女子大学今出川キャンパス 純正館４階
主催・ 
問合先

同志社女子大学女性アクティベーションセンター（学術研究支援課内）
TEL：075-251-4153　　E-mail：kenkyu-i@dwc.doshisha.ac.jp

講師紹介

堀
ほりぐち

口こみち　株式会社こころ 代表取締役

愛媛県生まれ。同志社大学文学部国文学専攻に入学。その後、
勤務した医療機器メーカーの社内でぬいぐるみのネットショッ
プをオープン、４年後独立起業、世界的に有名なぬいぐるみ
の病院を開業し様々な新しい挑戦をし続ける。現在までに２
万人のぬいぐるみの患者様の命を救い、現在も数年の入院待
ち状態。株式会社こころ代表取締役、ぬいぐるみ健康法人も
ふもふ会ぬいぐるみ病院の理事長。
ぬいぐるみ病院：http://cocoro.bz/

楢
ならざき

﨑　友
ゆ り

里　株式会社２時 代表取締役

大学卒業後、株式会社フェリシモに入社し約７年間プランナー
として商品企画に携わる。2020年に独立し、話題になる商品
企画を専門に行う株式会社２時を立ち上げる。時計の２時の
方角「ななめ上」の発想を大切に、ユニークな商品アイデア
やデザインを作り続けている。「セクシー大根抱き枕」、「判決
を取ってくる犬用おもちゃ「勝訴マスコット」」「雨空を泳ぐ
クラゲの傘」などSNSで話題になるヒット商品は抱腹絶倒の
人気商品を続々と生みだしている。
２時：https://2-niji.com/

コーディネーター

川
か わ た

田　隆
た か お

雄　同志社女子大学 学芸学部メディア創造学科教授

大阪大学大学院博士後期課程修了。スタンフォード大学客員研究員。同志社女
子大学学芸学部メディア創造学科「プロデュース論A」担当。プロデュース・テ
クノロジー開発センター　副理事長。2004年、文部科学省・現代GPに同志社
大学と共同で「プロデューサー型人材」（起業家）の研究を提案し採択され、以
来起業家の研究と育成活動を行っている。

エンジェル投資家も
出席予定

参加費
無料

定員：30名（先着順）

無料託児あり

右記申込フォームより
お申し込みください
（事前申込要）

申込
方法

10:00～16:30
（9:30開場）

同志社女子大学の卒業生・
在学生及び一般女性対象者

セクシー大根と
医院長も来るよ！

女性のための起業家セミナー2023
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同志社
クローズ・アップ

く
り
に
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
に
寄
与
す
る
た
め
に
必
要
な
基
礎
的
能
力

を
身
に
つ
け
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
履
修
対
象
者

は
、
２
０
２
４
年
度
以
降
入
学
生
（
全
学
部
・
学
科
）。
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
は
4
年
間
を
通
し
て
、
同
志
社
や
キ
リ
ス
ト
教
、
グ
ロ
ー
バ
ル
、

キ
ャ
リ
ア
な
ど
の
コ
ア
科
目
群
（
8
単
位
以
上
）
に
加
え
、
学
部
・

学
科
の
枠
組
み
を
超
え
て
、
学
生
自
身
が
興
味
と
関
心
の
あ
る
学
科

提
供
科
目
（
4
単
位
以
上
）
を
自
由
に
選
択
し
て
学
べ
る
の
が
大
き

な
特
徴
で
す
。
意
図
的
に
履
修
し
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
か
ら
履
修

修
了
に
つ
い
て
は
自
己
申
告
制
度
を
採
用
し
て
お
り
、
修
了
者
に
は

「
女
性
ア
ク
テ
ィ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
修
了
証
」
を
発
行
す
る

予
定
で
す
。

私
が
担
当
す
る
学
科
提
供
科
目
「
家
族
関
係
論
」（
※
3
年
次
生

以
上
の
履
修
）
で
は
、
将
来
、
自
分
た
ち
が
結
婚
し
て
新
た
な
家
族

を
作
り
、
出
産
し
て
母
親
に
な
っ
た
と
き
、
誰
か
が
病
気
で
仕
事
や

家
事
な
ど
の
役
割
が
で
き
な
く
な
っ
た
と
き
、
あ
る
い
は
両
親
の
介

護
が
必
要
と
な
っ
た
と
き
に
、
家
族
の
在
り
方
や
関
わ
り
方
は
ど
の

よ
う
に
変
化
し
て
い
く
の
か
を
学
修
し
ま
す
。
女
性
の
生
涯
に
わ
た

る
家
族
の
成
長
発
達
に
つ
い
て
幅
広
く
理
解
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
に

多
彩
な
学
部
・
学
科
を
有
す
る
総
合
大
学
と
し
て
の
強
み
を
活
か
し
、

女
性
の
ア
ク
テ
ィ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
な
が
る
よ
う
な
学
び
の
機
会
を

提
供
す
る
こ
と
で
、
学
生
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
未
来
を
デ
ザ
イ
ン

す
る
力
を
養
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

女
性
の
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
の
実
現
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に
向
け
た

取
組
が
世
界
的
に
進
め
ら
れ
る
中
、
力
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
も

っ
て
社
会
で
活
躍
で
き
る
女
性
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
も
、
女
子
大
学
が
目
指
す
教
育
理
念
の
実
現
に
つ
な
が

る
よ
う
な
魅
力
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
企
画
・
提
供
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
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は
じ
め
に

英
語
4
技
能
育
成
教
材Tim

e Zones

（
出
版:N

ational 
G

eographic Learning
）
を
同
志
社
中
学
校
英
語
科
の
授
業
に

取
り
入
れ
て
か
ら
、
２
０
２
３
年
3
月
で
６
年
が
経
過
す
る
。
こ
の

教
材
を
使
い
始
め
た
理
由
と
し
て
は
、
本
校
が
基
本
的
な
英
文
法
や

語
彙
習
得
の
た
め
に
使
用
し
て
い
る
教
科
書N

ew
 C

row
n

（
出

版
：
三
省
堂
）
だ
け
で
は
、
生
徒
た
ち
の
英
語
学
習
意
欲
が
高
ま
ら

な
い
と
感
じ
た
か
ら
で
あ
る
。N

ew
 C

row
n

内
の
英
文
は
割
と

分
か
り
や
す
く
簡
単
で
あ
る
た
め
、
基
本
的
な
英
語
の
ル
ー
ル
な
ど

を
教
え
る
た
め
に
は
有

効
で
あ
る
が
、
そ
の
反

面
、
英
文
内
容
自
体
の

面
白
さ
に
欠
け
て
い
る
。

英
語
が
日
常
的
に
使
わ

れ
て
い
な
い
日
本
と
い

う
国
の
英
語
学
習
に
お
い
て
「
学
習
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
は
と
て
も

大
切
だ
。
学
習
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
く
保
ち
な
が
ら
、
自
分
の
力

で
学
習
し
て
い
か
な
け
れ
ば
英
語
力
は
培
わ
れ
な
い
。Tim

e 
Zones

は
英
語
4
技
能
育
成
を
目
的
に
し
て
い
る
た
め
、U

nit

ご

と
に
多
少
の
文
法
学
習
項
目
も
あ
る
。
し
か
し
、
最
大
の
特
徴
は
、

各U
nit

がN
ational G

eographic

が
収
集
し
て
い
る
最
新
の

情
報
や
選
り
す
ぐ
ら
れ
た
内
容
を
元
に
、
生
徒
の
好
奇
心
を
掻
き
立

て
るTopic

ベ
ー
ス
に
構
成
さ
れ
て
い
る
点
だ
。
生
徒
た
ち
は
そ

の
面
白
い
英
文
内
容
を
読
み
な
が
ら
内
容
に
引
き
込
ま
れ
て
い
き
、

そ
のTopic

に
関
わ
る
語
彙
を
ま
と
め
て
学
習
し
た
り
、
そ
の

Topic

に
関
わ
る
文
の
ル
ー
ル
を
学
習
し
た
り
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。
同
志
社
中
学
校
英
語
科
の
モ
ッ
ト
ー
で
あ
る“Think 

A
ct Learn in English

（
自
分
で
考
え
、
行
動
し
、
英
語
「
で
」

学
ぶ
）”

を
体
現
す
る
の
に
現
状
相
応
し
い
教
材
で
あ
る
。

２
０
２
３
年
度
中
２
で
担
当
し
た
「
英
語
Ｂ
」
授
業
で
もTim

e 
Zones

を
採
用
し
た
。Tim

e Zones

でTopic

ベ
ー
ス
の
授
業

Interview
 to Foreign Tourists!!　

～
２
０
２
３
年
度
中
２
「
英
語
Ｂ
」
授
業
実
践
～

　
　 
中
学
校
・
高
等
学
校  �

英
語
科
教
諭 

皆み
な

川が
わ

　
祥し

ょ
う

吾ご

同
志
社
ク
ロ
ー
ズ・ア
ッ
プ

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten
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に
対
す
る
「
不
安
」
を
で
き
る
限
り
取
り
除
く
た
め
、
筆
者
が
錦
市

場
や
四
条
河
原
町
駅
周
辺
な
ど
一
部
観
光
地
に
て
生
徒
引
率
を
し
た
。

こ
のProject

の
目
的
は
主
に
２
つ
で
あ
っ
た
。
１
つ
目
は
、
生

徒
た
ち
に“W

hich do you like better?”

の
質
問
を
実
際
に

を
組
み
立
て
な
が
ら
英
語
学
習
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
て
も
ら
い
、

各
学
期
に
用
意
し
たProject

で
生
徒
た
ち
に
「
リ
ア
ル
な
社
会
で

の
英
語
使
用
」
を
体
験
し
て
英
語
使
用
の
自
信
を
つ
け
て
も
ら
う
た

め
で
あ
る
。
当
た
り
前
の
こ
と
で
あ
る
が
、
生
徒
た
ち
が
将
来
「
使

え
る
」
英
語
4
技
能
育
成
の
た
め
に
、
生
徒
た
ち
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
と
し
て
「
英
語
Ｂ
」
授
業
実
践
を
し
た
。

Interview
 to Foreign Tourists Project 

（
２
学
期
）
に
つ
い
て

２
０
２
３
年
度
２
学
期
に
中
２
「
英
語
Ｂ
」
授
業
で
行
っ
た

Project

は
「
外
国
人
観
光
客
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」
で
あ
る
。
本
学

期
は
「
比
較
級
」
や
「
最
上
級
」
の
単
元
を
重
点
的
に
学
習
内
容
と

し
て
取
り
入
れ
て
い
た
た
め
、
生
徒
た
ち
に
は“W

hich do you 
like better?”

の
質
問
を
各
自
用
意
し
て
も
ら
い
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

に
行
っ
て
も
ら
っ
た
。
具
体
的
に
は“W

hich do you like 
better, sea or m

ountain?”

や“W
hich do you like 

better, Japan or your country?”

な
ど
、
生
徒
た
ち
の
興
味
に

沿
っ
た
質
問
が
多
岐
に
渡
っ
て
な
さ
れ
た
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
右
表

の
よ
う
に
行
っ
た
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
基
本
的
に
複
数
名
グ
ル
ー
プ

で
実
施
し
て
も
ら
い
、
1
名
以
上
の
外
国
人
観
光
客
に
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
を
す
る
よ
う
促
し
た
。
ま
た
、
生
徒
た
ち
の
こ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

〜 Interview to Foreign Tourists Project のスケジュール〜
９月中旬：“Which do you like better?” の質問を考える
９月下旬：インタビュー練習を個人やペアで行う
１０月上旬：外国人観光客にインタビュー
　※ インタビューは生徒複数グループで行動してもらい、 

筆者も一部観光地に引率を行った。
１０月中旬：インタビュー結果まとめ（発表原稿作成→添削）
１１月上旬：オンライン英会話時に発表

外国人観光客インタビュー時に撮影した写真（＠錦市場）
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し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
こ
の
疑
問
文
の
使
い
方
を
実
体
験
し
て
も
ら

い
、
実
用
可
能
な
英
語
表
現
と
し
て
習
得
し
て
も
ら
う
こ
と
で
あ
る
。

２
つ
目
は
前
述
の
「
英
語
表
現
習
得
」
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、

実
際
に
外
国
の
方
に
英
語
で
話
を
す
る
こ
と
で
、
自
分
の
英
語
が
通

じ
る
体
験
を
し
て
も
ら
い
、
英
語
使
用
に
対
す
る
「
自
信
」
を
深
め

て
も
ら
う
こ
と
で
あ
る
。
日
本
と
い
う
国
に
い
る
以
上
、
英
語
と
い

う
外
国
語
を
日
常
的
に
使
う
場
面
は
限
ら
れ
、
英
語
を
使
う
相
手
も

教
員
や
塾
の
先
生
な
ど
限
ら
れ
る
生
徒
が
多
い
。
そ
ん
な
中
で
見
知

ら
ぬ
人
に
英
語
を
使
う
こ
と
で
、
実
際
に
自
分
の
英
語
が
伝
わ
っ
て

い
る
体
験
を
し
て
も
ら
い
、
英
語
使
用
の
自
信
を
深
め
、
今
後
の
英

語
学
習
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
に
つ
な
が
っ
て
欲
し
い
と
考
え
た
。

こ
のProject

は
最
終
的
に
オ
ン
ラ
イ
ン
英
会
話
講
師
に
対
し
て

調
査
発
表
を
英
語
で
行
う
こ
と
か
ら
、
特
別
な
事
情
が
あ
る
生
徒
を

除
き
、
ほ
ぼ
全
て
の
生
徒
が
実
施
し
た
。
特
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
つ

い
て
は
、
友
達
同
士
の
グ
ル
ー
プ
で
行
っ
た
り
、
ご
家
族
で
実
施
し

た
り
、
筆
者
引
率
に
つ
い
て
き
て
行
っ
た
り
、
各
々
の
形
で
頑
張
っ

て
実
施
し
て
い
た
。
生
徒
た
ち
の
統
計
的
な
満
足
度
は
測
っ
て
い
な

い
が
、
こ
の
１
年
間
の
「
英
語
Ｂ
」
全
学
習
内
容
の
中
で
、
彼
ら
の

中
で
最
も
印
象
に
残
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
1
つ
だ
っ
た
と
い
う
こ
と

が
テ
ス
ト
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
分
か
っ
た
。
京
都
は
外
国
人
観
光
客

が
多
い
と
い
う
利
点
が
あ
る
た
め
、
可
能
な
ら
1
年
間
に
1
度
は
今

後
も
実
施
し
て
い
き
た
い
。

お
わ
り
に

こ
れ
ま
で
２
０
２
３
年
度
中
２
に
実
施
し
て
き
た
授
業
、
特
に

“Interview
 to Foreign Tourists Project”

を
中
心
に
授
業

内
容
を
ま
と
め
、
そ
の
振
り
返
り
を
し
て
き
た
。
授
業
分
析
は
正
確

な
統
計
分
析
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
の
で
一
概
に
は
言
え
な
い
が
、

生
徒
た
ち
の
日
頃
の
コ
メ
ン
ト
、
３
学
期
期
末
テ
ス
ト
へ
の
感
想
、

実
用
英
語
技
能
検
定
の
取
得
状
況
を
総
合
的
に
見
る
と
、
今
年
度
の

「
英
語
Ｂ
」
授
業
は
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
有
意
義
な
も
の
と
な
っ
て

お
り
、
少
な
か
ら
ず
彼
ら
の
英
語
学
習
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上
げ
、

彼
ら
の
英
語
力
向
上
に
つ
な
が
っ
た
よ
う
だ
。
日
本
に
お
け
る
英
語

学
習
環
境
の
中
で
は
、
英
語
学
習
を
学
習
者
が
自
立
心
を
持
っ
て
主

体
的
に
学
ば
な
い
限
り
、
あ
る
一
定
の
英
語
力
を
習
得
す
る
こ
と
は

難
し
い
。
英
語
教
諭
と
し
て
、
生
徒
た
ち
が
あ
る
一
定
の
英
語
力
習

得
目
標
を
持
ち
、
目
的
や
興
味
を
持
っ
て
英
語
学
習
に
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
授
業
や
日
々
の
声
掛
け
で
今
後
も
働
き
か
け
て

い
き
た
い
。
ま
た
、
本
校
中
３
生
徒
に
は
英
検
準
２
級
取
得
を
目
標

と
し
て
伝
え
て
い
る
の
で
、
２
０
２
４
年
度
の
中
３
授
業
に
つ
い
て

も
来
年
度
ま
と
め
て
今
後
の
自
身
の
学
び
に
し
て
い
き
た
い
。
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長
年
の
課
題
で
あ
っ
た
通
学
路
に
関
す
る
問
題

香
里
中
高
は
、
寝
屋
川
市
に
あ
る
京
阪
香
里
園
駅
か
ら
、
徒
歩
で

約
20
分
の
場
所
に
あ
り
ま
す
。
近
年
、
香
里
園
駅
周
辺
で
は
、
急
速

に
都
市
化
が
進
み
、
多
く
の
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
生

徒
た
ち
は
、
多
く
の
周
辺
住
民
が
通
勤
・
通
学
等
で
駅
に
向
か
う
流

れ
に
逆
ら
う
形
で
登
校
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
駅
周
辺
は
都
市
化
し

て
い
る
と
は
い
え
、
通
学
路
に
は
昔
な
が
ら
の
生
活
道
も
含
ま
れ
て

お
り
、
決
し
て
広
く
は
な
い
道
を
、
中
高
合
わ
せ
約
１
５
０
０
人
の

生
徒
が
通
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
道
中
で
す
れ
違
う
、
多
く
の
地
域

住
民
の
方
か
ら
、
苦
情
を
寄
せ
ら
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
し
た
。

そ
の
問
題
に
加
え
て
、
２
０
２
４
年
６
月
よ
り
、
京
阪
香
里
園
駅

高
架
化
工
事
の
影
響
で
、
通
学
路
の
道
が
更
に
狭
く
な
り
、
新
た
な

課
題
が
浮
上
し
ま
し
た
。
当
初
の
計
画
で
は
、
約
５
年
間
の
大
規
模

な
工
事
と
な
り
、
生
徒
た
ち
が
安
全
に
通
学
す
る
こ
と
が
困
難
な
状

況
と
な
り
ま
し
た
。

京
阪
バ
ス
の
運
行
を
開
始

香
里
園
駅
か
ら
の
通
学
は
徒
歩
の
ほ
か
、
路
線
バ
ス
を
利
用
す
る

こ
と
も
可
能
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
路
線
バ
ス
は
迂
回
す
る
た
め
、

学
校
ま
で
の
所
要
時
間
は
約
20
分
と
な
り
ま
す
。
徒
歩
と
バ
ス
利
用

の
所
要
時
間
が
変
わ
ら
な
い
た
め
、
利
用
者
は
少
数
に
留
ま
っ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
隣
接
の
寝
屋
川
市
駅
か
ら
も
本
校
を
通
る
路
線
バ

ス
が
あ
り
ま
す
。
こ
ち
ら
の
所
要
時
間
は
約
12
分
と
短
く
利
便
性
は

高
か
っ
た
も
の
の
、
１
時
間
に
１
本
と
運
行
本
数
が
少
な
い
た
め
、

利
用
で
き
る
生
徒
は
わ
ず
か
で
し
た
。

長
年
抱
え
て
き
た
通
学
路
の
課
題
に
加
え
て
、
京
阪
香
里
園
駅
の

大
規
模
工
事
に
よ
る
影
響
を
踏
ま
え
る
と
、
香
里
園
駅
の
利
用
者
を

極
力
減
ら
す
こ
と
に
着
手
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

寝
屋
川
市
駅
か
ら
運
行
し
て
い
る
路
線
バ
ス
に
加
え
、
朝
の
８
時
台

寝
屋
川
市
駅
か
ら
本
校
ま
で
の
直
行
便
バ
ス
の
運
行
―
バ
ス
ロ
ー
タ
リ
ー
の
新
設
―
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の
み
７
便
に
増
便
し
、
本
校
ま
で
の
直
行
便
を
設
け
る
よ
う
に
計
画

し
ま
し
た
。

更
に
、
本
校
正
門
前
に
、
直
行
便
の
到
着
用
の
ロ
ー
タ
リ
ー
を
設

置
し
、
よ
り
便
利
で
快
適
で
、
そ
し
て
安
全
な
通
学
環
境
を
整
備
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

２
０
２
４
年
度
か
ら
の
通
学
の
変
化
と
今
後
の
課
題

直
行
便
を
含
む
バ
ス
の
増
便
が
始
ま
り
約
３
カ
月
が
経
過
し
、
そ

の
効
果
が
、
徐
々
に
現
れ
て
き
ま
し
た
。
寝
屋
川
市
駅
か
ら
の
バ
ス

利
用
者
が
通
学
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
香
里
園
駅
の
利
用
者
を
減
ら

す
こ
と
で
、
香
里
園
駅
を
利
用
し
て
い
る
生
徒
や
、
通
勤
・
通
学
の

地
域
住
民
の
方
々
の
安
全
確
保
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。

現
在
、
毎
朝
約
２
３
０
名
の
生
徒
が
寝
屋
川
市
駅
か
ら
の
直
行
バ

ス
を
利
用
し
て
登
校
し
て
い
ま
す
。
約
１
学
年
分
の
人
数
が
分
散
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
一
定
の
効
果
が
あ
る
と
実
感
し

て
い
ま
す
。
バ
ス
を
利
用
し
て
い
る
生
徒
の
反
応
は
と
て
も
良
好
で
、

特
に
雨
天
や
猛
暑
日
な
ど
は
乗
車
率
が
高
ま
り
ま
す
。
中
高
生
に
と

っ
て
、
重
い
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
を
持
ち
な
が
ら
、
徒
歩
で
登
校
す
る

こ
と
は
、
や
は
り
負
担
が
大
き
か
っ
た
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
課
題
も
残
っ
て
い
ま
す
。
香
里
園
駅
の
利
用
者

が
減
っ
た
反
面
、
中
学
校
と
高
等
学
校
が
同
じ
敷
地
に
あ
る
本
校
に

と
っ
て
は
、
約
５
学
年
分
の
生
徒
が
未
だ
に
香
里
園
駅
か
ら
徒
歩
で

通
学
し
て
い
ま
す
の
で
、
根
本
的
な
通
学
路
で
の
問
題
は
解
決
し
て

い
ま
せ
ん
。
寝
屋
川
市
駅
か
ら
の
バ
ス
の
利
用
者
を
さ
ら
に
増
や
す

こ
と
で
、
よ
り
良
い
通
学
環
境
の
整
備
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

加
え
て
、
現
在
、
増
便
さ
れ
て
い
る
の
は
、
朝
の
登
校
時
の
み
で
、

下
校
時
の
増
便
は
あ
り
ま
せ
ん
。
利
用
者
が
増
え
、
下
校
時
も
増
便

さ
れ
る
と
、
利
便
性
が
高
ま
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
、
寝
屋
川
市
駅
か
ら
バ
ス
を
利
用
す
る
生
徒
と
、
香
里
園
駅

か
ら
歩
く
生
徒
を

含
め
た
す
べ
て
の

生
徒
が
、
よ
り
快

適
で
安
全
な
通
学

が
で
き
る
よ
う
、

努
め
て
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

本校正門前に整備したロータリーを利用し、生徒が登校している様子
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同志社
クローズ・アップ

は
じ
め
に

「
は
ぁ
ー
終
わ
っ
た
！
疲
れ
た
ー
！
」

オ
ン
ラ
イ
ン
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
レ
ッ
ス
ン
直
後
、
教
室
の
あ
ち
こ
ち

か
ら
こ
の
よ
う
な
声
が
聞
こ
え
て
く
る
の
は
、
生
徒
た
ち
が
集
中
し

て
頑
張
っ
た
証
で
す
。
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校
で
は
、
２
０
２
０

年
か
ら
少
し
ず
つ
オ
ン
ラ
イ
ン
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
を
授
業
に
取
り
入
れ
、

今
で
は
①
中
学
３
学
年
の
Ｗ
Ｒ
（
ワ
イ
ル
ド
・
ロ
ー
ヴ
ァ
ー
）
コ
ー

ス
、
②
中
学
２
・
３
年
生
、
③
高
校
２
・
３
年
生
が
オ
ン
ラ
イ
ン
ス

ピ
ー
キ
ン
グ
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

学
年
・
コ
ー
ス
に
適
し
た
内
容
と
レ
ッ
ス
ン
ス
タ
イ
ル

①
中
学
３
学
年
の
Ｗ
Ｒ
コ
ー
ス
で
は
、
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
レ
ッ
ス
ン

を
、
各
学
年
年
間
16
回
程
度
行
っ
て
い
ま
す
。
授
業
で
学
ん
だ
文
法

を
活
用
し
て
実
際
に
会
話
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を

目
標
に
、
中
学
文
法
を
中
心
と
し
た
レ
ッ
ス
ン
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
レ
ッ
ス
ン
時
に
は
よ
く
使
え
る
表
現
を
提
示
し
た
り
、
レ
ッ
ス

ン
後
に
は
新
し
く
習
得
し
た
表
現
を
交
流
し
全
員
で
共
有
し
た
り
す

る
な
ど
、
生
き
た
知
識
や
技
能
を
高
め
る
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。
初

め
て
海
外
の
先
生
と
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
話
す
と
い
う
生
徒
も
多
い
た

め
、
非
常
に
緊
張
す
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
分

毎
回
発
見
や
学
び
も
多
く
あ
り
、
生
徒
は
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
し

て
お
り
ま
す
。
学
習
後
に
フ
リ
ー
ト
ー
ク
の
時
間
が
あ
り
、
そ
こ
で

積
極
的
に
話
そ
う
と
、
興
味
が
あ
る
話
題
に
関
す
る
英
単
語
を
家
で

調
べ
て
、
準
備
を
し
て
い
る
生
徒
も
い
ま
す
。

②
中
学
２
・
３
年
生
で
は
、
グ
ル
ー
プ
レ
ッ
ス
ン
を
、
各
学
年
年

間
３
～
５
回
程
度
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
例
え
ば
、
写
真
の
授
業
で

は
、
事
前
に
生
徒
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
考
案
し
、

そ
れ
を
レ
ッ
ス
ン
で
先
生
と
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
に
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
し
て
い
ま
す
。
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
先
生
は
、
す
ぐ
本
題
に
入

る
の
で
は
な
く
、
最
初
に
そ
の
時
の
テ
ー
マ
に
関
連
し
た
面
白
い
質

問
や
話
題
を
、
イ
ラ
ス
ト
や
写
真
を
用
い
て
投
げ
か
け
て
く
だ
さ
る

の
で
、
生
徒
は
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

グ
ル
ー
プ
レ
ッ
ス
ン
と
い
う
こ
と
で
、
普
段
日
本
語
で
会
話
し
て
い

英
語
オ
ン
ラ
イ
ン
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
の
取
り
組
み
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る
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
が
英
語
で
話
し
て
い
る
様
子
を
見
て
聞
け
る
こ
と

も
、
良
い
刺
激
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

③
高
校
２
・
３
年
生
で
は
、
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
レ
ッ
ス
ン
を
、
各
学

年
年
間
10
回
程
度
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
教
材
を
用
い
な
が
ら
、
テ

ー
マ
ご
と
に
自
分
の
意
見
（
賛
成
・
反
対
）
を
決
め
て
論
理
的
に
話

し
て
い
き
ま
す
。
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
よ
く
使
う
フ
レ
ー
ズ
を
事

前
に
学
習
し
、
教
材
の
流
れ
に
従
っ
て
文
を
作
成
。
そ
れ
ら
を
参
考

に
し
な
が
ら
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
先
生
と
意
見
を
交
わ
し
合
い
ま
す
。

異
な
る
見
解
で
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
を
予
想
し
、「
～
の

よ
う
な
考
え
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
私
は
こ
う
だ
と
思
う
」
と
、
他
の

考
え
に
も
心
を
配
り
な
が
ら
自
分
の
主
張
を
す
る
こ
と
で
、
建
設
的

な
議
論
を
す
る
力
を
養
っ

て
い
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
レ
ッ
ス
ン
を
通
し
て
伸
ば
し
た
い
力

本
校
で
は
こ
の
よ
う
に
ほ
と
ん
ど
の
学
年
で
オ
ン
ラ
イ
ン
レ
ッ
ス

ン
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
非
常
に
有
意
義
な
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
社
会
の
中
で
、
自
分
の
意
見
を
し
っ
か
り
と
持

っ
て
会
話
し
行
動
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
時
代
で
す
。
高
校
卒
業

ま
で
の
レ
ッ
ス
ン
を
通
し
て
、
英
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
と
主
体
性
を
伸
ば
し
て
い
く
こ
と
が
目
標
で
す
。
段
階
ご
と
に

で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
の
見
通
し
を
生
徒
と
共
有
し
、
常
に
高
い

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
取
り
組
ん
で
い
け
る
よ
う
導
い
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

高校３年生のオンラインレッスンの様子

中学３年生のオンラインレッスンの様子
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同志社
クローズ・アップ

「
新
し
い
歌
を
主
に
向
か
っ
て
う
た
い

美
し
い
調
べ
と
共
に
喜
び
の
叫
び
を
あ
げ
よ
。」

詩
編
３
３
：
３

私
た
ち
の
活
動
の
中
心
に
は
、
讃
美
が
あ
り
ま
す
。

キ
リ
エ
コ
ー
ラ
ス
と
し
て
は
、
毎
朝
の
礼
拝
で
の
讃
美
奉
仕
を
は

じ
め
、
卒
業
式
や
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
、
学
校
説
明
会
な
ど
で
も

奉
仕
に
当
た
ら
せ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
た
び
に
「
歌
う
こ
と
は
大
き

な
喜
び
」
と
い
う
部
員
の
純
粋
な
気
持
ち
が
強
く
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

顧
問
と
し
て
は
そ
れ
が
嬉
し
く
、
活
動
を
部
員
と
と
も
に
行
え
る
こ

と
に
誇
り
を
持
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
８
年
間
、
キ
リ
エ
コ
ー
ラ
ス
の
た
め
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
新
し

い
作
品
を
多
く
取
り
入
れ
、
礼
拝
で
歌
っ
て
き
ま
し
た
。
か
つ
て
在

籍
し
て
い
た
部
員
た
ち
が
一
丸
と
な
っ
て
英
語
の
歌
詞
を
叙
情
的
に

和
訳
し
た
送
別
の
歌
「A

n Irish Blessing

」
は
、
現
在
も
卒
業

式
で
歌
い
継
が
れ
て
い
る
大
切
な
歌
で
す
。

ど
ん
な
作
品
に
も
真
摯
に
向
き
合
い
、
た
だ
た
だ
歌
う
こ
と
、
美

し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
作
る
こ
と
を
心
か
ら
楽
し
ん
で
い
る
生
徒
が
集

う
生
徒
主
体
の
コ
ー
ラ
ス
部
で
す
が
、
そ
の
雰
囲
気
を
壊
さ
な
い
よ

う
に
、
ま
た
、
彼
ら
の
持
っ
て
い
る
力
が
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
十
分
に

発
揮
で
き
る
よ
う
に
、
部
員
と
と
も
に
考
え
な
が
ら
部
を
作
っ
て
い

く
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
、
競
い
合
う
も
の

に
は
参
加
し
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
顧
問
で
あ
る
私
の
こ
だ
わ
り
で
は
あ

り
ま
す
が
、
コ
ン
ク
ー
ル
等
で
入
賞
す
る
こ
と
が
本
部
活
動
の
本
意

で
は
な
く
、
作
り
出
す
「
私
た
ち
の
」
歌
声
を
ど
こ
か
の
誰
か
と
比

較
し
、
上
下
を
決
め
る
こ
と
に
重
き
を
置
く
こ
と
を
趣
意
と
し
て
い

な
い
か
ら
で
す
。
聴
い
て
い
る
人
が
「
一
緒
に
歌
い
た
い
！
」
と
思

え
る
部
活
動
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

歌
は
喜
び
―
熱
い
想
い
を
唇
に
の
せ
て
―

　
　 
国
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志
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コ
ロ
ナ
禍
で

２
０
２
０
年
の
新
型
感
染
症
拡
大
の
影
響
は
大
き
く
、
礼
拝
で
歌

う
こ
と
は
お
ろ
か
部
活
動
も
で
き
ず
、
共
に
歌
え
な
い
時
期
が
続
き

ま
し
た
。
休
校
期
間
が
延
長
さ
れ
た
際
に
は
、
幹
部

を
中
心
に
部
員
全
員
で
活
動
方
針
を
考
え
、
各
々
で

取
り
組
む
べ
き
自
主
練
習
課
題
を
考
え
実
行
に
移
し

ま
し
た
。

休
校
が
解
か
れ
、
放
送
礼
拝
が
行
わ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
際
、
私
た
ち
は
「
で
き
る
こ
と
か
ら
や
ろ
う
！
」
と
、
レ
ス

ポ
ン
ス
の
録
音
を
積
極
的
に
行
い
ま
し
た
。
十
分
な
距
離
を
取
り
、

で
き
る
だ
け
広
い
場
所
で
換
気
を
し
な
が
ら
、
更
に
マ
ス
ク
も
し
て
、

息
も
絶
え
絶
え
に
。
制
限
も
多
く
苦
し
い
時
期
で
し
た
が
、
歌
え
る

喜
び
に
勝
る
も
の
は
な
く
、
屈
し
な
い
想
い
で
過
ご
し
た
日
々
は
、

貴
重
な
経
験
と
な
っ
て
い
ま
す
。

活
動
の
場
が
広
が
っ
て
い
く

激
動
の
こ
の
数
年
、
常
に
手
探
り
で
、
そ
の
時
々
で
部
員
と
共
に

考
え
一
つ
ず
つ
乗
り
越
え
活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
が
、
制
限
が
次

第
に
解
除
さ
れ
る
一
方
で
、
発
表
の
場
が
こ
と
ご
と
く
奪
わ
れ
た
の

も
事
実
で
し
た
。
文
化
祭
で
は
マ
ス
ク
を
着
用
し
息
苦
し
い
中
で
発

表
で
き
た
も
の
の
、
同
志
社
キ
ャ
ン
ド
ル
ラ
イ
ト
サ
ー
ビ
ス
（
Ｃ
Ｌ

Ｓ
）
や
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
は
開
催
さ
れ
ず
、
礼
拝
も
録
音
、

卒
業
式
も
録
音
と
な
り
ま
し
た
。
発
表
の
場
が
な
い
の
で
あ
れ
ば
、

日
々
の
努
力
と
成
果
を
ど
こ
か
で
発
表
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う

考
え
た
私
た
ち
は
、
２
０
２
２
年
12
月
に
中
京
区
に
あ
る
遠
藤
剛
熈

美
術
館
を
お
借
り
し
、
リ
サ
イ
タ
ル
を
開
催
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し

た
。
観
客
の
人
数
制
限
が
あ
る
中
、
美
し
く
力
強
い
絵
画
に
囲
ま
れ
、

緊
張
し
な
が
ら
も
楽
し
く
発
表
で
き
た
こ
と
は
大
き
な
励
み
と
な
り

良
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
年
か
ら
、
日
本
基
督
教
団
伏
見
教

会
の
燭
火
礼
拝
で
讃
美
奉
仕
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
教
会

で
の
奉
仕
は
皆
さ
ん
に
大
変
喜
ん
で
い
た
だ
き
、
幅
広
い
年
代
の

方
々
と
の
豊
か
な
交
流
は
思
い
出
深
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

２
０
２
３
年
８
月
。
第
19
回
軽
井
沢
国
際
合
唱
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

に
参
加
し
、
音
響
の
素
晴
ら
し
い
ホ
ー
ル
で
堂
々
と
演
奏
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
音
楽
関
係
者
か
ら
も
称
賛
を
受
け
、
次
の
ス
テ
ッ

プ
の
自
信
へ
と
繋
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
国
内
外
の
他
団
体
の
素
晴

軽井沢国際合唱フェスティバル

遠藤剛熈美術館にて

84



同志社
クローズ・アップ

ら
し
い
合
唱
を
聴
く
機
会
も
得
、
大
き
な
影
響
を
受
け
た
よ
う
で
し

た
。
新
し
い
挑
戦
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
非
常
に
意
義
の
あ
る
経
験

と
な
り
ま
し
た
。

12
月
に
は
、
３
年
ぶ
り
に
Ｃ
Ｌ
Ｓ
が
行
わ
れ
、
コ
ロ
ナ
禍
で
出
演

で
き
な
か
っ
た
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
も
加
わ
り
、
喜
び
が
爆
発
し
た
よ
う
な
渾

身
の
力
で
臨
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
こ
と

も
の
す
ご
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
豊
か
な
才
能
で
下
級
生
を
引
っ
張
っ

て
く
れ
て
い
た
高
校
３
年
生
の
部
員
達
が
卒
業
し
、
人
数
だ
け
で
な

く
声
量
も
少
な
く
な
っ
た
在
校
生
た
ち
は
、
不
安
な
気
持
ち
を
抱
え

た
ま
ま
４
月
を
迎
え
ま
し
た
。
し
か
し
、
新
た
に
７
名
の
仲
間
が
加

わ
り
、
現
在
は
更
に
に
ぎ
や
か
で
や
る
気
に
あ
ふ
れ
た
雰
囲
気
に
包

ま
れ
な
が
ら
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
４
月
当
初
は
、
技
術
面
で

は
「
ふ
り
だ
し
に
戻
る
」
感
じ
で
し
た
が
、
こ
の
数
か
月
で
躍
進
し

て
お
り
、
一
人
ひ
と
り
の
持
つ
個
性
的
な
声
が
調
和
し
始
め
、
互
い

に
信
頼
し
て

い
る
こ
と
が

よ
く
分
か
り

ま
す
。
欠
け

て
い
る
パ
ー

ト
が
あ
る
一
方
で
、
豊
か
に
満
た
さ
れ
た
パ
ー
ト
も
あ
り
、
与
え
ら

れ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
な
が
ら
、
日
々
の
練
習
に
励
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
部
活
が
楽
し
い
！
」
と
本
当
に
心
か
ら
楽
し
そ
う
に
宣
言
す
る

部
員
た
ち
。
卒
業
し
て
も
、
コ
ー
ラ
ス
部
に
愛
情
を
持
ち
、
手
伝
い

に
き
て
く
れ
る
卒
業
生
た
ち
。
コ
ー
ラ
ス
部
の
結
束
力
は
強
く
、
互

い
に
慕
い
合
う
姿
に
は
学
ぶ
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

11
月
に
同
志
社
創
立
１
５
０
周
年
を
記
念
し
て
行
わ
れ
る
「
全
同

志
社
合
唱
祭
」
に
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
と
と
も
に
出
演
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

2023年CLSにて

練習風景（2016年）

『主の道をいこう』発表
2023年1月賛美礼拝に於いて

普段の練習の様子
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Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｔ
２

「
生
き
物
は
、
環
境
に
合
わ
せ
て
、
変
化
す
る
。」

Ｉ
Ｂ
（
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
）
Ｐ
Ｙ
Ｐ
認
定
校
で
あ
る
同
志
社
国
際

学
院
（
Ｄ
Ｉ
Ａ
）
の
宿
泊
学
習
や
校
外
学
習
は
、
必
ず
Ｐ
Ｙ
Ｐ
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
と
連
動
し
て
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
二
年
生
は
、
六
月

六
・
七
日
の
一
泊
二
日
で
京
都
市

動
物
園
と
滋
賀
県
・
琵
琶
湖
方
面

へ
宿
泊
学
習
に
出
か
け
ま
し
た
。

一
日
目
は
京
都
市
動
物
園
、
琵

琶
湖
オ
ー
パ
ル
で
の
活
動
で
し
た
。

京
都
市
動
物
園
は
、
実
は
一
年
生

で
も
校
外
学
習
で
見
学
し
た
場
所

で
す
。
今
回
は
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｔ
２
の
セ

ン
ト
ラ
ル
ア
イ
デ
ア
で
あ
る
「
環
境
に
合
わ
せ
た
変
化
」
を
念
頭
に
、

グ
ル
ー
プ
単
位
で
様
々
な
動
物
を
観
察
し
ま
し
た
。

お
昼
か
ら
は
い
よ
い
よ
琵
琶
湖
へ
。
自
然
学
習
体
験
施
設
の
オ
ー

パ
ル
に
て
、
カ
ヌ
ー
体
験
、
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
観
察
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
ン

プ
の
制
作
を
行
い
ま
し
た
。
特
に
カ
ヌ
ー
体
験
は
初
め
て
の
児
童
が

Ｉ
Ｂ
・
Ｐ
Ｙ
Ｐ
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
連
動
し
た
宿
泊
学
習

　
　 
国
際
学
院  �

初
等
部
教
頭 

風か
ざ

間ま

　
寛ひ

ろ
し

同
志
社
ク
ロ
ー
ズ・ア
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プ

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

86



同志社
クローズ・アップ

多
く
、
は
じ
め
は
パ
ド
ル
の
操
作
に
苦
労
す
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た

が
、
次
第
に
思
い
通
り
の
方
向
に
進
め
る
よ
う
に
な
り
、
観
察
ポ
イ

ン
ト
の
ヨ
シ
帯
ま
で
た
ど
り
着
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
決
し
て
長

い
時
間
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
子
ど
も
た
ち
の
習
得
の
速
さ
に

は
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

夜
は
同
志
社
び
わ
こ
リ
ト
リ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
て
お
い
し
い
夕
ご

飯
を
い
た
だ
い
た
後
は
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ア
ー
場
で
マ
シ
ュ
マ
ロ

焼
き
を
楽
し
み
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
草
津
市
立

水
生
植
物
園
と
滋
賀
県
立

琵
琶
湖
博
物
館
に
て
の
探

究
活
動
で
す
。
一
日
目
の

京
都
市
動
物
園
と
同
様
に
、

子
ど
も
た
ち
は
「
動
物
の

環
境
と
変
化
」
を
念
頭
に
、

グ
ル
ー
プ
で
様
々
な
動
植

物
を
観
察
し
ま
し
た
。
中

に
は
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
び

っ
し
り
と
メ
モ
を
取
る
児

童
も
お
り
、
探
究
学
習
へ

の
動
機
づ
け
と
な
っ
た
だ

け
で
な
く
、
そ
こ
か
ら
疑
問
や

課
題
を
見
出
し
て
探
究
し
て
い

く
姿
が
見
ら
れ
た
こ
と
で
し
ょ

う
。暑

過
ぎ
ず
、
寒
過
ぎ
ず
、
天

候
に
も
恵
ま
れ
て
充
実
し
た
一

泊
二
日
の
旅
と
な
り
ま
し
た
。
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同
志
社
小
学
校
で
は
、
６
月
３
日
（
月
）
か
ら
６
月
７
日
（
金
）

の
１
週
間
、
ハ
ー
モ
ニ
ー
ウ
ィ
ー
ク
の
取
り
組
み
を
行
い
ま
し
た
。

「
ハ
ー
モ
ニ
ー
ウ
ィ
ー
ク
」
と
は
、
全
同
志
社
人
が
同
志
社
教
育

の
原
点
で
あ
る
「
良
心
」
に
立
ち
返
っ
て
、「
隣
人
に
何
が
で
き
る

の
か
」
を
考
え
る
「
良
心
探
求
ウ
ィ
ー
ク
」
に
お
け
る
同
志
社
小
学

校
で
の
取
り
組
み
で
す
。
本
校
で
は
、
良
心
探
求
ウ
ィ
ー
ク
に
つ
い

て
、
春
季
を
「
ハ
ー
モ
ニ
ー
ウ
ィ
ー
ク
」、
秋
季
を
「
ピ
ー
ス
ウ
ィ

ー
ク
」
と
よ
び
、
例
年
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
ま
ず
６
月
３
日
（
月
）
に
キ
リ
ス
ト
教
行
事
で
あ
る

花
の
日
礼
拝
を
本
校
ア
リ
ー
ナ
で
行
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
が
自

宅
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
持
っ
て
き
た
花
を
捧
げ
、
ア
リ
ー
ナ
前
方
の
献
花

台
は
華
や
か
に
彩
ら
れ
ま
し
た
。
讃
美
歌
を
歌
い
、
私
か
ら
の
話
に

続
き
全
校
児
童
で
お
祈
り
を
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
休
み
時
間
や
放

課
後
に
、
日
頃
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
方
々
に
感
謝
の
気
持
ち
と
と

も
に
花
束
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
を
お
届
け
し
ま
し
た
。
受
け
取
っ

た
方
々
か
ら
は
笑
み
が
こ
ぼ
れ
、
み
ん
な
が
温
か
い
気
持
ち
に
な
っ

た
素
敵
な
花
の
日
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
毎
朝
の
礼
拝
に
お
い
て
、
本
校
宗
教
科
教
員
が
「
ハ
ー
モ

ニ
ー
」
を
テ
ー
マ
に
話
し
ま
し
た
。「
人
一
人
は
大
切
な
り
」
と
新

島
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、
神
様
は
一
人
一
人
を
大
切
な
存

在
と
し
て
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
人
と
異
な
る
部
分
は
神
様
が
与
え
て

く
れ
た
大
切
な
『
個
性
』
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
認
め
合
い
、
補
い
合

い
、
支
え
合
う
こ
と
で
、
人
と
人
は
結
ば
れ
る
（
ハ
ー
モ
ニ
ー
）
と

い
う
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

こ
れ
と
合
わ
せ
て
、
学
年
や
学
級
で
の
活
動
、
教
科
の
学
習
に
お

い
て
も
、
読
み
聞
か
せ
や
集
会
、
話
し
合
い
等
を
通
し
て
、
と
も
に

ハ
ー
モ
ニ
ー
を
創
り
出
す
こ
と
に
つ
い
て
考
え
る
と
と
も
に
、
図
書

委
員
児
童
や
教
員
が
「
ハ
ー
モ
ニ
ー
」
を
テ
ー
マ
に
選
ん
だ
お
す
す

め
の
本
を
、
手
に
取
っ
て
読
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
図
書
室
に
掲

示
を
す
る
な
ど
様
々
な
取
り
組
み
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
取
り

同
志
社
小
学
校
に
お
け
る
ハ
ー
モ
ニ
ー
ウ
ィ
ー
ク
の
取
り
組
み

　
　 
小
学
校  �

副
校
長 

石い
し

川か
わ

　
博ひ

ろ

三み

同
志
社
ク
ロ
ー
ズ・ア
ッ
プ

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten
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同志社
クローズ・アップ

組
み
を
通
し
て
、
ハ
ー
モ
ニ
ー
に
つ
い
て
考
え
た
子
ど
も
た
ち
が
、

次
は
そ
れ
ぞ
れ
の
場
で
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
つ
く
り
出
す
担
い
手
と
な
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
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幼
稚
園
で
は
、
６
月
５
日
に
年
長
組
が
若
王
子
山
頂
の
同
志
社
墓

地
に
行
っ
て
、
新
島
襄
先
生
の
お
墓
の
前
で
礼
拝
を
行
い
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
せ
ざ
る
を
え
な
い
年
も
あ
り
ま
し
た
が
、
毎
年
行

っ
て
い
る
行
事
で
す
。

幼
稚
園
に
集
合
し
て
バ
ス
で
移
動

当
日
は
ま
ず
、
子
ど
も
達
は
い
つ
も
の
よ
う
に
幼
稚
園
に
登
園
し

ま
す
。
た
だ
し
、
こ
の
日
は
山
登
り
を
し
て
新
島
襄
先
生
の
お
墓
に

参
る
だ
け
な
の
で
、
持
ち
物
は
、
水
筒
（
紐
付
き
）、
ハ
ン
カ
チ
、

テ
ィ
ッ
シ
ュ
、
帽
子
の
み
で
、
い
つ
も
持
っ
て
き
て
い
る
シ
ー
ル
帳

や
荷
物
を
入
れ
る
鞄
は
な
し
で
す
。
幼
稚
園
に
集
合
し
て
準
備
が
出

来
れ
ば
、
最
寄
り
の
河
原
町
今
出
川
の
バ
ス
停
に
行
き
、
市
バ
ス
に

乗
っ
て
東
天
王
町
の
バ
ス
停
ま
で
移
動
し
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
市
バ

ス
の
営
業
所
に
乗
る
予
定
の
バ
ス
を
連
絡
し
て
運
転
手
さ
ん
に
伝
え

て
い
た
だ
き
、
子
ど
も
達
全
員
と
付
き
添
い
の
教
員
が
１
台
の
バ
ス

に
乗
れ
ま
し
た
。
園
バ
ス
が
な

い
本
園
で
は
、
遠
足
な
ど
で
も

で
き
る
だ
け
公
共
交
通
機
関
を

使
い
ま
す
。
公
共
交
通
機
関
内

で
の
マ
ナ
ー
の
練
習
に
も
な
り

ま
す
。

東
天
王
町
の
バ
ス
停
か
ら
ま

ず
は
若
王
子
神
社
ま
で
歩
き
ま

す
。
一
口
の
水
分
補
給
を
し
て

こ
こ
か
ら
は
い
よ
い
よ
山
登
り

で
す
。
同
志
社
墓
地
へ
行
く
の
は
初
め
て
の
子
ど
も
が
ほ
と
ん
ど
で

す
。
前
日
お
よ
び
当
日
は
天
候
が
良
く
、
山
道
も
比
較
的
に
乾
い
て

い
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
所
々
濡
れ
て
い
る
箇
所
も
あ
り
、
ま
た
、

子
ど
も
の
足
で
は
急
な
登
り
坂
や
石
の
階
段
が
続
い
て
い
ま
す
。
転

ば
な
い
よ
う
に
慎
重
に
登
り
ま
し
た
。
虫
除
け
の
リ
ス
ト
バ
ン
ド
を

年
長
組
の
校
祖
墓
参

　
　 
幼
稚
園  �

園
長 

北き
た

川が
わ

　
雅ま

さ

章あ
き

同
志
社
ク
ロ
ー
ズ・ア
ッ
プ

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

校祖墓参山登り①
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同志社
クローズ・アップ

し
た
り
、
熊
や
毒
ヘ
ビ
が
出
て
き
た
ら
ど
う
し
よ
う
、
と
い
う
よ
う

な
不
安
を
口
に
し
た
り
す
る
子
ど
も
も
い
ま
し
た
。

墓
前
礼
拝

墓
地
に
到
着
す
る
と
、
水
分

補
給
を
し
て
、
ま
ず
落
ち
葉
な

ど
を
拾
う
掃
除
を
行
い
ま
し
た
。

子
ど
も
達
は
お
掃
除
な
ど
の
お

手
伝
い
を
す
る
の
が
大
好
き
で

す
。
拾
っ
た
落
ち
葉
な
ど
を
先

生
が
用
意
し
て
い
た
ゴ
ミ
袋
に

入
れ
て
周
り
を
き
れ
い
に
し
ま

し
た
。
そ
し
て
、
新
島
襄
先
生

の
お
墓
に
献
花
を
し
て
、
墓
前

で
礼
拝
を
行
い
ま
し
た
。
賛
美
歌
を
歌
い
、
お
祈
り
を
し
、
園
長
か

ら
新
島
先
生
や
同
志
社
創
立
の
話
を
聞
い
て
、
同
志
社
を
創
っ
て
下

さ
っ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
、
い
つ
ま
で
も
私
た
ち
を
お
守
り

下
さ
い
、
と
お
祈
り
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
奥
様
の
新
島
八
重
さ
ん

や
八
重
さ
ん
の
兄
で
同
志
社
創
立
者
の
一
人
で
あ
る
山
本
覺
馬
さ
ん

の
お
墓
に
も
お
参
り
を
し
ま
し
た
。

下
山
し
て
解
散

山
登
り
は
下
山
の
方
が
危

険
で
す
。
水
分
補
給
を
し
て
下

山
し
ま
す
が
、
濡
れ
て
い
る
落

ち
葉
を
踏
ん
で
滑
っ
た
り
、
小

石
を
踏
ん
で
足
下
が
ぐ
ら
つ

い
た
り
し
ま
す
。
降
り
る
の
が

怖
い
と
言
っ
て
、
先
生
に
手
を

つ
な
い
で
も
ら
っ
て
降
り
る

子
ど
も
も
い
ま
し
た
。
再
び
若

王
子
神
社
で
水
分
補
給
を
行

っ
た
後
、
ま
た
東
天
王
町
の
バ
ス
停
ま
で
歩
き
ま
す
。
そ
し
て
、
バ

ス
停
ま
で
迎
え
に
来
て
も
ら
っ
た
保
護
者
の
方
々
に
子
ど
も
を
お
か

え
し
し
て
解
散
で
す
。
水
曜
日
は
午
前
保
育
の
み
な
の
で
、
お
弁
当

の
必
要
が
な
い
行
事
は
水
曜
日
に
行
っ
て
い
ま
す
。
保
護
者
の
方
々

に
は
日
々
の
送
り
迎
え
と
と
も
に
、
こ
の
よ
う
な
行
事
で
は
迎
え
の

場
所
が
変
更
に
な
り
ま
す
が
、
協
力
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

今
年
も
ケ
ガ
や
事
故
な
く
校
祖
墓
参
を
行
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

創
立
百
五
十
周
年
事
業
の
一
貫
と
し
て
同
志
社
墓
地
へ
の
山
道
の
整

備
と
福
島
の
桜
の
植
樹
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
来
年
度
は
整
備
さ

校祖墓参山登り②

同志社墓地の掃除
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れ
て
登
り
や
す
く
な
っ
た
山
道
を
通
っ
て
校
祖
墓
参
が
出
来
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

良
心
探
求
ウ
ィ
ー
ク

ア
メ
リ
カ
で
は
６
月
の
第
２

日
曜
日
が
子
ど
も
の
日
と
も
言

わ
れ
る
花
の
日
で
す
。
幼
稚
園

は
６
月
３
日
～
７
日
ま
で
が
良

心
探
究
ウ
ィ
ー
ク
で
、
前
日
の

４
日
に
行
っ
た
花
の
日
礼
拝
と

と
も
に
、
神
様
に
守
ら
れ
て
子

ど
も
達
が
成
長
し
た
こ
と
に
感

謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
、
子
ど
も
達
が
日
頃
、
直
接

に
は
接
し
た
こ
と
が
な
い
新
島
先
生
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
人
々

が
何
ら
か
の
形
で
自
分
達
の
成
長
に
か
か
わ
っ
て
下
さ
っ
た
、
あ
る

い
は
か
か
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
こ
と
に
思
い
を
い
た
し
、
感
謝

す
る
心
が
子
ど
も
達
に
芽
生
え
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

新島襄先生の墓前で礼拝

新島襄先生の墓前でお祈り
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同志社の同志社の一貫教育一貫教育

対
談
内
容
は

①　

 

各
校
に
お
け
る
英
語
教
育
の
特
色
や
取
り
組
み
に
つ
い
て

②　

 

一
貫
校
で
の
英
語
教
育
に
お
け
る
メ
リ
ッ
ト
と
英
語
能
力
に

つ
い
て

③　

 

こ
れ
か
ら
の
同
志
社
に
お
け
る
英
語
教
育
の
展
望

の
流
れ
で
、
反
田
先
生
の
進
行
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
先
生
方
か

ら
、
以
下
の
と
お
り
、
各
々
の
意
見
、
学
校
で
の
実
践
報
告
が
な
さ

れ
、
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
、
大
学
と
い
っ
た
世
代
の
違
う

児
童
、
生
徒
、
学
生
の
英
語
教
育
に
つ
い
て
語
ら
れ
ま
し
た
。

振
本
教
諭

小
学
校
に
お
け
る
一
貫
校
の
事
業
を
活
用
し
た
取
り
組
み
と
し
て
、

同
志
社
大
学
の
留
学
生
と
の
交
流
な
ど
体
験
学
習
を
通
じ
て
、
生
徒

が
直
接
肌
で
感
じ
、
言
葉
と
人
が
繋
が
る
英
語
教
育
を
展
開
し
て
い

ま
す
。
通
常
の
授
業
は
、
外
国
人
教
員
と
日
本
人
教
員
が
担
当
し
、

低
学
年
は
、
英
語
に
慣
れ
親
し
む
学
習
を
意
図
し
、
高
学
年
は
基
礎

学
力
を
つ
け
る
学
習
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

校
祖
で
あ
る
新
島
襄
先
生
を
引
用
し
た
英
語
教
育
は
、
児
童
に
も

非
常
に
大
き
な
影
響
が
あ
り
ま
す
。

児
童
に
は
外
国
の
人
に
自
分
の
思
い
を
伝
え
る
こ
と
が
、
本
来
言

葉
を
覚
え
る
こ
と
の
目
的
で
あ
る
と
教
育
し
て
お
り
、
ま
た
、
私
達

も
児
童
達
を
見
て
い
て
再
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

一
貫
校
の
児
童
、
生
徒
が
集
っ
て
開
催
す
る
「
同
志
社
英
語
大
会

　
同
志
社
一
貫
教
育
探
求
セ
ン
タ
ー 

所
長　

大お
お

久く

保ぼ 

雅ま
さ

史し

同
志
社
一
貫
教
育
に
お
け
る

英
語
教
育

一
貫
教
育
探
求
セ
ン
タ
ー
で
は
対
談
動
画
第
三

弾
と
し
て
、「
同
志
社
一
貫
教
育
に
お
け
る
英
語

教
育
」
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
一
貫
教
育
な
ら
で

は
の
英
語
教
育
の
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
対
談
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

出
演
者
に

中
田
賀
之
氏
（
同
志
社
大
学
グ
ロ
ー
バ

ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
教
授
）、

D
evin Rooney JIM

M
IN

K
氏
（
同

志
社
国
際
中
高
英
語
科
教
諭
）、

振
本
あ
り
さ
氏
（
同
志
社
小
学
校
英
語

専
科
教
諭
）
を
迎
え
、

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
を
反
田
任
氏
（
元

同
志
社
中
学
校
英
語
科
教
諭
・
現
瀬
戸

Ｓ
Ｏ
Ｌ
Ａ
Ｎ
学
園
初
等
部
教
諭
）
に
お
願

い
し
ま
し
た
。

同志社の同志社の
　　一貫教育一貫教育

hitohito-Li
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‐
立
石
杯
‐Recitation &

 Speech C
ontest

」
に
は
、
小
学

校
か
ら
は
４
・
５
・
６
年
生
に
出
場
す
る
機
会
が
あ
り
、
出
場
を
希

望
す
る
児
童
た
ち
は
、
卒
業
生
を
見
て
英
語
が
話
せ
る
よ
う
に
な
り

た
い
と
憧
れ
て
い
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
利
用
、
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
情

報
を
交
換
し
合
う
な
ど
、
発
信
も
早
く
、
知
る
情
報
も
範
囲
が
非
常

に
広
が
っ
て
き
た
よ
う
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
授
業
を
お
こ
な
う

時
代
が
来
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
子
供
た
ち
に
は
授
業

の
中
で
学
び
た
い
こ
と
を
自
分
で
掴
ん
で
探
求
で
き
る
教
育
環
境
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
環
境
下
で
成
長
し
た
児
童
を
中
学
、
高
校
、
大
学
、

大
学
院
へ
と
送
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
と
の
お
話
が
あ

り
ま
し
た
。

JIM
M

IN
K

教
諭

国
際
中
学
校
・
高
等
学
校
は
帰
国
子
女
の
生
徒
も
多
い
こ
と
か
ら

「
英
語
を
教
え
る
」
の
で
は
な
く
、「
英
語
で
学
ぶ
教
育
の
環
境
つ
く

り
」
を
意
識
し
、
習
熟
度
別
授
業
の
展
開
、
生
徒
に
合
っ
た
快
適
に

勉
強
で
き
る
環
境
の
構
築
を
進
め
て
い
ま
す
。
英
語
を
通
し
て
豊
か

な
想
像
力
、
思
考
力
を
養
い
、
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
シ
ン
キ
ン
グ
、
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
し
て
新
た
な
発
見
を
導
き
出
す
教
育
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

社
会
問
題
や
世
界
情
勢
を
み
て
、
厳
し
い
状
況
に
お
か
れ
て
い
る

方
々
と
の
共
感
、
自
分
が
そ
の
立
場
に
い
た
ら
ど
う
思
う
か
、
ど
う

感
じ
る
か
な
ど
感
情
移
入
が
で
き
る
生
徒
を
育
て
、
自
分
の
意
思
を

表
現
す
る
力
を
身
に
つ
け
て
も
ら
い
た
い
と
、
い
つ
も
意
識
し
て
い

ま
す
。

同
志
社
小
学
校
、
同
志
社
国
際
学
院
初
等
部
で
行
わ
れ
て
い
る
英

語
教
育
の
継
続
を
意
識
し
、
英
語
の
授
業
で
社
会
問
題
や
サ
イ
エ
ン

ス
を
題
材
に
し
、
英
語
で
知
識
を
得
る
こ
と
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

生
徒
達
に
は
、「
同
志
社
英
語
大
会
‐
立
石
杯
‐Recitation &

 
Speech C

ontest

」、「
同
志
社
英
語
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
大
会

‐
立
石
杯
‐Presentation C

ontest

」
で
は
英
語
が
話
せ
る
だ

け
で
は
優
秀
な
成
績
が
取
れ
な
い
と
い
う
こ
と
を
実
感
す
る
貴
重
な

経
験
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
他
学
内
校
の
中
学
生
、
高
校
生
と
の

交
流
の
場
に
も
な
り
、
他
の
学
校
の
良
い
と
こ
ろ
を
学
ぶ
機
会
に
な

っ
て
い
ま
す
。

法
人
内
学
校
全
体
で
行
っ
て
い
る
ヌ
エ
バ
ス
ク
ー
ル
へ
の
短
期
留

学
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
現
地
で
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
を
行
い
、
ま
た
、
ヌ

エ
バ
ス
ク
ー
ル
生
徒
が
来
日
し
た
際
は
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
な
っ

て
く
だ
さ
る
生
徒
ご
家
族
も
た
く
さ
ん
お
り
、
こ
れ
も
貴
重
な
英
語

を
使
う
経
験
に
な
っ
て
い
ま
す
。

英
語
の
授
業
で
動
画
作
り
、
単
語
、
文
法
の
習
得
を
ゲ
ー
ム
化
ク

イ
ズ
形
式
に
す
る
な
ど
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
取
り
入
れ
で
教
員
の
負
担
を
軽

減
し
、
よ
り
き
め
細
か
く
個
性
豊
か
な
教
育
が
で
き
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
と
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
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同志社の同志社の一貫教育一貫教育

目
の
前
の
受
験
に
注
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
受
験
の
英
語
教
育
と

は
異
な
っ
て
き
ま
す
。

「
同
志
社
英
語
大
会
‐
立
石
杯
‐Recitation &

 Speech 
C

ontest

」
で
は
、
小
学
生
は
「
聴
衆
に
伝
わ
る
こ
と
」、
中
学
生

は「
聴
衆
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
る
こ
と
」、高
校
生
は「
自

身
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
聴
衆
に
理
解
し
て
も
ら
う
、
そ
し
て
考
え
て
も

ら
う
こ
と
」
と
そ
れ
ぞ
れ
の
学
年
で
目
指
す
べ
き
目
標
が
、
共
有
で

き
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
貴
重
な
体
系
的
な
学
び
の

機
会
で
あ
り
、
大
学
や
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
の
目
標
も
そ
れ
に
よ

っ
て
考
え
や
す
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

私
自
身
は
英
語
教
育
を
専
門
と
し
た
研
究
者
で
あ
り
ま
す
が
、
生

成
Ａ
Ｉ
を
利
用
す
る
と
い
う
認
識
は
英
語
教
育
分
野
で
も
結
構
広
ま

っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
十
分
な
議
論
無
し
に
闇
雲
に
利
用
を
禁
止
す

る
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
英
語
教
育
で
ど
の
よ
う
に
生
成
Ａ
Ｉ
を

活
用
す
る
こ
と
が
実
際
に
使
え
る
英
語
力
の
涵
養
に
つ
な
が
る
の
か

を
考
え
る
段
階
に
既
に
入
っ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
実

社
会
に
出
る
と
、
多
か
れ
少
な
か
れ
、
そ
れ
ら
の
ツ
ー
ル
を
使
っ
て

仕
事
を
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら

一
定
の
英
語
力
を
保
持
し
て
い
な
い
と
そ
れ
ら
を
十
分
に
活
用
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
も
事
実
で
す
。
こ
の
両
方
を
押
さ
え
た
教
育

が
必
要
だ
ろ
う
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。
と
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

中
田
教
授

同
志
社
大
学
に
は
様
々
な
学
部
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
部
で
育

成
し
た
い
英
語
力
お
よ
び
人
材
像
に
も
違
い
が
あ
り
、
必
然
的
に
各

学
部
で
求
め
ら
れ
る
英
語
能
力
も
異
な
っ
て
き
ま
す
。
敢
え
て
言
う

な
ら
ば
、
入
学
時
ま
で
に
必
要
な
目
安
と
し
て
は
、
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
６

０
０
点
、
英
語
検
定
２
級
レ
ベ
ル
の
能
力
が
あ
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま

す
。同

志
社
の
英
語
教
育
を
考
え
る
う
え
で
、
同
志
社
の
教
育
理
念
に

基
づ
い
て
育
て
た
い
人
材
像
を
考
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま

た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
重
要
性
が
叫
ば
れ
て
い
る
今
日
で
は
あ
り
ま
す
が
、

学
生
の
感
性
を
大
事
に
し
た
授
業
を
心
掛
け
、
世
界
に
通
じ
る
よ
う

な
英
語
運
用
能
力
の
向
上
を
目
的
に
実
践
的
な
英
語
教
育
を
進
め
て

い
ま
す
。

同
志
社
全
体
と
し
て
教
育
理
念
が
あ
る
こ
と
は
と
て
も
大
事
な
こ

と
で
あ
り
、
そ
の
理
念
に
基
づ
い
て
学
校
ご
と
の
、
そ
し
て
中
高
の

一
貫
校
６
年
間
を
通
し
て
育
て
た
い
人
材
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
同
志
社
と
し
て
の
共
有
す
る
部
分
と
各
学
校
の
独
自
性
を
出
す

部
分
の
両
面
を
打
ち
出
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
は
大
き
な
メ
リ
ッ
ト

と
な
り
ま
す
。
目
に
見
え
る
ス
キ
ル
だ
け
で
は
無
く
、
相
手
へ
の
思

い
や
り
と
か
、
異
文
化
理
解
で
あ
っ
た
り
、
自
身
の
内
省
が
で
き
た

り
、
社
会
に
貢
献
し
よ
う
と
す
る
態
度
の
涵
養
な
ど
が
含
ま
れ
る
か

と
思
い
ま
す
。
長
期
的
な
人
材
育
成
が
で
き
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、
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反
田
教
諭

同
志
社
の
英
語
教
育
の
特
徴
と
し
て
各
中
高
に
は
複
数
名
の
ネ
イ

テ
ィ
ブ
教
員
が
在
籍
し
て
お
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
、
英
語

力
の
向
上
を
目
的
に
授
業
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
島
襄
先
生

の
理
念
が
各
学
校
の
英
語
教
育
の
中
に
も
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

先
生
方
の
話
を
伺
っ
て
、
単
語
の
数
や
文
法
を
ど
れ
だ
け
知
っ
て

い
る
か
と
い
う
こ
と
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
自
分
自
身
を
ど
う
い
う

風
に
表
現
し
て
相
手
と
関
わ
っ
て
い
く
か
と
い
う
と
こ
ろ
を
そ
れ
ぞ

れ
の
学
校
で
大
事
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

同
志
社
が
こ
の
１
０
数
年
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
「
同
志
社
英
語

大
会
‐
立
石
杯
‐Recitation &

 Speech C
ontest

」、「
同
志

社
英
語
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
大
会
‐
立
石
杯
‐Presentation 

C
ontest

」
が
、
先
輩
の
姿
を
見
て
更
に
英
語
を
も
っ
と
話
し
た
い
、

う
ま
く
な
り
た
い
と
い
う
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
繋
が
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
を
非
常
に
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て
、「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
情
報
発
信
し
て
い
く
」、「
ゲ

ー
ミ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
学
び
を
深
め
て
い
く
」
とJIM

M
IN

K
教

諭
か
ら
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
中
学
で
担
当
し
て
い
る
英
語
の
授
業

で
は
ゲ
ー
ミ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
点
で
は
発
音
を
Ａ
Ｉ
で
チ
ェ

ッ
ク
す
る
ア
プ
リ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
英
語
の
発
音
に

つ
い
て
ど
こ
の
発
音
が
よ
く
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
音
素
ご
と
に

チ
ェ
ッ
ク
し
て
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
く
れ
ま
す
。
子
供
た
ち
の
英

語
の
発
話
力
を
向
上
さ
せ
る
と
い
う
手
立
て
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
可
能
性
と

し
て
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
こ
の
ア
プ
リ

で
は
こ
れ
ら
が
ス
コ
ア
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
一

人
一
人
の
生
徒
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
ま
す
の
で
、
修
正
し
て
い

く
ポ
イ
ン
ト
や
、
改
善
点
が
生
徒
に
も
明
確
に
伝
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

フ
リ
ー
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
で
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
書
い
た
英
語
の
文
章

を
発
音
練
習
す
る
際
に
、
先
ほ
ど
の
発
音
チ
ェ
ッ
ク
ア
プ
リ
で
自
分

の
発
音
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。
さ
ら
に
そ
れ
を
実
践
に
つ
な
げ
る
た

め
に
オ
ン
ラ
イ
ン
英
会
話
で
自
分
の
作
成
し
た
文
章
に
も
と
づ
い
て

オ
ン
ラ
イ
ン
の
先
生
と
一
対
一
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
て
い
く
。

こ
う
い
っ
た
こ
と
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
よ
り
授
業
で
実
現
し
て
い
ま

す
。個

別
最
適
化
、
そ
し
て
多
様
な
学
び
と
い
う
こ
と
で
同
志
社
の
英

語
教
育
も
こ
う
い
っ
た
最
先
端
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
取
り
入
れ
な
が

ら
実
践
し
て
い
け
た
ら
よ
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

同
志
社
の
英
語
教
育
を
新
島
襄
先
生
の
生
き
方
、
考
え
方
、
教
育

理
念
を
加
味
し
な
が
ら
実
践
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
大
変
よ
く
伝
わ
り

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
と
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

 
一
貫
教
育
探
求
セ
ン
タ
ー
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト　

 
https://w

w
w

.doshisha-ikkan.info/
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2025 年 8 月実施　2025 年 8 月実施　あたらしい自由の風を、世界へ、未来へ。あたらしい自由の風を、世界へ、未来へ。

      学校法人同志社創立１５０周年記念事業学校法人同志社創立１５０周年記念事業

新島襄の足跡を辿るアメリカツアー新島襄の足跡を辿るアメリカツアー
ーアーモスト大学での記念集会ほかーーアーモスト大学での記念集会ほかー

同志社の源流を探るためにアーモスト（アーモスト大学）、ラットランド（グレイス
教会）、アンドーヴァー（フィリップス・アカデミー）、ボストンをめぐるツアー（4
泊6日）を実施いたします。ツアーガイドは、本井康博元同志社大学神学部教授です。

ツアーのメインは、新島襄を「輝かしいアーモストの息子」と称えるアーモスト大
学、それも彼の肖像画を正面に飾るジョンソンチャペルでの記念集会です。同志社内4
中学校・高等学校の8人の生徒もスピーチをいたしますので、ご家族の参加も歓迎いた
します。終了後は、アーモスト大学関係者とのレセプションも予定しています。

このツアーを通して、同志社の原点を振り返りながら大いに交流を深めたいと思って
います。この記念すべきイベントに多くの皆様のご参加をお待ちしています。

＊ 8人の生徒の旅行代金等の半額を一般財団法人同志社日米文化財団
様から補助をいただいております（一般財団法人同志社日米文化財
団については右に記載の2次元バーコードをご覧ください）。

《募集要項》
 日　程  2025年8月22日（金）～ 27日（水）　4泊6日

 経　路   マサチューセッツ州 ヴァーモント州 マサチューセッツ州 マサチューセッツ州 

アーモスト ラットランド アンドーヴァー ボストン

 人　数  40名

 旅行代金   概算595,800円 
※ 2024年11月頃に再度ご案

内いたします。

 申　込   下記QRコードより 
※2025年2月末日締め切り

　　　　　

お問い合せ先：学校法人同志社創立１５０周年記念事業事務室
TEL：０7５-2５１-27１０　E-mail：ji-１５０th@mail.doshisha.ac.jp

ジョンソンチャペル
礼拝堂に飾られている

新島襄の肖像画

アーモスト大学
ジョンソンチャペル
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ハリス理化学館同志社ギャラリー展示ご案内ハリス理化学館同志社ギャラリー展示ご案内
ハリス理化学館同志社ギャラリーは、創立者新島襄の志と同志社の歴史等を資料で紹介する展示

施設です。ハリス理化学館は、J.N.ハリスの寄附をもとに1890（明治23）年に竣工し、永らく同志
社における理化学教育の拠点となった建物です。現在、国の重要文化財に指定されています。

【企画展】
ハリス理化学館同志社ギャラリー第32回企画展
同志社創立150周年記念　
合唱の同志社―One Purpose DOSHISHA 合唱が紡ぐ150年　現在～過去～未来―

期　　間：2024年9月24日（火）～11月17日（日）
場　　所：2階 企画展示室
主　　催：学校法人同志社、創立150周年記念全同志社合唱祭実行委員会
内　　容： 　同志社創立150周年を目前に控えた本年、創立150周年記念事業の1つとして、11月9

日、全同志社合唱祭が開催されます。在学生やOB・OGのみならず、保護者らが組織
し、運営してきた20団体以上のコーラス・合唱団が一堂に会して実施される、同志社で
は125周年に引き続き開催される、伝統の合唱祭です。

　　　　　 　本展はこの合唱祭に合わせて企画されました。この合唱祭の参加者には共通する想いが
あります。それは、同志社の歴史と共に歩んできたコーラス・合唱に関する歴史を残した
いという願い、そして、新型コロナウイルスによる未曽有の災害を経験してもなお、未来
を向いて活動する自分たちの姿を示したいという想いです。その想いのままに、協力を得
られた20団体が、多くの方々に見ていただきたいと選出した250点余りの資料を展示いた
します。100年近くの歴史を有する団体から、創立後数年という団体まで様々な歴史的背
景を有する各団体が、自らの歩みを形で示そうとする試みを是非ご覧ください。

【入 場 料】無料
【開館時間】10：00～17：00（最終入館 16：30まで）
【閉 館 日】 日曜日（企画展開催中を除く）・月曜日・祝日・GW・夏期休暇中の一定期間・年末年始
【場　　所】 同志社大学 今出川キャンパス 

※駐車場、駐輪場はありません。公共交通機関をご利用ください。

【お問合せ先】
ハリス理化学館同志社ギャラリー事務室
HP：https://harris.doshisha.ac.jp/
E-mail：ji-harjm@mail.doshisha.ac.jp
TEL：０7５-2５１-27１6　FAX：０7５-2５１-2736

ペナント「第一回東西四大学OB合唱連盟演奏会」
1977年　1点　同志社グリークラブOB会所蔵

レコード「混声合唱とピアノ・打楽器のための合唱
組曲　宇宙戦艦ヤマト」日本コロムビア株式会社

1979年11月　1枚　中村正平氏所蔵
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新島旧邸公開のお知らせ新島旧邸公開のお知らせ

　新島旧邸の敷地には、幕末まで京都大工頭中井家の屋敷があり、明治初年には中井屋
敷を堂上華族の高松保実が所有していました。1875（明治8）年11月29日、新島襄は、
この高松邸の半分を賃借して仮校舎とし、生徒8名で同志社英学校を開校しました。翌
年、英学校は薩摩藩邸跡地の専用校舎に移りますが、その後、新島は高松邸を購入し、
自宅を1878（明治11）年に建築しました。これが、現在の新島旧邸です。同志社発祥の
地に建つ新島旧邸を、同志社の建学の理念を体感する場として公開しています。

【公開期間】4～7月、9～11月、3月
　　　　　①通常公開　 毎週火・木・土曜日 

（祝日は除く、2024年4月28日～5月6日は閉館）
　　　　　②特別公開　 春の特別公開（2024年度分は終了） 

オープンキャンパス（2024年度分は終了） 
秋の特別公開　10月1～5日 
ホームカミングデー　11月10日 
創立記念日　11月29日 
大学卒業式　2025年3月20～22日

　　　　　※ 公開日の詳細はHPをご覧ください。 
https://archives.doshisha.ac.jp/archives/

【公開時間】10：00～16：00（入館受付は15：30まで）
【見学対象】 ①通常公開 

　旧邸周囲から建物内部を見学（建物内部には入場できません）。 
②特別公開 
　旧邸周囲および建物内部（母屋1階と付属屋）に入場できます。 
　※旧邸建物内に一度に入れる人数は20名程度とします。

【入 場 料】無料
【場　　所】 京都市上京区寺町通丸太町上ル松蔭町 

※駐車場、駐輪場はありません。公共交通機関を利用してお越しください。
【団体見学申込】 10名以上の団体は、予約が必要です。団体予約は、見学日の1週間前

までに電話・FAX・E-mailにて下記にお申し込みください（電話受付
は10：00～16：30）。

お問合せ先
ハリス理化学館同志社ギャラリー事務室
HP：https://harris.doshisha.ac.jp/
E-mail：ji-harjm@mail.doshisha.ac.jp
TEL：０7５－2５１－27１6　FAX：０7５－2５１－2736
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同志社女子大学史料センター 第 28 回企画展同志社女子大学史料センター 第 28 回企画展

同志社女子大学の新たな挑戦：２１世紀の広報戦略同志社女子大学の新たな挑戦：２１世紀の広報戦略

同志社女子大学は、2000年以降4学部6学科（英語英文学科と日本語日本文学科は学芸
学部から表象文化学部に移設）を新設しました。そうした学部学科の新設に際して、本
学は様々な広報活動を展開してきました。さらには、我が国において長い歴史を有する
女子教育機関としての伝統を踏まえつつも、新たな時代の社会変化に対応する戦略を試
行錯誤してきました。今回の企画展では、本学が21世紀における女子教育のあり方を、
どのように志向し社会に発信してきたか、2000年以降の広報活動関連の資料を基に振り
返る機会にしたいと考えています。

期　間：2024年11月22日(金)～2025年7月31日(木)
時　間：10：00～16：00
閉室日： 土・日・祝日および2024年11月29日、12月25日、12月30日～2025年1月3日、 

5月1日～2日 
（ただし、2024年11月23日～24日、2025年4月29日、7月21日は開室しております。）

場　所： 同志社女子大学史料センター 
（今出川キャンパスジェームズ館1階展示室）

主　催：同志社女子大学

★公開講演会★
　日　時：2025年2月1日（土）14：00～15：00
　講演者：川田隆雄教授（本学学芸学部メディア創造学科所属）
　会　場：今出川キャンパス内
　※ 詳細は決まり次第、同志社女子大学ＨＰやチラシなどでお知らせいたします。

お問い合わせ：�同志社女子大学史料センター�
〒6０2-０893　京都市上京区今出川通寺町西入�
TEL：０7５-2５１-42００　FAX：０7５-2５１-42０１�
E-mail：shiryo-i@dwc.doshisha.ac.jp
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同志社校友会からのお知らせ同志社校友会からのお知らせ

同志社設立10年後の1885年に「アルムニ会」として発
足したのが、同志社校友会の始まりです。主な目的
は、卒業生の親睦と大学との連携を通じた学生の支援
です。現在、約37万人の会員となり、国内はもとよ
り、各国に支部があります。

2020年春からコロナ禍で、経済的に困窮している学生支援のため、同志社大学と連携
して2020年5月から6月にかけて商店街やスーパーで利用できる食生活応援クーポンを配
布し一人暮らしの食生活サポートを行う事ができました。

その後も、コロナ禍において「同志社校友会ランチプロジェクト」として学内の食堂
において、200円の補助をすることで、学生の経済的な負担を軽減し、2022年12月には
累積で約33万人の支援ができました。

2023年度になり大学の授業等がコロナ前の状態に戻ることに対応し、学内の食堂で副
食として小鉢の提供をしました。栄養バランスの取れた食事を通じて学生が健全な生活
ができるよう支援をしました。また、小鉢の提供とともに「学生の食生活に関する意識
調査」を実施しました。結果は、一人暮らしの学生は1日2食の生活をしている比率が高
く、規則正しい食生活が送れていないことが推察されました。

2024年度は意識調査の結果を踏まえて、学生への支援を継続し、充実した学生生活を
送ってもらえるよう対応してまいります。

活動の概要
①卒業生と繋がる同志社校友会
　 2024年7月現在、国内に48の支部、海外に36の支部が存在し卒業

生に対して、現地の校友会がサポートをしています。
　 連絡先は、ＱＲコードまたは、■ 同志社校友会 ■ で検索してく

ださい。

②大学と繋がる同志社校友会
　 同志社大学が掲げるリーダー育成、グローバル化への支援、「同志社大学2025　

ALL DOSHISHA募金」の推進など大学と連携した活動を行っています。

③学生を支える同志社校友会
　 「同志社校友会奨学金」、「同志社スポーツ奨学金」、海外留学生支援として

「グローバル人材育成奨学金」など各種給付型の奨学金制度を通じて教育と学生
生活の充実がはかれるサポートを行っています。

同志社校友会本部事務局　　　　　　　
TEL　０7５-2５１-4393　　　　　　　　　
E-mail�info００@doshisha-alumni.org
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同志社同窓会の歩みと年間行事・事業同志社同窓会の歩みと年間行事・事業

＜同志社同窓会とは＞
同志社同窓会は1893年に同志社女学校の同窓会として設立さ

れました。それは1876年の女学校創立より17年後のことで、96
名の母校愛あふれる卒業生と有志らによるものでした。制定さ
れた規約の第1条には「会員たるものは相互の交誼を密にし且同
志社女学校の益を図るを目的とする」とあります。

創設131年となる同志社同窓会は、女子大学、大学院、女子高
校および中学、旧制女専、高女の卒業生・修了生によって構成

されており、62支部（国内59支部、海外3支部）に95,000名を超える会員を有していま
す。同志社女子大学《Vineの会》と同志社女子中高同窓会「同志社ゆかり会」もふく
め、同志社女子部全体の同窓会です。

＜同志社同窓会の歩み＞
母校で「地の塩・世の光」（マタイ5：13）となるようにと教えられ育まれた卒業生

たちは卒業後も良き姉妹として年に1度「母校に帰る日」を決めて集まり、礼拝をもっ
て総会を持ち、年会（大同窓会）を開いたとの記録が残っています。それは今も引き継
がれています。また、現在の「同志社同窓会報」の前身である「同志社女学校期報」が
同窓会の創設事業として発行されました。そして同志社を愛し、女学校と生徒・卒業生
らを愛し、同志社栄光館を建てるためにも尽力されたM.F.デントン先生から多大な感
化を受け、その教えを守って様々な活動を続けています。母校への寄付金を集めるため
にと教えてくださったバザーは同志社同窓会の大切な行事の一つになっています。

 年間活動と行事・事業 
春（5月）と秋（9月）の幹事会 
7月　 同志社同窓会総会 

3年に1度は総会の前日に支部長会開催
10月 バザー開催 
11月  全同志社リユニオン（法人同志社、同志社大学、校友会と共催） 

同窓会ルームで催物
12月 ミス・デントン永眠記念墓前礼拝（相国寺 長得院の墓前での礼拝）
2月　新島襄生誕記念会（学校法人同志社、同志社校友会と共催） 
3月　女子高、女子大学卒業生対象入会式
その他、 奨学金贈呈や会報の発行、同窓会館の運営（紫苑会講習としてヨーガ、 

華道、茶道、料理教室を開講）、貸室、女子中高購買・食堂の運営

＊ホームページhttps://www.dojo-doso.org
＊E-Maildojodoso@juno.ocn.ne.jp
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本
号
で
は
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育
座
談
会
を

特
集
と
し
て
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
座
談

会
の
中
で
す
で
に
話
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育
は
、Science

（
科
学
）、

Technology
（
技
術
）、Engineering

（
工
学
）、M

athem
atics

（
数
学
）
の

四
つ
を
柱
と
す
る
理
系
的
な
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
教

育
にArts

を
組
み
入
れ
て
、
い
っ
そ
う

統
合
的
な
学
び
を
推
進
し
て
い
く
教
育
的

活
動
を
指
し
て
い
ま
す
。Arts
は
、「
リ

ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
や
芸
術
分
野
」
に
関
連
し

て
い
ま
す
。

「
同
志
社
だ
か
ら
こ
そ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ

教
育
を
リ
ー
ド
し
た
い
」
と
い
う
座
談

会
の
提
題
か
ら
見
て
取
れ
る
よ
う
に
、

こ
れ
ま
で
、
同
志
社
は
、
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ

教
育
を
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
展
開
し
て
き

ま
し
た
。同
志
社
大
学
に
は
、プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
科
目
が
あ
り
、
そ
れ
に
加
え
て
、

ロ
ー
ム
記
念
館
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ
り

ま
す
。
こ
う
し
た
活
動
で
は
、
い
ろ
い

ろ
な
背
景
を
持
つ
学
生
た
ち
が
集
ま
り

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
知
識
を
駆
使
し
な

が
ら
企
画
を
練
り
上
げ
成
果
を
発
信
し

て
い
き
ま
す
。
座
談
会
で
は
、
同
志
社

中
学
校
の
取
り
組
み
を
紹
介
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
同
志
社
中
学
校
で
は
、「
ア

ジ
ア
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育
キ
ャ
ン
プ
」
と

か
「
宇
宙
探
求
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
か

と
い
っ
た
先
進
的
な
活
動
が
多
方
面
で

走
っ
て
い
ま
す
。
同
志
社
小
学
校
も
、

「
Ｆ
１
カ
ー
大
研
究
」
と
「
岩
倉
川
生

き
物
多
様
性
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
始
め

と
し
て
、
多
様
な
授
業
を
取
り
入
れ
て

い
ま
す
。
と
く
に
、
同
志
社
小
学
校
は
、

子
ど
も
た
ち
の
感
覚
を
研
ぎ
澄
ま
す
と

こ
ろ
に
学
び
の
照
準
を
定
め
て
い
ま
す
。

同
志
社
小
学
校
が
注
力
し
て
い
る

「
道
草
教
育
」
と
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育
と
の

親
和
性
が
高
い
こ
と
。
同
志
社
中
学
校

で
も
「
道
草
研
究
」
の
精
神
が
自
由
研

究
の
中
に
実
際
的
に
息
づ
い
て
い
る
こ

と
。
座
談
会
に
参
加
さ
れ
た
各
先
生
の

ご
発
言
か
ら
、
校
祖
新
島
襄
が
私
学
の

使
命
と
し
て
掲
げ
た
教
育
の
理
念
が
現

代
的
な
装
い
を
纏
い
な
が
ら
も
同
志
社

を
貫
い
て
い
る
、
こ
の
真
実
を
改
め
て

発
見
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

座
談
会
の
記
事
に
あ
る
よ
う
に
、
Ｓ

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育
は
、
文
理
融
合
の
視
点

を
内
蔵
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
Ｓ
Ｔ

Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育
は
、
字
面
で
は
、
Ｓ
、
Ｔ
、

Ｅ
、
Ａ
、
Ｍ
と
い
う
仕
方
で
五
つ
の
領

域
を
並
列
的
に
配
置
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、Arts

を
「
技
芸
」
と
捉
え
れ
ば
、

科
学
、
技
術
、
工
学
、
数
学
の
そ
れ
ぞ

れ
は
、
技
芸
の
一
様
態
に
な
る
の
で
、

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
も
含
め
、
わ
た
く
し

た
ち
の
探
究
の
あ
り
方
を
包
括
的
に
理

解
で
き
る
よ
う
に
な
る
は
ず
で
す
。
こ

の
よ
う
な
融
合
は
、
ま
さ
に
「
人
類
の

叡
智
」
と
し
て
の
「
文
化
」
で
あ
り
、

そ
れ
を
支
え
る
の
は
、
多
様
性
、
す
な

わ
ち
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ご
多
用
の
中
、
本
号
に
ご
寄
稿
い
た

だ
い
た
諸
氏
に
は
、
こ
の
場
を
借
り
ま

し
て
篤
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
煩

瑣
な
編
集
の
作
業
に
ご
尽
力
い
た
だ
い

た
広
報
課
の
首
藤
右
紀
氏
と
末
廣
明
日

香
氏
に
も
深
甚
の
感
謝
を
申
し
述
べ
た

い
と
存
じ
ま
す
。 

（
新
）

編
　
　
　
　
集
　
　
　
　
後
　
　
　
　
記

●同志社広報委員会小委員会委員
〇印委員長

○大学文学部教授　新　　茂之
大学神学部教授　三宅　威仁

大学社会学部教授　梶谷　真也
大学法学部教授　望月　詩史

大学経済学部准教授　原田　禎夫
大学商学部教授　髙橋　広行

大学政策学部教授　多田　　実
大学文化情報学部准教授　星　　英仁

大学理工学部教授　近藤　弘一
大学生命医科学部准教授　髙柳　真司

大学スポーツ健康科学部教授　石井好二郎
大学心理学部教授　神山　貴弥

大学グローバル・コミュニケーション学部教授　内田　尚孝
大学グローバル地域文化学部助教　宮嵜　克裕

女子大学学芸学部教授　牛渡　克之
女子大学現代社会学部教授　竹井　　史

女子大学薬学部教授　根木　　滋
女子大学看護学部教授　三橋　美和

女子大学表象文化学部准教授　宮腰　直人
女子大学生活科学部准教授　米田　祐子

中学校・高等学校事務長　鎌田　伸一
香里中学校・高等学校事務長　池上　　作
女子中学校・高等学校事務長　磯田　信行
国際中学校・高等学校事務長　貴志　浩行

小学校事務長　川嶋　久佳
国際学院事務長　堀岡　英利

幼稚園教諭　竹中　琴恵
法人事務部長　柳井　　望
大学広報部長　木下　裕之

法人事務部校友同窓課長　田中　裕一
大学広報部広報課長　中原　伸夫

女子大学広報部広報室広報課長　前野　　健
※職名は同志社広報委員会小委員会発足時のものです。
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・送料（ゆうメール着払い：１冊249円）のみのご負担で
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